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序

成数逍跡詳森ノ木追跡の発掘，j),'J在ば筑後北中学校の新設L'J1:に伴い、昭和62年底

に学校敷地凡じ地内に19耀すが叫汲文化財の説J介を行ったものです。 校令姓築の 1:
期とのI対係で、 3ヶ） J li'IJという非常に限られた期間の中で ，枇店を行いましたが、 そ

の中で大きな成果があったものと思っております。

森ノ木逍跡からは、 多くのI竪穴住居跡、 掘立柱姓物跡、 洛し火、 円形周樅状辿構

等が発見されました。 中でもl怪穴住肘跡ば240軒以上が発比され、 筑後地）］の咆穴

住）1叶を杓えるうえで人,$,:niIな狩料になると思われます。

この報告 Iりは3ヶ月間にわたる発仇11,J,',j-ftの 1記録であり、 今後の文化財保，殴息他！の

ilり及の一助として、 また学術研究の狩料として、 ）ぶく柄J IJしていただければ I怜いで

す。

おわりに、 この報告 ， 'fの発行にあたり、,;llJ介を担当していただいた福岡貼教かj'

怜i筑後教仔h務所の佐々木降彦技術ド介のご労 ，界に深く感謝の 、慈を必するととも

に、 発掘調介．に参加された仔様と関係各位に対し、}'} <御礼 ii Iし I·.げる次第であり

ます。

、ド）l�2イド3) J 3111 

筑後ilj教ff委且会

教ff J� 森田基之�



例 日

1 . 本内は、 昭和63年1文に筑後Ii \'t: 北中学校建設に伴う'JI !]ifの川減文化財発批Ji'げf

の糾呆についての恨化 ，
I rである。

2. ,Ji',Jftに係る1間」は筑後市が負J1 I. L、�,\岡県教tr委は会の,J'J介指；nのもとに筑後

巾教介委!�会が火施した，

3. 追構の火測図は、 川述昭人、 飛野k杓文、 佐々木四1-r�r:、 佐I·J泉逸男、f[ I.: 伐

f、 牛品アケミ、 浅川文枝、 人塚啓f、III),'�f平f、 西坂ヨンエ、佐々木降彦が作

成し、1籾11での火測• 製図は、 'Y.111イ紅美、 既糾邪,�、J'i松汲 r-、 鬼木つやf、

鉛,,,m r-、 佐藤みゆき、I彫久江、11/Jか111分（の協）Jを得た。

4. 辿構 ‘りr i'J; は、 川述、佐々木Cl硲）、佐I l>;tが撤彩し、辿物''/具は 、 九州）秘丈狩料

館()) .{ j)由技術�介、 径i)j;�悦{·、 矢野lリJ災にお凱:, \, ヽした。

5. 辿物��理は、 幅岡県教ifJj指祁第一部文化謀整剛胴礼iの府瀬I「・ イ1fの指祁助丙

を得て九州）恰丈究料館で行った。

6. 啜穴住Jr1}跡の而栢fir, はプラニメ ー ク ー による測定である。

7. 本内の執＾（し•は、 1を県1'r.II木）忙史狩料館甜l館Kの川述II(�人、 Uを筑後巾教fr委

且会卜,. 会教rr謀永兄分他、 他は1Ji. 々木C降�)が分担した

8. 幽祖ま筑後巾•中火公民館l州、 ド川栄孜氏によん

9. 本 1
1 �の乱糾!�:t.佐々木（降）か行った
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III 発掘調在 の 記録

( I )  I径 穴 住 居 跡

l り· I怪穴住｝「叶跡 （図版 2

l ' 初 3 図）

淵 frlx (}) 腱間にf,』, inす る / 1:J, ,;

跡で 、 視んで0) 杓(1j形伏は)j形を

', しす る か 、 ヘ ッ ト 部分の 削 'Vか.)5'

え ら れ か 規校ば東除か3. 40m 、

恥(1 1 �し でのri さ は30. 0cm前後 を 測

.!) � 札 'I』く な と ,;'(:細 は 4ヽ 明 で あ

ム ． 
1 1 1  I 迅物は咄 、 甕 、 鉢 が あ る 。

物
辿.,＇

 
II

 
．．．．

 
．．． 

土 器 （初 ,1 凶）

＇
 

し』一T

I゚.=.=
 

Q
B
 

10.eom 

第 3 図 1 号竪穴住届跡実刺図 ( i /80)

r
J 

呼cm

-<::::=> � I -一 コー」、 6

、>!
ァ"

m 4 図 1 号竪穴住居跡出土土骰実測図 ( 1 /4) 

5 -



•,i)iは I .._ 4 かあ I.) l は中期木の袋状 I I 給倍 の 発迩 し た も の で、 I I 紬部か鋭 く 内 釘す る か、 /111

折部に 快 を も た な い 即祁には 「M」 字状の突併 を 貼 付 す る 。 2 は鋤先状 l:J絃か辿化 した;�:? で、

頚部に -.fり突俯を貼付する 外o'llに は 凡い ハ ケ を加す。 復b�l 11径22 . 0cm。 3 は朝顔状に外収する

1 1 舷 ーケ イj わi':iでM梨 I .i:; で あ る ． 復biU 1 1124. 0cmを柳l る 4 は、並の底渫で薄 Ht り で あ る 。 次

加然を受け淡 ＜ 亦変 十 る ．

梨 は 5 ..... 7 があ る 5 は 6 よ り も 新�I I を 出す る が 、 !JI部内 似I](I) ti! は不明瞭であ る 。 6 · 7 は }']

冷 り で、 7 は内形 I 岱位） 可能ヤI か あ る 。

鉢形 I i:� は 8 かあ る 。 半球形の休部を1Jすが1/4の 伐,((て あ る

2 号怒穴住店跡 （祁 5 図）

怜i斜 1n 1で検lil L t.: 

哨穴{lliりで 、 ‘ド 爪l形

状は）」 ）[1を 1 ,�す る

規校は4 . 50 m X 5 . 1 0  

m 、 深 さ は 北 叩 で

38. 0cm .  U-. 面 禎 は

24 . 76rrl で あ る 。 支

村は 4 .,t,. で あ る か い

ず れ も 伐 し 、 北げの

中火に は カ マ ド を 付

成' /.,. 文H紬か ら

l 釉 ）爪� は N 29 " W

を小r.
遺物は地 I·中 か ら

少IJ: の l 器片 と 砥わ

）ヤ か111 I. し た が、 図

,J可能な I W.-} は な し ‘•

I l l  + 辿
物

石 器 （第 6 図）

L 

O鯰） ヽ）
(0 """L 

◎ ,, / 贔0,, ◎ と， ◎,,. r 
◎ n qp ◎ l4 ◎ 

所
訊 5 図 2 号竪穴住居跡尖測図 ( I /80) 

『

、一‘’ lQ.tO_m 

紐泥片 �·;製の砥イiJl がある． 視イiでの研血は 1 曲で 、 小 lUl を 1り利用 し た 1iJ能ヤl が あ る ． 坤 l:中

- 6 -



か ら の 1 1 1 I で あ る 。

3 号堅穴住居跡 ere 1 図）

淵 ff.区の IYl斜 1tt iで検Ill し t..: I怪i、く/Uサ跡で 、 4 �J· イu.り と ,r�
炭 す る rt間は 削 、V さ れ 追イ（ し な い が、 'j/.伯l形状は）j形で

あ ろ う ． 規校は北間のみ ，11測 11J能で5 . 20m を 測 る 文杜は

視況で 2 本 を検1 1 1 し t.:が、 本米は 4 人 で あ る 。 北咄の中火

に は 「 U 」 ·r状の カ マ ドを付成 し て お り 、 カ マ ド内には鉢

の小片 が欣在 し て いた。

Lil L遣物は Lf:lli器 の 抱 ． 鉢 、 組）U 滞 の 杯 身 ・ 翡 杯 が あ

る 。

,＇
1
9
 ‘, 

-
L
 

t
 
＼
 

I
oi
1

ー

1

函心
．

 

＇ヽ

ノ

•
1
9
 『

「
'
I
I
ー
＼

5
 
．

 
――

 

（
 

3

2
 

l
 

-l

2
 

ー[

g
o

ヽヽ', 

I / 
溢�言瓢
゜ 5叩

第 6 図 2 号竪穴住居跡出土石器
測図 ( I /3) 

且

」

A
 ー JQ,�JlL. B_

第 7 図 3号、 4号竪穴住屈跡実 測図 ( I /80) 
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物
辿．．．

 
．．．．

 
••
•

 

．．．．
 

土 器 （図版32 約 8 図）

土師器 迩i.- 11".. I ..... t\ 

か あ る 。 I ..... 3 はJ1rJ ク イ

フ の小J\リ烈�Clx り 気味 に

外Jメす る 1 1 絃に球）f多0) 休

邪 を (if /,,, ,Jld製は外 1(11

が 凩い ハ ゲ 、 和(LiはIi"'. l 

り の 凩 い 箆 削 り で { � L

げ 、 頚部1J-J 1f1Iは 削 り に よ

る 悛 を な す . 2 の I I 径

l t\ . 8cm 、 3 は 1 5 . 5cm を 測

る ， 3 は 次hll然を受け

る 4 は府Lし 、つ く り の 小
) \f)疵で 、 今休に 次/Jll熱

を受け J.i, t I 径 1 2 . 4cm 、

岱怜ii'� 1 1 . 7 cm。 3 1:t 'I'.. 球）杉
(/) i}で 次加l然な受け亦

変 す る 。 カ マ ド 内 の 女脚

と し -c Jlf 利 川 さ れ て し 、

た9 位1以 1 1 径 1 2 . Sc·m。

須恵器 6 はほ ほ＇必形
IJ).l;.f身で I J 径 1 2 . 1cm 、 器

I俎 . 25cmを棋11 る。 7 は似l

杯の杯部で脚部 を 欠久す

る . I I 径 1 2 . 1cm セ 測 る

Iり

訃
/
9

り
,'

 
'，＇

 
.'
 
.』

』i
 

ヽ｀
 
｀

 

0 10cm 
1.-ー,-.--,-ーi一 I

第 8 図 3 号竪穴住居踪出土土器尖測図 ( 1 /4)

4 り怪穴住肘跡 ere 1 図）

3 り を V」 っ tこ状慇で11 1 I し た 小Jli'J O)I怪穴( 1'.Jiサ跡 C あ る 。 '1勺(11形姻は ,�l収か 削 、I'- さ れ "1"リL 屁校

は北坪が3. J O m 、 探 さ 30 . 0cm を 測 る 。 I+: 1fli I には机火その他の辿構は1l'り らず 、 詳細はイ沸J であ

る 。

- 8  



I I \  I: 辿物は他 、 ii'砂杯が あ る 。

I L i  +. 1-. ;r.� 

土 器 （第 9 図）

4 り籾',fl.J.1}/J\ I .  

I �:-; は 3 IJ· I Uり と (/)

飩人が ぢ え ら れ る。

梵｝診 I W.{ 3 俯 と 翡杯

と があ る 。 鋭 く 外収

-r-る I · 2 と 、 以 り 気

味に外収 す る 3 の ク

イ プか あ る 。 1 の 復

l

-＿
l

 
／｀
 

／
 

l

-

一
「

I

.

L
、

9

．
 、＂

‘_
l

 
m


澤

／＼
 

＿＿
 0 10cm 

第 9 図 4 号竪穴住屈 跡出土土器 尖 測 図 ( 1 /4) iliし 1 1 /f 1 8 . 0c:m ら憎llJ る

4 はii,砂卜で粘骰 さ れた.I :船 で あ か j小 部 ヤ 欠久 L て い る 外1/nは）'! f{, り ff�/iJfで 、 訓 部径 1 3 . 6cm

を 測 る 。

5 号 恣穴住居跡 （ 第 1 0似I)

3 り (Hりの北側に(1'!.lri'.す る

I紗穴{U.•:跡で 、 約 1 /2 を �JI f午

に よ る 役 、:(.: で 削 ヽV さ れ て い

る ． 立H は翫(11 でぷ L に 内 の

1 本が 深 さ 60 . 0cm を測 り 、 文

村 の I ,t.. で あ る こ と か ら 、 1tJ

北に柱IIりを イiす 2 本杜 と 身 え

ら れ る 北西ll,t;のI川折滞分は

ベ ッ ト 状逍構の 一 滞であ/j う

か。 七 の他詳細は'1"リJ で、 I H

l 逍物 も 無い こ と か ら II、r紺l も

心リJ で あ る が、 文H 2 本 で あ

る こ と か ら �F'l:IJ、i 代に比定で

き よ う ．

o ,、 5 :〗;f

� 
第 1 0図 5 母竪穴住屈跡実漬1)図 ( I /80) 

和
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第 1 4図 9 号竪穴住居跡出土土器尖測図 ( 1 /4)

10 号 怪穴住居跡 （図版 2 -(1) ・ (2) 第 l 5図）
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9 サ住居よ り 新 し い住肘跡で l't'i側 約 1/2を 欠失す る 。 規換は北咽で5 . 0 m 、 深 さ 40 . 0cm を 測 る 。

西咄際には焼 Lが残 り 、 不柏形 ビ ッ ト の 部分 は カ マ ドが付成 さ れて いた と 思われ る 。 その他の付

属掘役 は 明 ら か で な い. J:. 軸）］位は N 56 ' W をぷす。

111 J此t物は馳 ・ J狛が あ る 。

1 11 · J: 辿 物

土 器 （第 16図）
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第 1 7図 1 2号竪穴住届跡、 5号周溝状遺構 、 5 号土濃実測図 ( I /80) 

l 、 2 はM ク イ プの甕で 、 紺即に鋭 く 外反 す る 1 1絃部を1」す。 復 原 口 径20. 0cm 、 1 9 . 0cm を 測

る . 3 は鋭 く 外反す る �I 舷に張 り の あ る ）di邪 を 打す。 4 · I 0は肥Jl/ す る II 舷 を イi し 、 5 、 7 、

8 、 9 は 3 と 同様 な r1 舷形状であ り なが ら /i f 部の 張 り は鈍い、 6 、 1 1 、 Mは即府が油 < 11叫�· の一

群に比校す る と 1 1 舷部の外反I[は鈍い。 洲 幣 は 全 て 庶い ハ ケ と 宛削 り でイ1..1 け る 。

15は器間の/'lい｝宛で 、 復））;ui 径 1 7 . 0cmを 測 る ． 化I,りの坤 l 中か ら の 出·I:で あ る 。

13号 竪穴住居跡 （図版 3 -( 1 ) 第 19図）

淵介区 の 南 西 側で検Il l し た 軽穴代）,tJで 、 4 り伽泣柱辻物 と 前収 す る 。 平 1fti プ ラ ソ は 力 形 を 見

し 、 南北咄3. ! 0 m · 2 . 80m 、 東 · iJ9 ll内3 . 20 m · 2 . 90 rn 、 深 さ 1 0 . 0c.'111を 測 る 。 床面�·tは8. 70rrl を 測

る 。 床面は貼床 部分を�II っ た た め2/3が一段深 く な る 。 出 I: l 悩 か ら カ マ ト が付 I没 さ れ る 時 期 で

あ る が検 111 で き て い な い。 々 の 他詳細は不lリJ.

追物は甕 • 他の破JI が あ る 。

出 土 辿 物

- J I! -
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第 1 8図 1 2号竪穴住居跡出土土器実測図 ( I /4) 
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土 器 （第20図）

l は小収他の小J十 で鋭 く 外I又す る 1 1 絃

祁をイiす。 胎 I には砂杓の他、 赤褐色粒

rを含む。 ，J,\Jijfc は ハ ケ と 箆 削 り でf I I げ

ん 休1(11 か ら 111 I· L た

2 は恢の小l成）i で(jc).り跡の)'II 1 中から

の1 1 1 l. で あ る

1 4 り・
1竪穴住居跡出 士追物

士 器 （図版32 第20図）

3 の�·ii杯かあ る 。 脚札研 部 を 欠久 t る

II 絃部は鋤先状 � ' ,只 し 、 ,i部r/) 丸味は少

な い 視イ[-での 脚部は 入 マ ト なfj 伏を

.12,6..Qro. 

EOg~l
 

第 1 9図 1 3号竪穴住居踪実 測 図 ( I /80) 
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第20図 1 3号 1 5母竪穴仕居跡出 土土器 尖 測図 ( 1 /4)

なす 淵柏は内外rfn と も }'}冷 り ）料{j)fであ る か一 滞外 rf1iに�ik糾Iの ハ ）r か忍め も れ る 。 胎 I には微砂

約 を 多 く 含む。 fり 1刈ん と 赤褐色杓 f も 少 11\介 ん で し 、 る 。 1 1 径32. 6し:m. h炉l I J.;'f内か ら の 1 11 1 であ

る 。
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れ て し 、 る 規即tJ�辺1 . 20 

· 1 . 50m 、 iし1 .1リ ば 3 . 6 1 · 

3 80m 、 恥(11 !f で の （采 さ

1 5 . 0cmを 測 る 恥tfllt く 跨

締め ら れ、 1 (1 1 fl'心 I G .  1 9 1廿

Cある 。 文Hは 2 ,ls. で'18 . 0

50 . 0t·m � 測 り 、 卜I IIIJ は

2. 20 rn { あ 今 必杜1111には

桁I ' ll即） rx い炉を掘込み、

中ば赤 く 飢般が残る . ! 訊t
の際には」；；；剖h80 . 0C'lll 、 短紬

56. 0cm 、 ft さ 12 . 0cmv>�内

u廣 ヤ掘 り 、 船Jム の /Mr1'11{ と

繁かる が IJ.J I 城リ） 榜 に は

深 さ 26 . Ocmr/)柏 I 'JJfiの I 扱

か柑！込 ん C tぅ I) 、 中か

ら 流 れ込んた状態て

砥ィiが11 1 I· L て し 必 ．

,14 軋I)のU-1(1 1にはJ.',J沿'1

に �P.H L rw,fi\O . O⑳、

沈 さ IO . Orm r/J ttl• か掘

ら れ て し 、 I., が 、 こ の

鴎iは1即人 を 施 t て

し 、 t.:. l 軸 ）j{、! Iよ 2

屈） 立 付 か ら N 39 '

I� '.t'がf .

Jl� 物は l 松、 イ 1 沿

があ り 、 松釉は梵 ．

ヽJヽ咄）LJLt • 1\'/』」小 . J,f 
II) {也、 !i!Cイ n が I l l I: し

て し • る ．

1 1 1  辿 物

e
g
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ー 12.釦
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第22図 1 6母竪穴住居跡尖測図 ( I 80) 
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18 号怪穴住屈跡出 J:迎物

石 器 （図版33 れ25図）

人小の砥 イ 1 が 3 伯 出 I· L て し · る I は粘板れれ 砂府で、 飢fo は 2 頂i を 使 J IJ し て い る 。 j北 ｛（ 長

1 1 . 0cm 、 Jリ さ 3 . 0cmを �111 る fl I けf此 れ てあ る 2 は 1沙 'i': のf↓�,( I で 2 曲 を使）IJ し て い る ， 泊砥であ

る。 ;3 l.t/1史'W如
＇
｝ 製 の ( I I·. げ砥れで、 1i1r ,r11は 3 lfi l でかな り （史川 さ れ似f ざ減 り か必め ら れ る JJl (r 

1� 1 5 . 0c.:m 、 /'I さ 2 . 0cm を 測 る

19 け 枢火住Jr片跡 （図版 4 ー( I ) • 1 6  (4) · 1 7 ( I ) 初20図）

33 サ� './(旧Iり を 切 っ た状態で検Ill し たl�i\:{1:/、り で、 ·v血形状は'if.tc 此 ）j 形 a' り す る 。 規侠は IYl

• 北>11 5 . t!Dm · 5 . 50 m 、 東 ・ V出IJ.4 . 60m · 4 . IOm 、 i!l さ 20 . 0cm を測る 休血秘は23. 06rrf であ る 。

姐l,(,ttl 4- を 数 え る が、 {Uりの村IIIJ'や1/IJか 杓(11 ツ ラ ン に 沿 っ た 形状 を !1l す る H IIIJ は P, P, か

2 . 1 4 m 、 P1 P, か 3 . 00m 、 P、 P、 か3 . 00m 、 P, p、 か2. 40tn を測今

© p� 

-12.-1.0JTl 

第26図 19号竪穴住屈跡実;ftlJ図 ( 1 /80)
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牡 （初29図）

l け）汁l 状の不IJ/){ 1 :>.lY で あ る → 力は久

».rl'liが瓜化 しlkl' I 色 を 平す る . .{ i材 は

如 l 1 }'l'nである。 坤 l 中 か ら IJI I; し た。

石

る

土製品 （図枷33 第29図）

3 は I 製 の 勾 卜であ I., . 2 は細味の

つ く り で内側 を �Iい ｝に す か 全 長.1 . I c:m を

測 り 、 胎 I ・ 焼成 と も 艮 ぃ ヵ マ ト争いかか

ら I l l I. 3 の 勾 K は 2 よ り も 相 い つ く り

2 、

5cm 

号竪穴住居跡出 土石粒、 土製品尖測図 ( I /2) 1 9  29図硝

で 、 内側は1111面を な す。 胎 L 、 焼成と も 2
カ マ I· 内 か令 1-<:4 . 0cm を 測 り 、1, rJ様良い

ら1 l l  I し た

2
き
3

2 1 か 径穴住
届跡

（ 図 版 3 - (2) 第30図）

m を測 る 。 恥(fl ま で

の 深 さ は 1 0 . 0cm弱で

3 1 と 32 り癌穴{l:htf

（殆 と逍イ｛ し て お ら

ず‘火体小lリJ ) ど iTI�
L た ! I· 1,1}r1かで あ る

'I什fn .I "/ ノ は J」形を

り し 、 脱 炭 は 一 辺

5 . 20(」tりNt.5.60m)

遺イ{状隙は息い。 休

1(11f1'( は26 . 29 rrl て あ

IYJ �y』1,�t(}し 、 11 (l• 

), りの伽削II.�に烈 く 掘

人

2 1 号竪穴住居跡実測図 ( I /80) 第30図

22 

り 、 後に貼休 を 施 し

文�Hは規則て し 、 る 。



性のあ る 4 本杵で 、 村 IIIJは P, - P2 は2 . 90 m 、 P, - P·, は2 .65 m 、 Pz- Pぷt2. 90 m 、 r�ー し は3 . 05 m

を 測 る 。

カ マ ドは北西明に 付設す るが 、 (r. J山 ℃l 体の 遺イf状態が：臥いた め4澗り な点か多い． ヵ -.r ト の 付 設

す る ）］ 府 は 、 1 2 り住I,り と H-JJ1t,J を と か {t/,11 の l:釉 ）外ク は N 53" Wを示す。

I l l  J: 逍物は少な く 小）軋の抱かある。

物瑣.9
 
•••

 ' 
..

 
＿•―．．．

 
．．．．．

 

土 器 （第31図）

1 - 3 の 小）軋の甕があ る 。 いずれ も

破）ヤで利いつ く り で あ る 。 I I 舷部は）り

く 、 し か も 「 < I ' i': 状 に 緩 く 外反 r
る ． 令て 次加熱を受け る 。 1 の 復肱

r l ff. 1 3 .  0cm 、 2 は 1 2 . 2cm を 測 り 、 JりI L 

中 か ら の Ill 卜であ る ．

□ ロニ
, , I -- - ·= 

0 10cm 
- - 1 - 3 

L.1.,.�, ↓ 』 I → 、、

第 3 1 図 2 1 号竪穴住居跡出土土舘実測図 ( I /4) 

22 号堅穴住居跡出 L:辿物

23 号怪穴住居跡出 卜．逍物

，， 
石 器 （初32図）

砂府製の砥石が 1 、点 あ る 。 li!T面は 4 lfJiで、 況 砥 と し て （史

) I J し た も の で あ ろ う 。 現イ/-P( 1 0 . 5cm を 測 る 伽 屎 内 I吸か ら

の II I. I: で あ る 0

石 器 （図版33、 第33図）

人小の砥石が 3 、点1 1 1 I し て い る ., l は 人 州J. の 化 岡 府 竹 砂

府製のI此h で、 及炭の 2 面を 研 曲 と す る 。 ），'.!�は 「I然血と残

ナ。 2 爪l と も （史） IJ狛瓜か1\'IJ < 1111 1(11 をなす, J.JJ, {f'.1�22 . 3cm 、 }•/

さ 4 . 0l:m を flllJ る。 u.: lfli か ら の I l l Lである 。 2 1:t f村 の イ J. I· げ

疇疇璽
゜ 10cm 

砥れで、 視イ7:での研 1Cii 4 1(11を 残す。 炊 r'I 色を い し 、 化 I油 料fl
砂料殷であ る う 。 軋扉iに は鋭い研艇が あ る。 裡 j .中 か ら の1 1 1 L で あ る 。 3 は仝 長 4 . 5cm の 小 J\� の n

第32図 22号竪穴住居跡出土石器
火測図 ( 1 /3)

Lげ砥がで断面 は二fり）杉 を hしす る。 わ 材は鈎舟lに 使用 さ れ る も の で 、 花 I蘭 'i'i'l'i 砂 府 か ア プ ラ イ ト

- 23 



製で あ ら う 研 血は 3 曲であ る . O:J,1; 

1/) ビ ッ ト 内 か ら の I I \ I: で あ る 。

24 け怪穴住居跡出 I :逍物

石 器 （凶版33 ��3,1図）

I け 絲泥） : r :� の f I IIILか あ る か 、 砥

ィ i と し て （史川 し た 11f能ヤI も あ る JUJI犬
(/) ヽVtl'ttc rflrはょのみで他 は H 然rfn を 残

·r. /.',J� は欠失 し て い る こ れに伴 う

19 < 1 ' ;1:  II\ I· し て し • な し 、 現{f」..;: 1 7 . 5

t:m 、 )lj さ け 中 央 部で I . 0cm を Dlll る 性

内 I 吸 か ら の I l l L で あ る

2 は削I秘凝灰打製(/) { I 他 J Ji て2/3

ケ火久r る ． メ） 部の仙 ざIll L �  ま鋭 く 、

,'trは ）L く つ く られ る 休1(11 か ら の Il l · I:

で あ る ．

3 は公/UJl· 1'.:、 O){j製l ' J盤であ る。 /,',j

ー� 0

�, [品
消34図 24牙竪穴住居跡 出 土石器実測図 ( I 3) 

1
pcn, 

2
 

一 m
 
c

 
5
 

ー
[゜

第33図 23号竪穴住居踪出土石器火測図 ( 1 /2 · 1 /4)

。 一

'3
 

拿
0 5cm 
し，"''""""●●"'』;:"" . .1..,---1...-...J 

岱�y)が加�

第35図 24号竪穴住居杯出土石器 、 土製品尖測図 ( I /2) 
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舷 は j 碍If.c J(li と り を し て い l..i 径は3. 9c.'lll X 3 .  5cm、 11; さ 0 . 5cmを 測 る 。 if( さ ば 15 . 6 g で あ る U

土製品 （図版33 第35図）

4 の ぶ状 I· 製品かあ か 断面）fクは飢l状を り!,す る 。 /lfi I はやや粗 く 、 焼I必は良 い 。 径 は 4 . 8cm x 
'1 . 5cmの 小幣 l 'J J診を ',i す る Iり： さ ば2 . 0cmをtUIJ る。 怜 内 I W4 か ら の I l l L で あ る

27 号咆穴住届跡 (t/136図）

2 1 り O.Ji1/の rvi iiり

に (l'J: Ir,'す る (l: /,1,1跡

で31 、 32 り{!:/,り と

�\炭す る 。 1勺(fl形

状はJ,l: )jJ診を い「

る が北ll,�は1、む

脱松はJJ:辺が5 . 20

m · 6 . I Om 、 iii辺

3 . 90 rn · 4  . 30 m 、

恥面の深 さ 1 5 . 0cm

前後を測る ． 床1(11

秘は20 . 49 rrf で あ

る 。 文 村 は 4 本

で 、 こ の 内 の 1 本

は検II{ で き て い な ゜
L=....--1

 

i2'.80
 3

 1_2.80m 

い。 村IIりはP, - 1\ 第36図 27母竪穴住｝紅跡実測図 ( I /80) 

が2. 10m 、 P, - P3 2 . 30m {I.' 測 る ［ 如府沿 いには#'ii'J形のM内 I· 吸 を掘 っ て い る 。 床 1(11 中 火 綿 の

ピ ッ ト は弥生時代後期の も の で 、 炉址 と 1「ぼ し て いた。 � 1 の//,J リllには炭化材 が困(IT 1 に接 し て お

り 、 焼火{1:J. t}で あ る こ と が 判 る ．

辿物は咄；， ． 迎 ． 甑 · 1\�'Jbt ・ 文脚 • 印りわ !·. �:�の 他、 砥 { ' か あ る 。

物

辿▲

．．．
 

．．．
 

．．．
 

．．．．．
 

土 器 （図版33 · 34. UJ37凶）

1 、 2 の壺があ る 。 l は 「 < .I オ孔状に外反 し た 1 1 舷祁に球形の休部をイj した咄f で あ る . ,J闘tは

- 25 



外1(iiがやや細 か い ハ ケ 、 /JI,� 部内 1(1iは挫削 り で仕 Lげ 、 器 妍 を 油 く す る 。 次 }JI I熱を受けク� 1(11に煤
が付 沿 す る 。 r I 径 1 4 . 6cm 、 )Jiu] f賂飯人径22 . 2cm を 測 る ， 怜 内 1-)廣内か ら の 1 1 1 ト で あ る 2 は鋭 く 外
反 す る X-ii い n 絃祁に張 り のあ る 球状l刺部を 1」す。 ，J/J幣は外血か 1 に比較 し て 批い ハ ケ 、 内 而は箆

削 り で什 I · げ る か 1 よ り も ��憎かIり し 、。 胎 '- 、 焼成 と も 1 よ り 劣 る . r ,  径 1 7 . 7cm を 測 る 雌 I • I •

か ら の 1 11 I で あ 6 ,、

3 は甑で尖 り 気味<I) )L底に机h輝Iの.fL{.- 穿つ。 1淵約iハ ク と 路 削 り でf 1 1 .  け が お そ ら く f旭弾

二
\�

、

＝ 
�-=-.1� ー-.-�--------/,) 

ーー | 

＇ー

111 

6
 

7
 

.... �-----� 知 □言
第37図 27母 ー 29号竪穴住居跡出土土器実測図 ( I /4) 
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状の甑であろ う 。

ii6杯は 4 ...... 7 か あ る 。 4 · 5 はl11J ク イ ブ<}) 杯部で、 6 の

底部は叩1 1 で体部は）L味 を 1iす，， 1 」 舷祁は総 じて級 く 外収

し 、 6 は外収良か杜iし 、。 4 の I I ff. 1 9 .  2cm、 5 は 18 . 5cm、 6

は似似 1 1 ff 1 9 . 6cmを!lllJ る 7 (/) 脚 部 ぱ 人 力 I· 状に叫 ＜ 札

状 部 を,(f し 、 札,; 部で曲 < lzr\りi ' る ， ,a,·J�は外 rfri悩 ）沖1 0)紅II

い肋き 、 内l(fl は 横 ）沖］の抱削 り で( I· I げ 今 籾製tc翡林で

あ な 社紐 II復））Jf� 1 7 .  0cm. 全て押 I 中か ち の Il l L で あ る ．

8 はtふ..·� の低い ii.)阻l で即,t, を）り く つ く る ，�1,J 幣 は指叫）J: 

似 と ナデ で｛」 上げ る 。 令体に • 次）�I I熱を受け赤変する. 1. 1 

径7. 6cn1 、 底径 1 1 . 2cm、 沿晶8 . 4cm を 測 る ．

T抑ね I 堺 は 9 ...... 1 1 かあ る 。 1 0ぱ径ti . Dem OJ脚台が付 < .

全て押 I.中 か ら H I L し た。

゜

疇量言 5cm 

第38図 27号竪穴住居跡出土石器
... 測図 ( I /2) 

石 器 （図版3� t(\38図）

砂粁'i'tの中低が あ る すぺC の血 を1iif ,r11 と し 、 使川狛股が泊j く l11 1 1f1i を な す。 視イfL-< 1 0 .  0cm を測

る 。 (l=), 1} 内 の ビ ッ ト か ら の 1 1 1 し で あ る 。

28号 堅穴住居跡 出 l:辿物

土 器 （第37図）

12は r < J 'i: 状に外収す る 1 1 舷 部を (fす別で あ る 。 焼J戊は良 く 、 胎 I に砂杓の他、 亦出色粒 {·

を t.- ·「·含l.J. JJII I 中 か ら の 1 1 1 I. で あ か

29号 堅穴住居跡 （図版 4 祁39図）

弥牛．時代後期の 105 り IHり と 完令 に 爪炭 し たl怪火什J沿称で、 28 り什!1りを 切 っ て い る 。 1確it形 態

は企t退 ）J形を 県 し 、 規校は艮辺5 . G6 m · 5 . 20m 、 知辺3 . 20 m · 4 . 40 m 、 休1(11 ま での 深 さ は 1 0 . o-
20 . 0cm を 測 ふ 恥(11 fi1lは20 . 05n{ で あ る 。 立柱は 4 本であ る が、 そ の 内 の I .t,: は 心リJ C あ る 。 村の

hしWt. も 'V1(11 プ ラ ンに沿 っ t· (l'lh',' に伽込ん でし 、 ん 。
-}; O) jふ辺椛には 「 U J , わlkの カ マ ドを付せ る が 、 説，l1fll, りに1成岐 し に。 カ マ ド を付 成す る 位 rn

は柱IHJか ら み る と ） I W っ て い る 。 住;,,;-の i-.釉 ）i{v- は N 44 ' W をぷす．

I II I·. 逍物の 図I[対 1『能 な も の は F判ね 1- �紅があ る か、 弥生時代の l�怜であ り 糾入 であ み う . /t:};I} 

- 27-



の11.'JWJは カ マ ド の 付 没状況か ら 12 り 、 2 1 り·fl:J,り と i11J 一Uり 期であl) う 。

I L i ヒ 追 物

土 器

（図版34 第37図）

1 3の 口せねの鉢が

あ る 。 復似 I I 径 7 . 6

cm、 此ff3 .  5cm、 岱

晶'1 . 1 cm を 測 る 。 イじ

/J}内 の ビ ッ ト か ら の

1 1 1  Lで批人で あ る 。

3Q J,-J恣穴住肘

跡 1 1 1 l辿物

土製品 （弟40図）

次JJII然を受けた

1: 鼎） \· 再利川 の十製

円盤かあ る . ).'J緑の

血取 り は粗 く 、 ·)」

叶

／ 
ュョー�.... . 

＼ 

（夏
I J-/し

_c,_ 1 1 心 ◎
-A.. 

ム

〇→

...II 

言
c―

 
ll.§Om o 

第39図 29号 、 I OS I}竪穴住居跡実測図 ( 1 /80) 

.... 
E

思L

w 

゜

3m 

はu'L松的に卜｛れ る 。 6 . 4cm x 6 . 0cmを 測 り 、 I]( さ 38. 3 g である＂ 坤 l 中 か ら の 1 1 1 1 ·で あ る 。

34 号 堅穴住）1「｝跡 （図版 5 ー ( I ) • [7- (2)(3) 叩l図）

淵ff区のftJ (l(IJで検1 1 1 し た 大取の際穴イl:/,1}跡であ る 。 平 血 プ ラ

ソは 此）j Jf: れ を 聞す か 規俣は比辺7 . 50 m 、 知辺 5 . l O m · S . 30

m 、 恥tu ま での深 さ45 . 0口をDliJ る 。 恥�ifl'iは37 . 33rrfであ る 。 文

村は 2 本 で 、 内 側の中1グくは ）) lfク を ' ,\ す る 。 村 1111 ぱ3 . 80 m を 測

る 0 .fl 111]の 中 火に は l ' J /l�(/)1J I を設け 、 内1(11 l:t説艇が 昇9 し し 、． 北

咄沿い に は 此 l 'J形の掘込みかあ る が 日(11は貼休を加 し て い た。

南咄院に は此軸2.26m 、 知軸 l . tlOm 、 探 さ 38 . 0cm の凩内 I.J廣を

仙 え て い る ． さ ら に 、 西 側 堕 と 支柱11りには及 さ 4 . O rn 、 幅30 . 0

- 28 

I 
、 言詈奮塾

0 5cm 
し—.,,_,.__,I, 'I— —•

第40図 30母竪穴住屈跡出土
土製品突測図 ( 1 /2)
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1 1 1 士 追 物

土 器 （図版311 · 35 第'12 會 43 · 44 · 45図）

如i J - 10 が あ る ． ］ はJ9i,,\, 袋 状 1 1 絃在 で 11秘内外に小叫瞭な枚をなす。 ti部は知か く 、 /,1 部

は 人 き く 張 る 。 Ji/ 祁に .; f'1 i1滞、 胴中央部には台）「糾li{iiを貼 付 す る 。 &»it l l 径 1 6 . 6cm 、 llt/和 8 . 9

cm 、 悩I沿35 . 1cm {t' 測 る 。 地 I .中 か ら の 出 I.で あ � 2 は鋤先 1 1 秘,�;の 系滸を 引 く りV で 、 鋤先祁は

退化t る. h J 部 と HH部に :. fり 1111'/i} を 貼付 す る 外r(uは 次)JII然を受け な 復似 l' I 径2 1 . 4cm、 IIH径

32 . 0cm を 測 る 。 判 l 中か ら の Il l I で あ る . 3 、 4 は 2 か ら 発 必 し た 咄パ で形態的 に は 新朴 1 を 見 す

る . 3 の I I �  怜 1 7 . 11cm 、 4 は20 . 0cm を 測 る。 1山i .X と も 判 L中 か ら の Il l Iこ。 5 、 6 は鋤先LI 舷（�ヤ で、

6 の （ ！ 舷上ll'llは外姐す る 5 は ご次加熱を受け る ． ，lり名の nrf.24 . 8cm 、 後れ·は25.0cm を 測 る 7 

は外収底の鈍い n絃の·�':tでI汀 部は撫lt- 1 で あ る ． 刷部には低い fり凸{I}に林状の 刻み 「 I を虻す る ．

似似 1 1 径 L7 .  0cm。 8 は鈍 く 外収す る 1 1 舷綿 を イi し 、 1(( r I ヽ4°);.に近い。 !M部は大 き く 張 り 、 It� 人径が

胴 中 火 部 に あ る 。 )Jiu!部の凸併はiu闘tナる 。 f l 径 l 6 . 9cm、 [!\;径8. 8cm、 器麻32 . 9cm、 蚊人:ff.30. 9cm を

測 る ， 9 、 1 0は 1 1 舷祁は欠久 t る 。 I山i名 と も 伽l中 央 滞に 合形凸併 を貼付する. 9 の胴 祁は如 り が

あ り 安定感 か あ る . l�j, の講棺は総 じて外UII " 、 ク 、 内爪1 J デで1l.. l. け か 令 て 坤 L中か ら の 11 1 I で

あ る そ の他、 1 1 絃にIり）釦汗又を貼付す る 人J1JJ1,ヤがある．

甕 には 1 1 、 1 3- 17がある。 1 3、 15はjuj ク イ プの船で 「 く 」 '?lkに外反す る 1 1 舷部 を 1Jすか 、 舶

i祁和(nの技は不皇rりJ である。 k l 邪は吸 り があ る 13の I I � 部は沈船が妃 な 1Jtl ft· と も 一 次加熱を

受け て い る . I 3の I I径33. 0cm 、 仄径9. 7cm、 路l'.S4 1 . 7cm、 15は 1 1 径32. 0cm で あ る .. 1 4は低い脚台付

の完形r'1111で13に比べ る と 1 1 舷は ＼＇［ ら 、 9釦祁内側の検 も 明 瞭 で あ る 。 h l 部は弧 り 、 IJl•J F 'r. ー は 細 ま

か 1 1 托36. 0cm、 bt径1 2 . 9cm 、 i:y,t'IJ47. 7cm を 測 る L I 、 1 6、 1 7は小郎の梵でI I の比部は人 さ く 安

定感が あ る 。 16は 次加然を受け赤変する 1 7ば逆 「 L J 'i状の 1 1 舷に訓 ,y な ）II叶部を1」 ず ク イ フ

で）'} 玲 り I ?.:i と し て (i}.!JIJ さ れ る 甕で あ る が 、 17の鈍は凋幣 を 庶 い ハ ケ でイ I I け る • I I 径 1 5 . 2cm 、

此ff7. 3cm、 料1'り 1 3 . 9cm を 測 I., . ,J.� 幣 は総 じ 、（外1ni ハ ケ 、 和(IJは ハ ケ と ナ フ で11 I げ る ． 仝て雌 I.

中 か ら の 出 L で あ る ．

鉢は 1 2、 18、 1 9がある. 12 、 1 811[1り タ イ プの外で短 く 「 く 」 字状に外l又す/,:, 1 1 舷部を hす.. 1 2  

に 対 し て 18の馴部は丸味をf,\つ。 1 8は内面に赤褐色の化沿I I を冷 布 す る 。 1 2の 1 1 径26. 5cm 、 底径

8 . 2cm 、 沿閻1 6 . 8cm。 18の 1 1 f和23. 8cm、 底抒[7 . 8cm、 器 晶 1 7 . 7cm セ 測 る 19はi怜収のJり い小耶の鉢

でつ く り か粗い 復肱 t�径 1 2 . 11cm 、 底径3 . 3cm、 松 麻 LO .Ocm を 測 る 。 すべて J用 1 中か ら の 1 1 1 I 

,f砂卜は2Qq) 脚部かある。 札状滞は 1 部が中 ＇必 と た る 。 戯枯は凡 く ハ ケ でイ I. I げ て �ll,f も 1リ い。

船祁1¥ 1 6 . 9cm を 測 る

2 1 は均船の と れ た 器台である 。 舷小ffーか J Yにあ り 、 ，J牡帖はハ ケ と ナチで11-Lげ る 。 外1(1心

次加熱を受け亦変す る。 1. 1 径 J il . Ocm、 剃 滞径20. 3cm 、 器絲2 1 . 3cmを 測 る 。 !Ill L· 中 か ら の 1 1 1 I .• 
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36母ー 40丹、 43号竪穴住居跡出土土器実測図 ( I /4) 第49図

物辿I. .  1 1 1  

器 （第49図）

鋤先状 1 1 舷r;) 1:·o杯の杯�iS J トがある. JJl,tl 部の）L味は 少ない． 胎 I は緻密で 、 り］ る い 裕 色 を ',\す る 。

I側.fi L て い る か）')-裕 り の 11J能性がある 。 位）泉 1 1 径32 . 0cm を 測 る 。 屎 内 I場魯か ら の 111 1:で あ る ．

37 

土



37サ怪';'(住）,,f跡 I H L: 追物

土 器 （図版36 如9図）

2 は直線（内に1ム か る fl 舷 部 を イi

l Ii / 部は 曲 る . J闘勺.t .1 ヽ >1 と 路削

り て11 1 , n 炸�1:,:を 油 く つ く る 、 ii i

部和(11は粘 I 俯の接介祁かlリJI旗r
観なで き る。 f l 径 1 6 . 9cmで あ か ”し

石 器 （図版36 第50図）

1 は/ill!竹砂店製 の 砥 れ で 1 / 3 を

欠久ナる ， 研面は 5 面で（史） lj柏）且：

か 杵 し く 凹状 を 閲 す る ．

2 は訓秘汲l火W製の （池 」 であ

る が 、 1 1 1 1 I �� .!- は Jし伴 し tc し 、 こ

と か ら 砒 人 で あ る 。 メ） 部付近は（史

川批 （朕過艇） が み ら れ •fl汁·tに な る 。 抒I\ . Ommのイしは一）i 向 か ら穿つ

38号 咆穴住屈跡 出 上辿物

言 量

0 5cm 
l ,L- 1, , I I ,I 

第50図 37号竪穴住居跡出 土石器尖測図 ( 1 /2) 

土 ff (図版36 初49図）

3 の 湘と 4 の 糾小 が あ か 3 は J地の蔽Jl で胎 l には砂粒 と ,Ji; 褐 色 粒 I- を 含 む 似 J泉 1 1 径 1 1 、 〇

('ffi。

4 の 伯必外剖iは底部からijJ,,J 部にかけ て (/)Ji ll折は 4ヽIIJJ 瞭 (}国を イi�t. JJfl Lぱ緻密で（砂l が少 な

し 、。 復原 II 径2 1 . 2cmを棋I] る ．

39号 I怪穴住屈跡 （凶版 5 (2) 第5· 1図）

,v11!�{l:J, り は " + r (/) if(� が あ る 。 40 り {1./,1; .t り 占 < 、 4 1 リ ・ 1 04 り 什: /,り よ り 新 し し 、． 人・ 半 が40 引I.

)，り と 股必で f�IJ ヽV を 受 け 介容は把肘 で き な い 、V 1f1il診仏はJ,l:)j形で あ ら う と村 は 2 本て、 fl IIIJに

は床1(1iが油 く め疫 し た 箇 所 が あ る 。 火妍際 に ば l 'J JI� C径80 . 0cm、 深 さ 72 . 0cm) り）怜 内 I城を設け

て い る ． 北側は，(6 さ 1 8 . 0c.:mのペ ッ ト 状辿 構 を 付設する。 そ の 他 ，ii'細は小りJ であ る 。

1 1 1  I: 遺物はり校があ る "

38 
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41 号翌穴住肘跡 （図｝奴 5 ー ( 2) 第51図）

1 04 け と 人� ""か r「（炭 し、 .J,tJ仕II、i点でりJ合いに気1·1 かず発掘 し た た め新I l l関係を 明 確 に捉 え て い

な い。 東限のみ遣# し て お り 4 . 40 m 、 H,t,1'1J32 .0cm を 測 る 北l\t と 刺府沿し 10)一滞にはMH,怜が妃っ

て し ・ 今 1 04 り の恥(II に ば 2 的l月 の�iJ1l·i検出 し て お り 、 一 ）」 か4 1 り (l:/,' 1 /J)がであ ろ う ． 七 の 他 1,i

細は4ヽIりJ Cある

1 1 1  I 遣物は無い。

43 号竪穴住居跡 （図版 5 (2) . 6 - ( 1 ) 如53図）

淵介区の 西端に f,, Jrtす る 啜穴 作），り で、 44サ ( A · 11 ) の一 部 と iTc級す る 。 •fl.・而形状は此）J Jf多 を

' ,� し 、 南収には必Ill L I徹をイiす。 必 Ill L部の ,,,,j 端には村：f/lJ J . 70m の村：穴がり訪れ て お り 、 し か も

イi段 を な す こ と か ら IU り の /I I 人 I I と りえ られ な 規揆は j如{1G . 80m · 7 . 50 m , J.i1j114 . 90 m · 4 .62 

m 、 �1,t ,1',Sは40 . 0cm 前 後 を 測 る 恥(11秘は34 . I 7n{ と やや人八りの{I./,り で あ る 。 si.f.l は 2 ,t,: で村 1111には

立

巨

-- " ・ ー·- .,�-- -
4 1 ◎ 

t� 年

第53図 43号竪穴住居跡災則図 ( I /80) 
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44号 (A 、 B) 竪穴住居跡実浪I]図 ( I /80) 

2 は 「 く 」 ·,r:�火r 外収す る I I 舷 部�.- I, I 部の 張 る 災で 、 細休の小安‘心 な 氏 部

次）�II然を受け力浚r か 1: 1 t'f,27 . 9cm、 底1¥.7. lcm 、 i.;,閲36. 9cm を 測 る 。

第56図

3 が あ I., "迎は 2 、

セ イj す る ． 内 外 1(11 に

つ く り <I)れlし 、 il'o4 は 鋤久状の 1 1 舷 部�uす1\'砂卜で 、 /,j. 部か ら 此 滞にかけ て は j1'. !*公的につ く る。

5 の I I 径6 の 内 血 は 尻 い ハ ケ か み ら れ る ．

復似 1 1 径25 . 0cm を 測 る

5 · 6 は小刑の鉢で心1J�ぱハ ケ と ナ うで(J J げ、

M 

Uくである
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第57図 44母 (A) 竪穴住居跡出 土上器尖測図 ( 1 /4)

45 -



1 2 . 6cm、 底径5. 7cm 、 iや絲7 . 2c,n. 6 ほ 11 径 12 . 7⑳ 、 底径5. 4cm 、 l怜�.'Ii 1 1 .  2tmを 測 り 、 次 Im熱を受

ける

7 -... ] Oは 印りね I器で 9 を除 く と つ く り か粗い。 7 は 次』II熱を受けて い る 。 11 径8.2cm 、 底径

4 .  4cm、 岱仙7 . 0cm, 8 ば I I 径 1 0 . 2cm 、 底径4.0cm、 松翡6 . 6cm. 9 は復l泉 I I 径6 . 5cm 、 広径3.3cm 、

路\:り9. 7cm。 J Oは • 次hll熱を受け る . I I 径8. 3cm 、 底径4 . 0cm 、 器閥8. 2cm 1 1 は仮似 I I 径 1 0 . 2cm 、

底抒: 4 . 5cm 、 は1'1,6 .6cm を iltJJ る 。

1:3 \J I怪'/(イu内｝跡1 ll I 辿
物

土 器 (00版37 第58図）

I ばり:'ifの m輯りi で I: 平に ．角凸1l礼喝 付 す る 凋�(;t外1fri ハ ケ 、 内曲は擦過の の ち ナデでfl ' I

げ、 外1friには ハ ケ の 卜か ら ）'}を硲布す る

甕は 2 ..... 4 があ る 2 、 3 は111」 ク イ フ の 及Illりの使で 、 「 < J • i'状に外収する 1 1 絃滞に/1 / 1�11はやや

張 る /Jloj f、 平は細 ま り (Jtい脚合がつ く 淵幣は凡い ハ ケ と ｝ テで(1.. 1 け る 。 I山j れ と も 次）�II然を

受け煤が1、j ,j'"j・ す る 4 は 小JWの抱で 「 < I 'i: 状に級 く 外収 す る I I 舷 を イf·t. 1JIJ幣は外 tfliか｝礼 い ハ

)r 及び採過 、 内1(11は採過糾 を残す I I i'f 1 7  . 5cm、 底径7 . 0cm 、 器 閥 1 8 . 9cmを 測 る 。

鉢 に は 5 ..._ 8 かあ る 。 5 ほ脚台付の鉢で』Juj部か ら I I舷 部にかけて は,:01船状に IJI」 く 。 外爪iは ．．次

)�II然な受け る • 11 径 1 5 . 8cm 、 裾祁径7 . 0cm 、 器 �·� 1 2 . 0cm を 測 る - 6 は（本部が半球形状の鉢で小 さ な

平底を な す 必J幣はナデでIi 」 げ る 。 II 径 1 7 . 1cm 、 底径6. 7cm 、 悩1':j 1 0 . 4cm を 測 る 。 7 ぱ I I舷祁か

短 く (,'ft.かに外反 ず る 。 Jrt. い ハ ク 』判ドを残-r. s は小型の鉢で • 次』11然を受け煤が付府す る 。 1 1 /'f:

1 0 . 9cm 、 此径5 . 5cm、 腐1'1j6 . 5cm. 

�:¥ 台は 9 - 1 1 があ か 9 は粗い つ く り の ��台てltil:小ffが器休中央部に あ る 批 い ハ ヶ と I IJJ き艇

がみ ら れ る I I  1予 1 0 . 0cm 、 M1: m1径 J I . 5cm、 腐l'l, 1 7 .  2cm" I 0 も /1,l:小ffが沿体中 火にあ る 19i訊J倣状の

り怜合で沿 いハ ケ と ブ チで心＇ 憎 す る ，即1,1製 手法か ら (A) の I i� と JJ,. f'r. す る 11J 能ヤ1 が あ る I I 径

1 5 . 0cm 、 剃 部径 1 6 . 5cm 、 悩翡20. 0cm。 1 1 は小J(� の料台で 9 と ,,,j 様つ く り が相 い. ». r,1 1には庶いIIIJ

き 艇が残 り 、 I. ド の 1 1 柑 祁は胤 い ハ Jr を 残す ，、 1 1 径9 . 1 cm 、 社か邪径1 0 . 0cm、 岱閻 1 1 . 1 cm を 測 る ．

45号堅穴住J,片跡 （図版 6 ー( I ) · 1 8 (2) 卯60図）

1�•'1! 介(X.のi/4端で検I l l し た l怪';』({l:J収がe 103り (l.J,1} に 切 ら れ て い る ·t勺{11 形状 は 以 {i で観�� 'I る

限 り では）j形セ い す る ， 規f�は 束 ・ IYl咽が 11 1 測 llf能で4 . 50 m · 4 . 70 m • ! 杓l':"i34 . 0c:m を 測 る 。 恥fn

には 支柱穴が 見'"1 ら ず 、 断rf1 iに図ぷ Lた 木1.グくは上村 と は な り 得な い。 さ た 炉.trl. も 検 I i i で き て お ら

ず不明な ．点 が 多 い ．

- 46-
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第59図 44母 (B) 竪穴住届跡出 土土器尖測図t の 2 ( I  4) 

1 1 1  I: 此物ばり加 · 疵 ． 鉢 . 11砂小が あ る 。

物

辿7

、．．
 

．．．．
 
•• ,

 
i-9-

土 器 （凶版38 第6 1 · 62図）

、;Mは 1 、 2 かあ る 。 1 はla(稀な咄tで!J� 部 の 比 し 、 『1 1 1 ,ヽt':,で あ ら う . /d i'祁にしt 祁111 11·沿 を 貼 (,J L 、

11'f ド には紅IIい波状 又 ケ 妃 ら t fi'r襲1
11
11 て あ る 2 は 「 < J 'i''. 状に鋭 く 外Jxす る I 心 を (jt·,�� で 、

Ji/ 部 と ）n,�m� に ・fり 11 1 1•/けを 貼 (·lする 底 部は 人 き く 安定感が あ る 閥幣 は 紺い ハ ク と ナ デで(l: I: げ
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一゚ 10cm 
J 

第62図 45号竪穴住居跡出土土器尖測図その 2 ( 1 /4) 

J Oは贔杯(I)脚 部で村状 邪ほ短 く 屈折 し て ス カ ー ト 状に開 く ． 胎 I:は 砂 約 の 他 赤 褐 色 粒 f を 含

む。 剃 部径2 1 . 5cm. 次加熱と受け る 。

47 サ 怪穴住店跡 （凶版 4 ・(2 ) 第63図）

44 り A 郎', fl.Jiり跡の 部 と 1ft似 し た/I-Iiり跡で あ る ‘杓(1 1 プ ラ ン は J� )J 形 を ri'·ず か 規校は 1+J • 

北収4 . 40 m · •l . 50 m 、 火 • 西収5 . 90 m · 5 . 80 m 、 lit,閲24. 0cm 前後 を測 か 恥叫1?は 25 . 1 2 m で あ

る 。 文村はJ,�4的に 2 本で あ る か 、 l\t際に'M り 過 ぎ て い る 、点か疑11\J 視 さ れ る . fll/りには杵WJ形の

灯を ，没げて い る 。 怜 IAJ l漿は米収際に付 ，没する 。 11· /,rfの ,�軸は即：IJ軸でN 13· E をがす。

1 1 1  I 辿物は ，ヽ/tr と 鉢の破）tの他 、 砥いがある ッ

物
泊[t

t
 

••
 

-
• 

•••••
 

-•
 
．．．

 

土 器 （第6�図）

1 、 2 は鉢 で l fl.) };1(1iには 部） ）` の瓜跡が残 る か、 月泳 り か介か,i.:iリJI旗 で あ る , f!Lbit 1 1 径 1 5 . 0

cm. 2 は小）IIり で 凡 い ナ テ訊傭り を加す 復I尿 I l f予9. 2cm 、 底序,1 . 0cm 、 i:� ,刈5.2cm を 測 る

- 5 1  



3 はヽ，的） I I 絃

)i であ7) う 外

1(1Jに批 し ・ ハ ケ が

9、しる {U/J;t I I /'f. 

20. 0cm 

石 器 （ 図 版

38 初65凶）

仙釦糾·:殷の

仕 Iけ砥れか 2

れ あ る 1 の研

1(11は 3 lfl lで戊{(

J-c 1 1 .  5cmで/,',J l/tj

ヤ 欠 久r る 。 性

内 I JJJ賃カヽ ら 1/)/ 1 1

ト で あ I.) 2 I)) 

りf raiは 2 [(liで坤

I.  中 か ら の 1 1 1 1:.

で あ る ．

L\＼‘ 

·-
◎ 22 

lb _, --� 
⑤ 1 i 

◎ ◎  leJ>」 ◎

F3.
§

 1320m 

b 

戸〗
�. d.-— .If? ゜一

第63図 47号竪穴住居跡丈i則IJ図 ( I /80) 

翌cm

�\ 第64図 47号竪穴住居跡出土土甜尖測図 ( I 4)  

1 、77,;;,),ァヤク’↑ . 

0 5cm 
I .... 1 .. --;r.: ir •. .. t ... .l 

'18 り賂穴H:J苫跡 （図）阪 4 ー (2) 卯66凶）
訊65図 47号竪穴住屈跡出 土石怜天、•IJ図 ( 1 / 3)

47け 什J,,;<l) IYi側 で 検Iii し た 'I勺(ii プ ラ ンかl'CJJ 形セ イJ-t祁穴o:1�で あ る 規校はJ�JIJ.6. 50 m ·  
G .  ! O m 、 知辺4 . 90 m · 4 .  80 m 、 l\�翡30 . 0cmを 棋IJ る 。 休rfli{l'iは30. 58rrl であ る ． 支 村 は 2 ,t-. て あ る
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第67図 48号竪穴住居踪出土土器火測図 ( 1 /4)
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如2図 50号、 5 1 号 、 52母竪穴住居跡実測図 ( I /80) 

52号 怪
‘バイ});片跡 (Z!172図）

5 1り什J、りを IJJ っ t· 小�IJ q) 祁火/ t'},1;-�かである 。 'I什(1 1 プ ラ ンはJ" 力 形 を は し 、 規揆は長辺1.10m ·

3.70m.  1.vJ.!l.2.90m 、 !1.f 仙50. 0cm畑 を測る 即(1111iは11 .0,l nfである, IYi i1,tに は 仙 さ 10.0cmのペ ッ

ト を 削 り I l l して し る． ペ ッ ト I .に は 径50 . 0cm 、 伏 さ 20.0C'lllのビ ッ ト がイI り 中から I,位のlJl,」部）i がIll

K し て し ん 。
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第74図 52号竪穴住屈跡出 土土器実測図 ( 1 /4)

土 器 (WH図）

'.I\ヤか 2 点 あ る 。 1 1よ似 介 t i 舷術で内例す る l' I 舷は1\iし 、 外'"' の検線は1リJ瞭で9知猥はtuい， J, / 名II

に は .fり叫沿 を 付 す 復似 1 1 仔20. 0cm 2 はり'1/-のJJH部で球形状を ' , ' t る ， 底祁は絹II ま り 7 . 3cm を 測

る 。 ，JI櫂（ は ハ ケ が i-体であ る。

53 け将穴住屈跡 （ 凶I版 6 ー (2) ・ 1 8 ( 4 ) 第75図）

,J,'J ft区の 北束隅で検出 L たが、 人 平が,dt.l 介 区 外 の た め ・；邪な淵介 し たに過 ざ な い 1til作の J« さ

6 .  70 rn 、 咄1'b50 . 0cm 弱 を 測 る 。 /1,�際には 1 . 20 m x 90 . Oem の.w: )1形の屎内 以廣を掘 り 、 が対称tc/1'1.

1nに ピ ッ ト と配 す る . �\t; 沿いには細い/.',Jr州 か 紺 る し

I l l  l:ill物は ，ヽ!:i . 鉢 の 他、 小明 I 製 11111, が あ る ．

1 1 1 · I� 辿 物

土 器 （初76図）
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石 器 （ 図版39 切79図）

怜IJ:J I �1か ら 1 1 1 I し た 梗 'l'Il沙切役の". l け砥が あ 今

約 1/3を 欠り、「 る りf 1t1iは 5 1(1 1でかな り 研 込 み 凹 1(11 な な

す。

゜

ヽ＼ ー
ヽ

ヽ
ヽヽヽヽヽヽ ヽ

20cm 

策 8 1 図 57母竪穴住居跡出土土器冥汎IJ 図 ( I /4) 
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� ニ.r,._..1 ,I 'I _J 

第79図 55号竪穴住居跡出土石詐
• ., ;ffiJ図 ( I 2) 

I 
忽忍f�-%塵

0 5cm 
トー T _,;;;i._..=.i I 

第80図 56号竪穴住居跡
出 上石器尖頂1)図 ( 1 /2)

•99
:
 



56 り怒穴イtJ,片跡出 」→．辿物

石 器 （第80凶）

火/UJ: 'f't製のド）盤があ る おそ ら く 、 紺j錘 tl( rJ) ,I-; 製品であ／） う ． 径は5 . 5c.,n X 5. ,lcm 、 /'} :さ 7 .0mm
を測 り 、 J.'.J舷の 1(1j と り は J憚であ か 爪 さ H IO g で あ る

57 り 惑火 { 1 )心跡 I l l I 敗
物

土 器 （図版39 切8 1図）

l は 1 1 舷滞かK く し か も I く 」 ‘四人 に鋭 く 外以 r る 他 で あ る Ii i 部 か ら 胴 部に かけて は球）r1を
, .� する 凋幣は外面が脱い ハ ケ 、 内 1(11は j恨な玲削 り を施 し 岱汎f を 油 < jる 外1(1 1は 次）�I I熱を

受け役色す る 1J ff 1 7 . 7cm 、 監！・027 . 1cm を 測 る

2 は ）i 1 1  I 偽 で 'I'球）杉 を ','·t る 淵 幣 ぱ 低い ハ ク と 舘削 り てf I I げ る n 胎 l は良 く 細かい妙を

仰かに介む 復l如 1 '(予29. 4cm 、 }怜閥22 . 5cmを illlJ る 1,1u r. J: も 判 I: 中 か ら の 1 1 1 し で あ る ．

58 り翌穴イu�;跡 （図版 6 12) · 7 - ( 1 ) ・ 1 9ー ( 4) 第82図）
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第82図 58丑竪穴住居跡、 8牙廊鷲状遺構尖JIIJ図 ( I /80) 
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赤街す る- I I /  i':26 . 6cm 、 底�1-.7. 8cm、 松

,1·1134 . 7cm を 測 る 12 · 1 3ぱ小版の処で

Iii( fi· は II 舷の 外収I皮か強 く 、 HloJ 沌 も 張

り 1,り 名 と も ハ タ と ブ プで{ I· I け る

1 2の復]ljt 1 1 1\'2 1 .  9cm、 瓜/-"6 6 . 0cm 、 沿

,'.'1122.  6cm 1 3け I ! ff 1 7 .  4cm 、 復bitJ.itff

5 . 8cm 、 �;; ,f:i2 1 . 7cm を 測 る 。 休 1{11 か ら

の1 1 1 1 で あ る 。 14け脚合付 知で外1(11は

汰hll然を受けて い る よ う であ る 復

/Jj( i J ff J9 .  lc:m 、 4t径 1 0 . 0cm 、 岱； ，l'./i23. G 

cm を測る 坤 I 中か ら の Il l I.. 

1 5は甑でりし成 前にサ孔 し て い る 坪

I , 1 ,  /Jヽ ら<l) / 1 \ I .。

2Z 0 10cm 
l 1 1 1 1 r � 

1 6は·;、し形に近い鉢で1"' 1frlか ら の 11 1 1·

で あ る ， 1 1 /"i': 1 7 . Scm 、 4tff8 . 0cm 、 料1'b

1 7  . 3cm。 1al/) s� は 1 1 秘部を俯かに内 均
81\86図 58母竪穴1主居跡出土土器尖測図 そ の 4 ( 1 / 4)

さ せ I .』し をな ,. 1:\lbirn f� 1 4 .  6cm 、 底1¥.5 . 6cm、 �::lo 6. 9cmを d(IJ る 。 恥(1iか ら の 11 1 I· その他20、

底径6 . 5cm 、 監i'り7 . 8cm 後．がま 1 1 1'1: 1 1 . 6cm 、 此f'f.4 . 6cm、 料I'り 7 . 0cmを

測 る 一 休血か ら の 111 L で あ る ．

1 7は泊1J,j,の脚部で11'6J.fに し て はつ く り かれLい +t状祁は短 く 、 社儲i

は ）ぶ さ く IJIJ く 。 脚 と い邪の接介部は指で強 く ・J・ ・r·c い る 0 約(Ji 次）�II
熱を受け黒 く 煤け る . ti淵俯 1 7 . 0cm を 測 る ． 恥(11 か ら の1 1 1 I疇で あ る

22は'./i;形<1) w.� 台 で I I 絃 は 人 き く ,:附禎状 に 開 く 似 小 仔 が 1 平 に あ

り 、 船邪のリIJ き は鈍い. ,J射代はナテ と 探過でfl I: げ 、 外1(11 -�JJI I熱 を 受

け る 1 1 径 1 3 . 4cm 、 恥邪径1 2 . 6cm 、 松砂20 . 8cm。 川I I .  I 1 ,  か ら の1 1 1 I .• 

23は 立脚形の I脳で湘仰は非常に）I/ い 戯粘 も 粗 く 111間が激 し い．

介体に （火）�II然を受けて介変 rる 。 t f/f. 1 0 . 8tm 、 JJ-ti'f 1 2 .  2cm 、 ;{;; i:'li 

1 1 .  0cm を 測 る . J.+.1(11 か ら の 111 I: で あ 6 .

＼ ; 

i筐言
0 4cm 
1 � ,j 

石 牲 （凶版41 祁87図） 第87図 58号竪穴住居跡
fi', IN;· 濱叫L I げ砥(iか あ る ·;�形,',ャc/iJ1 1rrは s ,rn·cあ る 。 出土石甜尖浪1J図 ( I /2) 

視比9. 0cm 、 幅4. 4cm、 /'} さ 2 . 0cm を 測 る 休 血 か ら の 出 I:で あ る 。
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59 か怪穴住居跡 （図版 7 ·( I ) ・ l!J ( I ) 第88図）

cl 

13a30m_ B_  

ci
 

印Orn JL 

3m 

E
 

13.3.0ro E. 

第88図 59号竪穴住屈跡実測図 ( I /80) 
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調介lメ(})北114 で検111 し た 人 ,wの際iく{l /it}跡で、 7 り ），',J 甜I状退構で一 祁 りJ ら れ て い る ， 1確it形態は

竹殊な形状を !i' し 、 �-v.f\t の 西 側 中 火には内側に突 Ill 部 を 設け知稀 な !Hり で あ る . J.lJ. 松 I.t. J,< fl,"7 • 80 

m · 8 . 00 m 、 知県6 . 30m 、 呪伽10.0cm を 測 る 恥friiiは4'1 . 59niであ る 、 文Mは 2 人 で あ る が 、 束煎

際 に l 本 の と杜 を 立 て て い る 文Hllllは2 . 60m を 測 り 、 中 央には収面に 焼批 を 銭す 2 没掘 り の 炉

を備 え I., . 知州に 平行 L て 3 �,rr1.� ぺ ッ ト 状俎構を）附·l し 、 そ れ に沿 っ て 知し 、 /.',J lt'/, を Ut! る 北収 側

に は船 1 . 35m にわた っ て 恥血復： 色 し て お り 、 こ の 部分に も ペ ッ I· 状辿 構の (( (I が り え ら れ る ．

対的 す る 」が'.t際 に はi'f I .  20m 、 保 さ5 0 . 0cm 弱 (/) 屈 内 I 扱 を (t/1J え て い る が1,t (}) ペ ソ ト l: に は 抒

82. 0cm 、 深 さ70 . 0c.'1!1のl凡I'/怜 fJ..Jlti'�火を掘込 ん で し 、 る・ (l割の t紬は 支柱1111紬か ら N 42 . E をAヽr.
1 1 1. L 」り物ば 史 と 鉢 の 他 、 粘 l 塊かあ る。

物
追•.,．

 
• •••

 
-．．．．

 
．

 

土 器 （初89凶）

甕 は I .._ 9 があ る I ぱ 中 WIの 「 T J オ状1 1 絃0) 系開を引 く 史で、 1 1 舷 ドには ffJt1 1滞 を貼11

する 勘(11か風化 し 4ヽリ） 瞭 で あ る が 、 ）'j が命布 さ れ て いた と 名 え ら れ る 復恥 I (1'50. 0cm. 2 .._ 

5 は 「 く 」 .1: 状に外反す る I I 舷 を イrt甕で、 II�キ 部はJI且I'} さ せ ん 舶部判(II の使は 3 、 5 がりl瞭

で あ る . 5 を除 く と 知 祁に f<1 11 1dl松 貼 付 す る 。 JJ(1 I はrべて砂村 の 他にみ、褐色fり を 介む. 2 の

I I 径42 . 0cm 、 3 は35. 0cm 、 4 は39 . Oc.in 、 5 は36 . 0cm を 測 り 、 す ぺ て 埋 1 中 か ら の 111 ト で あ る 。

6 、 7 は小伽の従で 7 の I I 秘は鋭 く 外Ix す る 。 6 の復似 rt /'f 15 . 0cm 、 7 は20. 0c,n を 測 る 。 9 は小

J\'lの甕で 、 外反 f .1.) 1 1 絃 を知 く つ く る . f(( I祁には外側か ら 2 .fL -対 のイしを穿つ。

8 、 1 0--- 1 3は鉢であ る 。 8 �  沿卜 は 1 1 舷 部 を 外1� させイ本 部は）L味を 持 つ。 淵祁は ハ ケ か 「(,\>、 復

�;w 径 1 7 . 6cm 1 1 ば 内 外 に ハ ケ を加十 i如;l 1 1 径 15 . 1 cm 、 bt1予8 . 2cm 、 器仙8 . 4cm セ m11 か

1 0、 1 2、 1 3は 「判 ね 状の小 ）•iJの鉢で 1-1 絃 部 と 比較 l て 比部は小 さ い. 1 0は�tl祁か）L味をH·t.) 不

安定で あ る . ! OOJ ll f予: 1 4 . 0cm、 此/f5. 0cm 、 牝祁'1,7 . 5cm 1 2QJ[即jt n 径 1 5 . 0cm 、 底 /�4 . 8cm 、 器 ，l'li
7 .  1 cm な 測 る • JIii J 中 か ら の I l l I: で あ る。

粘土塊 （祁90図）

判 1 中から 11 1 I. L た 、な味小りJの粘 I 塊か

あ る 粘 I 塊はりし成 さ れて お り 、 部分的に

削 り 瓜か み ら れ る こ と か ら 、 (I.I.•/内で完略

な L製品や TJり ね I.�を 製 ('I す る t· めの粘

l が何 ら かの,�� 瓜で焼成 し た こ と か杉 え ら

れ る ．

L゚rr� 
第90図 59号竪穴住居跡出 土土塊尖 測図 ( 1 /4)

19cm 

- 7 1 -



61 「} I怪穴住）因跡 （図版 7 (2) · 20ー/ 1 ) 第9 1図）

＼
 

I> 

◎ 
� Zti ざ

� :!x 

◎ 
◎ s; JI I. � ,• , • ぢ匹；�,, I'/ .JL 

I I  ., J. ' ' 、 ／ ＇ヽ II L_ f1.lll 

＠ � 

®
1 

�i ◎ 2:1 

Iロ

13.2o.m__a 

゜
C- 13.20m_Q 

13.20ユ
3m 

第 9 1 図 6 1 号、 62号竪穴住居跡実測 図 ( I /80) 
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62 り よ り 占 し 、fl/, りで 、 恥f1i 卜;1- 1t(l·J,1; J: り 占し 、11 り I· 吸がある ,r,, 1<11 形状け J,c}j形,... り＇十 る

視校は此咄か7 . 00 m ·7.  l Om 、 知州が5.30m ·5 . OOm 、 N,1'11 30 . 0cm -40 . 0cm を 測 る 。 恥(UH! ば

35. 06rtl で あ る 。 幻lは 2 木で 、 HIIIJには IT J /[クのh を伽えて い 0 j:J Iの fk1 にはIIグくか あ る か 、 ％淡

（｝），りに件 う も の ではない 62 り(l./,1; r.. 1T渇l rる 収際にイヽ帖杵i i '!形のh{内 1 吸を 制 っ て お り 、 I J縞

内に 1 木叫U, I.! 心 L て い る /,',llt'り は 1H ・ 火屯に 一舟闘1 1:, -t. (l:J; りの l 軸は11:1111 軸 か ら N 35 L.; 

、 , 9 

二

第92図 6 1 号竪穴住居跡出土土器尖；則図 ( 1 /4)

-73-
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石 器 （凶版4 1 初93図）

l は砂料製 の Jrt砥であ る。 約 1/2を欠mする liJf lfiiほ I 部の 欠i暉を除いて ナ ペ て の 血 を （史 J I」

し て い る 。 投内 l 吸 内 か ら の I l l Lである。

2 は砂店系のわ 材 を使JIJ し た 石庖 J Jl で あ る 。 令(ifカ噸い 次加然を受け剖悶I か 昇 し い． 如L

径 4 . 0mm な 測 る .. .Utt L中か ら の I I.I I. で あ る 。

4 は·)�母J I f}製の紡蹄 titで柏 又tcつ く り で あ る 如(1iは招糾か残 り 、 次）�II然を受け黒 く 定色

す る 径ti . 7cm x tJ . 8rm、 }•; さ 5 . 0nm1・ イLはj,1,j )j 何 か ら �つ。 イし l"J7 . 0mm 、 イL外9. Omm"C 1「［ さ 1 9 . 5 g で

あ る ． りll I .  中 か ら の I l l Lであ る 。

土製品 （第93図）

3 の l製円盤か あ る 。 L�J「の jLJ利川 と ぢ え ら れ るが、 断r面では弧を描 い て お ら ず 、 底滞か人

）［リ I淋やの 1Lj.禾IJ川 と ど え ら れ る ， 49. l g を11 1 か

62 け 怪火住｝け跡 （図版 7 ー(2) ・ 20-( 1 ) 加9 1 図）

61 IJ· /U「'1' と rJ1炭す る 恣穴(LJ心跡で61 り(l.l,、り よ り 祈 L し ‘ • ‘杓�i形状が）J Jf: ク を ' , ' す ん 。 規佼は1tl '

北収が5 . 4.5m · 5 . J O m 、 束 • 印府が5 . 30 m · 5  . 50 rn 、 』1，t.祁20. 0cm を測 る 。 恥fli-fl'iは 2 8 . 49nf で あ

る ． 必杵i'くは 2 ,ii: で 、 かJJI: &ひ休而 L での焼艇は必め られ な い。 恥(Ji ドには 1 2 り• 以腐があ る が 、

I 1frlは 貼床 を 施 し て い る . l· 軸）） 位はfl:1111 釉か ら N ZJ ' WをAヽすD その他の施設に つ い て は 小 IJ/J

な瓜が多し 、

I l l  I. 遣物は‘ヽ1':, • 胞 ． 鉢 ， 翡外か あ る 。

物辿，
 
．．

 
•••••

 
．．．

 
I・

土 器 （図版41 切94図）

I く 」 字状に外収す る I I 舷 綿を 1i し 、 I I �手部を JI即J さ せ る •,:kがあ る 。 頸 部には低い -::.fり凸 岱 を

付 せ "" · .�.',J格は内外rf
l
i と も ハ ケ を 多川する 1 1 径 1 3 . 9cm を測か 雌 I · 中 か ら の 1 11 L。

船は 2 ...... 5 が あ o. 2 は完 Jf劣,,,,,で 「 く J 字状に外l又す る 長い 1 1 舷 を 介 し 、 此）JI叶の休 剖1 を な す。

底洲はやや紅II 吐 り 平底を ' ,lt る 。 il/1,J幣 はクl- 1(1 1 を ナ テ で( I. I げ る が叩 き 狼 と ハ ケ II か9奴 る 。 内 1(111.t ハ

ク で(I I げ る 外1(11は 次加熱を受け！、し\r J:.t. II 符 1 7 . 0cm、 lltff7 . 5cm、 闊1'1132 . 0cm を 測 る 。 川I I. 

中か ら の1 1 1 1 であ る . 3 の 1 1 7f20. 0cm。 4 は 1 1 絃の外反Illが鈍 く 、 I d 部ば 張 る 。 似J瓜 I l 径 1 6 . 0

cm。 坤 I • I • か ら 11 1 1-.• 

6 は似j杯の脚部で端部を肥/l) さ せ る 。 糾 祁径 1 9 .0cm を 測 る ．

-75-



第94図 62号竪穴住I俎跡出L上器尖則図 ( I 4) 

゜

2品

7 は 1 1 粒か 内 の し 、 休部は）砂kを 1」す 役此 1 1 径 1 2 . item 、 /Jt抒7 . 9t'ffi 、 i ふ\'.; 1 0 .  3cm a- 測 る 』ll I· 

中 か ら 1 1 1 1 し た．

63 �J濁各火イじ）1り跡IH l: 迫物

土 器 （図版1\ 1 祁95 · 96図 ）

l は 的）底部で、 岱況は油 く つ く ら れ る 、 f•Y•か に I:げ底をた し 、 外rfl1 ,ヽ ケ 、 内1(11 ハ ケ (}) ら ）・ デ

fl; ・ 1- け であ .I,;, lltff 10 .  0cm 

梵は 2 ...... 9 があ る 。 ）診状では逆 し」 · r:状か ら 「 く 」 字状に移行す る 過渡((�様朴I '?'11ヽ L 、 りJヽ 'I
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゜ 20cm 

Ii 7 

“ 

第96図 63号竪穴住居跡出土土器尖測図その 2 ( 1 /4) 

I I.� /\:1 I I WI 人 か ら 後 期初叫の形態的変化が認め られ 4 (trであ か 知綿に I』 'diiを貼付r る のは 5 リ）

み で あ か 底部はやや細1 り 、 r, r· な が ら 1底をなす 総 じ て 調 幣 は ハ ケ と r テ で {I I けて い

る. '1 、 6 、 9 は』II然を受け赤役叶も 2 の 1 1 1¥22. 2crn、 3 は35 . 8cm 、 4 は 36 . 0cm 、 5 は 39 . 0

1 1 1:t甑 に 使 JI] さ れ た も 0) で体 部 は ）L 味 を 小i

つ 此 部に は焼Iぬ）1f I :::..fL を,っ． 外 lfiiには煤が

付 芥 す る 。 11tr予8. 4cm を 測 る

石 器 （図版ill U!97図）

仙釦糾'}製(J)やや人刑のイI/w J 片がある ,,, り

)j 向 を 欠 久 し 、 .flの 部分が伐る。 "/'f邪は幣必な

I 
O 5cm 
� ... 一"I I .,J 

第97図 63号竪穴住居跡出土石器実、AIJ図 ( I /2) 
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lfii取 り を施 し 、 鋭いメj 部 を 研 ぎ 出す。 孔は1,t,j )J 1;,Jか ら穿つが 、 穿·fし部の位 Ir.'.が く い ちが う 。 幅 は

5 . 5cm を 測 る 。

O
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弟98 · 107図）
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64号堅穴住居跡 （図版 7 ー ( J ) · 1 9ー(3) ・ w

ll:65 
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31
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64母、 65,ij,竪穴住屈跡実 測図 ( I /80) 
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測 る J人1(1 1かP心1 1 1. 1:-C: あ る 8 は休部に比較 L て 小 さ い i: 1 秘を イiす術 であ る . :11,·,1� は招過 ti.) (/)

ち ナ デC し ｀ る J l li1! 部にば糾Iし 、沈粒か淵1分的に紺 っ て お り 、 1!'t{j} を貼付す る 1 1 ·女と し て し • 1.> 11 1dlf 

か及lj鉗 し た感は受け な し ・。 11 f(- J � . 8cmを 測 る . 9 は 「 < J 字状 に 知 く 外収 さ サ t.:. 1. 1 舷 を 打す術

で、 ll l •l ド 'I':を 欠m U:, ii t 剖炉 は fM 'i状 、 JJJ,oj部にIt. :ff1 1� り1i筏を付す. ,J邪は凡い ハ ケ と・）・ 'J

でI�・ I· げ る 1 1  ff 15. 5cm をrl[IJ る ， .Iii! I 中か ら の I l l I· であ I..J .

災は 111 1 数か も く 、 J Q -.. 34カ·,あん こ の 内 、 211-...34はやや小↓加の別である。 10--23の I I �  如部1/)

牛＼徴を み る と r ぐ（ が l く 」 字状に外J丈わらか 、 この中 でllluJ 部か球形 に近 く 中 火に 凸•沿セ付 す も

の 、 ,., 舷か収 り '.4.味に外）� l 、 9船祁内 1(1iに＆がつかすf l部が似 る も の 、 11'1松的に外｝又 し9釦邪1:::. 1・リJ

瞭な悛をtc L やや撫で)i "/ 11) も の 、 UI、1部が此胴の も の な どがある 関柏ば総 じて 外iuiがハ ク 、 内i(IJ

がナ テで{ I I げ る 胎 I.は総 し て 凡 く 、 1少粒 、 イi失 、 fりI刈 { I 、 赤褐色tりを介む すぺてこ次）�II熱

を受け 、 恥lりの耶 I 中 と 恥fりからCl) / 1 \ I で あ る . 22 、 23の郷t/1 J /邪に凸骨を貼fl L て いた も の か

刻糀 し た レ ぢ え ら れ る J Oの 1 1 tf22. 7c.111 、 此径7 . 9cm 、 閉ふ1°1,30. 9cm 1 1の 1 1 /'f-24. 2c:m 、 底仔8.5

cm 、 沿晶30. 7cm 12の I I ft�31 . 0cm 、 b\.jfB. 4cm、 船仙37.7cm 13はJit/H.3cm 1 4ft l l /f21.4cm、

k\J(-7 . 9cm、 閤; ,閲27.7cm 1 51t 1 J if26.5cm、 JJ..t/f.7.Ocm 、 ll:� 1\り35.0cm。 16�.t l l t'f-28. 0<.'111 171;1:28.2 

cm. 18の I 1 /'f:23. 0cm. 190) 1 1  i'i:29 . 4cm。 200J II /f27. 8cm 2 J cTJ I 1 /f 30. Oc:m 、 22は 1 1 抒34.0cm 23 

は I 1 /'f.29.6C'1l1なn[lj る z4 ...... 34の 小阪の従 も 即部邸(1jの故が針lリJの も II)と士 う でtい 甕があか 27

は低し 脚台か付 < . 31ば外にtc る 11)能ヤ1 か あ る 、 ,J,'陥と胎 I tt 1りは(I) 促とl11 J 様 で あ る か 、 内曲に

ハ ケ を伐す塾 も あ る 24の復bit 1 1 径15. Oc:-m 25H復bit r I if 22. 0cm 26は似似 1 1 仔12.4cm 27のw:
部径10.6cm 28はr 1 /¥.16. 5c:m bti"'f-7. 1cm 、 盛閻22. 9cm 29は I 濯 J 8.4t'll1、 底仔6. 8cm 、 ?i� 1l

0
/i l9.2

cm。 30は I I f'f 19. 7cm 、 底径8. 0cm 、 i趾
‘
り18.9cm 32は 1 , ff 22. 0cm. 33は 1 1 1f20.0cm 、 kt径7.4cm 、

監1'b19. 4cm 34は 1 1 /そ16.2cmを測 る。 rへて ．
．次})I I熱を受け る

35は柑形 I 岱｝てあか 1 1 l� ト には合賄＂滞 をU,り付 r る 外1(11 H J' l 冷 り U';-fJJf C内1(11 はJ・ デで1I:. I�. 

げ る 伎fJit 1 1 ff 30. 2cm 

35-...501.u� と し にか 、 36、 39 、 ,10、 41、 42け小��,;/IJ1')範いと 月 え た ）j か 良 し 、か も 知れ なし 、
。 1 1

舷部か 「 < J 'i状に な る も の と 十 う で な い も の (43-50) とかあ る 。 36はJlliol部I' ffJ 1 1 11 11} を 付せ

る 。 36 、 37、 4011) 外 1(11fi擦過狼 か 残 る 38け 甑 と l て 使 川 さ れ て い る . 49 、 50は 1 1 舷 部 を 逆

f し 」 字状に外収 さ せ る ． 殆 とか 次加熱を受けt炎 ＜ 亦変す る 。 恥(1j 1(i I .J:IJI I 中か休爪lか らの1 11

I · である. 361/) I I  if 13. 8cm 、 bt1f7.3cm 、 松心t '1 . 8cm 37は 1 1 /'f- 1 8. 0cm、 JJ.t/¥-< 6. 1cm 、 i趾·
1i 12. 2 

cm 38tJ) 1 I / f 15. 6cm、 底/f-6. 2c:m 、 松閥12.2cm 39の I 1 /f l 7  8cm 、 llt{'f-7.6c:m、 料•,'IJ J5 .4cm 40は

1 1 ff 14. 3cm 、 llt/f:5. 7cm 、 料,:り13. 8cm 41は I ' 11-10.4cm 、 此抒5.6cm 、 料1·:, t0 . 7cm. 42は 1 1 (t l0.3 

cm 、 底ff5. 3cm 、 i;f,\'�9.4t·m 431/) I I ff 12. 8cm 、 Jr\;;/-'f-5.4c:m 、 i;{,川8. 5cm 。 44り） 1 1 'r'(-15 . 3c:m 、 此抒

6.8cm、 沿閥9. 2cm。 45の 1 1 径1:Utm 、 JJ.t'(Y-6. 05c;m、 松；，1·:,8.4cm 46は 1 1 径14.2cm 、 JJ.tff5.0cm 、 器

1\沿8. lc.111 171.t 1. l /'t l6.8cm 、 JJ.t1f7. 3cm 、 w; ,1�S10.8cm. 48rl) 1 1 1t l3. 2cm、 hcUtS. Ocm 、 i:},1'68. Scm
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岬 I·中か ら 1 1 1 I し た ’ぶ/;j Jl 『 ｝製の幼鈍 Iドが あ る 。 つ く り は J附

でK裏に煤 か 付 芥 す る 。 J.'d絃の 曲 と り は J'''(で .t < /�l ., ·c し 、 る 。

径は5 . 2cm x 5 .  3cm 、 Jり さ 8 . 0mm を測る サイし外1-f I .  I cm 、 内/'f-7 . 0mm

でffr さ 3� . 5 g を 11 1 る 。

66 が怪穴イl:J朴跡11 1 」こ追物

土 甜 （ 凶版15 第 1 10 · 1 1 1 凶）

l 、 3 ft 、•Ii�て 1 は 大 き く 弧4人に外）又す る 1 1 舷 を 1i l 、 伽淵Iけ I�

也状 を :.� t る 。 調幣は ハ ケ と ブ テで{I I· げ か I l f� l 7 . 3cm 耶 I

中か ら の Ill 卜 で あ る 。 3 は知 い 1. 1 舷 を < r状に外収 さ せ 、 h I 

0 4cm 
卜 I I I j 

第 1 09図 65号竪穴住I.!踪
出土石器実刺図 ( I /2) 

部か ら 胴 部にかけて は 大 き く 版 る 説作は外曲かハケ 、 和(11は ナ うC:(l· l け る ． 和(Ifに 次hll然

を受け� る /�J以 u if 1 6 .  2cm 、 此径8 . 9cm、 岱；閥23. 7<:m をj)IIJ る 。 i1ll I: 中 か ら の 1 11 1·..

2 は知し • I I 舷 を 「 く 」 · ;-:状に外1又 さ せ休部を）し く つ く る 蛇 で あ る 調幣はクト 1(11か 凡 い ハ ケ 、 内

1(11 は ） j· I.) 。 1 1 ff 1 7 .  8cm、 /J't:径7 . Bc:m 、 ��,:'Ii 1 8 .  7 cmを 測 る 判 I 中 か ら の I H I� で あ る 。 4 は脚 台 付

甕のJllnJ 部 ） ドで和(11に 次hll熱を受け て い る 。 坤 l 中 か ら の 1 1 1 I • 

鉢は 5 - 7 かあ る 。 5 は'..,i;Jfji'n',で、 1 1 舷部 は 内 ，，j し 1 1 �憤IはJJtlリ さ せ る 。 内 外J(IJ Iこ火 た 卜 さ 批

か認め ら れ る ． 淵幣はクトrfll か ハ ケ 、 1相(111:t ·) "T る ， 次加熱を受け祁分的に勘(I]か必iJ雌す る 1 1  

径25. 2cm、 底1¥7 . 8cm、 料,·:, 1 8 . 4c哺 ヤ 測 る ． 恥(1 1か ら の 11 1 I である 6 はつ く り の*11 い鉢で復似 1 1

印7. 0cm JtJl, l. 中 か ら の Il l I 7 ば外のut部で休祁は）L味 をf,\ つ。 (,y, かな I·. け Jlし を な し 底 rt

7 . 5nn 即 l 中 か ら の / I L i 9 ば小JWt1)Uで/Jj.,J部は ト JU�h と な る 。 底部は小 さ く やや4く‘女‘心で 、 ht

i令1 . 9cm を !IIIJ る 押 I· 中 か ら の 1 11 I 

8 はつ く り の 打1い監台て 、 岱；約(1 1に 凡いIIIJ さ糾かク'...\t6 般小'<fがnH中 央 祁 に あ 今 介(111' :次

bll然を受け る 。 J. I f 和 5 . 6cm 、 剃 部抒 1 6 . 6cm 、 ll:� r\'u20. 0cm を 測 る 。 即 1中 か ら の 1 1 1 1 ·.で あ る 。

石 器 （図9恥'16 沈 J 12図）

公IUJ i r}竹 （ 令'};,ft! 多 く 介む） の りMU、 (/)れ 庖 ] ' が あ か 11l1J端には桟い快 り を 人れ て お り 、 1 1 1 1·

例か少た い・ ダイし）」 払かやや雑 てあ る 凡淵りま鋭 く liJf ざ 1 1\,r 視艮9. 5cm 、 船5. 4cm 、 Jリ さ 7 . 0mm 1.

測 る 。 加然を受け 部分frw 亦笈す る • !-k 1(11か ら の I l l I. t: あん

-92 
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l一r
1 1  

◎ 

Ll-'l. 一1,•• 1� 
l�em ゜一』cm

第 1 1 2図 66号竪穴住届跡出土石雅尖；則図 ( I /2) 
II 

第 1 1 1 図 66号竪穴住居跡出土土器実測図そ の 2 ( 1 /4)

67 け惑穴住屈跡出上辿物

土 器 （ 第 1 13図）

1 、 2 の椛かあ る か、

形状 、 岱糾mのJり さ 、 色淵

な とか ら みてl11J一帆体 と

B え ら れ る , n 粒 祁はや

や此 < I く 」 ii:状に外反

さ せ る 。 即 部和(1 1 の＆線

は I.IJJ 瞭 で ）" 部 は や や 張

る 。 肌J 卜 'rか ら 此 部にか

けて は紅II ま り 、 径の小 さ

な底邪をなす。 1淵枇は外

面 が ハ ケ 、 内 tfti は ナ デ

る 。 今 体 に 煤 か 付 沿 す

る． 役似 1 1 径�O. Ocm、 此

径7. 7cmを測 る 。

石 骰 （図版'16 第 1 14図）

l は 怜 I勺 I 痰か ら IU I·  

し たIf� ,( I で全体か、I'柑 と

帆 1 1 3図 67号竪穴住屈踪出土土器尖 測図 ( I 4) 
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、11, �亥{):J, り にこ f'r ぅ ヵ• 1i力、-1,1リl

ILi l·Ji'.t物は無い

約 120図）( 2) · II ー (2) ・ 1 6 (3) 73 妙恣穴住居跡 （図版 3

72 け 、 74 り勝穴/Uり を 切 っ た 作 ）,,:- · で、 'V·1(11Jfク、lk.はJ� ); }診 を , , , す "-' · 屈代は ,ti . 北u,�が6 .20 m ·

O

E
O
t
cl
 

／
 

B_
 

() 

�:� 

◎
 

fl: 7:l 

13.10m F 

(1!74 

3m 

13.10m fl. A
 

72号 - 74号竪穴住屈跡実測図 ( I /80) 

- J U I -

第 1 20図



6 . 1 5 m 、 東 . vり堺か4 . 55 m · ,t .  80 1n 、 1和＼・030 . 0cm 前 後 を 測 る ． 休1fti梢は26. 69n1 で あ る 。 が代の中

央は内側に突I l l し て お り 、 I ll 人 l 」 の 11J能性かあ る 。 文杜は 2 本で あ る か、 内側の 支札グくは/1:/、りの

廃菜後中甘の 1 :妍l,J;liに 切 ら れ て い る 。 柱1111は3 .00m を 測 り 、 床曲中央にはH·;円形の炉を設けて い

た 炉 の 中 か らは凶ぶ し た 甕 ． 鉢 · tt-な ど が111 I. し て い る が 、 1「I,りの形態やそ の (、h化する追構内

容は似[.時代に 流行 し た 形を採川 し て い る こ と か ら 11 1 J: し た l iや と の 時 期 的 な 帖 介件は 1認 め 難

い 1+� �1.t際 I 卜 火に は桁 Iリ 形の怜内 l 激 な仰I り 、 向端に ピ ッ ト を M r る . ll,fJ沿し ， iこt埠II し 北間が紺

る．

111 I 追物は 占J:l'tll、i 代の l 'I.砂の他 、 h池 J の木製r111'1があ る 。

物辿●

疇

.. 
-
9
-
•
 

且1-―― 

土 器 （ 第 1 2 1 図）

図ふ し た ��作の I �h\は 、 立村：火IIIJの中 央 ピ ッ ト ('.Jl dil ) か ら I l l I· L た も の で 、 前述 し た よ う に

叫サ内 部の形態な と か ら ‘纏(l'.).t}に は伴わな い 哨酬 が あ る か 、 炉跡内か ら の I l l L C あ る こ と か

ら73 り ( 1:Iけの11 1 1 逍物 と し て ，悦りJする

I ....... 3 は従 で 、 I ti) 1 1 舷は収 り 気味に外反 さ せ る 。 J, u邪はやや撫）』 で 低 い ハ ク と 箆 削 り で什 I・

け る 。 2 も ji,J ク イ プの舵 で あ る がやや小版であ る 。 3 は 「 く 」 'i�状に 1 -l 舷 を 外反 させ、 つ く り が

粗い． すぺて こ次

)�II 熱 を 受 け て い

る 嶋 1 の 日 格 1 7 . 8

cm. 2 の [ I 舶 3 . 0

cm、, 3 は r 1 r¥. J il . �

cm を 測 る

4 は鉢 で 1 1 舷 祁

は 俯 か に 外 反 す

る . It J t1j\/; 澤 り AtJ

'V· な）JI,� 部 を イiす。

, J,Iぼは 外 l面か箆削

り 、 !t i 部か ら V'l 1fli

ほ ナ デ る • I I 抒

13 . 9cm、 }怜 ，:'/j 7 . 5 

cm を 測 る

3
 

` "
 

-
1-言

� 

� 

0 10cm 
日I I, L、l,,__J

第 1 2 1 図 73母竪穴住居跡混入土器変則図 ( 1 /4)
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5 、 6 は朴でいずれ も 破）｝ で あ る 。 II 舷は内内 L 体 部はhげ と な る。 5 の 11 /を 1 5 . 6cm. 6 は 1 1

径 1 5 . 4<..'111 を 測 る 。 胎 卜は粘製 さ れ て い る 。

石 器 （第122図）

絲泥） : nrrのイ , )0 「 の 木襲11111が あ る ， メJ 淵\O) !rJfき

I l l  l は鈍い K血には穿イL瓜 が 残 る か 、 .fLを＇クつに

千 っ て い な い． 穿fL時に倣似 し た と ぢえ ら れ か ）:· 

1(1jはf/(IJ離が 冴 し l ヽ。 出 . I L た I 器にはJ�件 し な し 、0

74 号 将穴住居跡

（図版 3 ー(2) ・ 16-( 1 ) 第120図）

73 け に VJ ら れ た l祝穴o·i, 1:·で あ る か 、 股道及びM作

に .t る 間I'·で火体は小明で あ る

Ill l 逍物は無い、

75 � 賂穴住）付跡 （図版20-(3) 第 123図）

゜ 5crn 

第 1 22図 73号竪穴住届跡
出 土石器冥測図 ( I /2) 

76 り竪穴住店跡に 切 ら れ た住},りであ る . �v ,fa /1到状は術なL� ); 形 を 爪 す る 。 );l!�は明 ら か で な い

か 2 辺!/)↓l,t. か計測 で き 5 . 30m 、 4 . 80 m 、 A附\'� 1 5 . 0cm を t)ll) る 。 断面に図ぷ し た深 さ80 . 0cmのft火は

立村 の I ,t.. であろ う 。 東附沿いに )',・ トの朱の批跡かみ ら れ た．

1 1 1  l ;l'.t物は小J11J ,,:ヤ と Nり！ね l 器 が あ る

1 1  I I. 辿

物

土 器 （図 版46 第 12/J図）

l は 小川J，の'J:;•で あ る 。 知し 、 「 l絃部.t他かに 内 灼 す る 頚 綿は短 く 、 ）lltt]部はややhか,,.球状 を 情す

か .�.·J� は ハ ク の ヒ を ナ デて い る が、 消lい.J/,J柏で あ な 1 1 径5 . 7cm 、 底径5. 1cm 、 悩•,',•j I I . Don を 測 る 。

2 は T押ね ,�盛 で 1 1 径5 . 5cmを ij[IJ か

76号 翌穴住屈跡 （図版 8 -( I )  20 (3) 第 123図）

H下の I.Ii直があ り 、 75サ/t],り よ り 新 し く 77 サイuり よ り r1 1 い。 平 lfii形状は比方形 を 只 し 、 規校は

ー 1 03
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ぬ。
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第 1 23図



11 1 測 11f能 な此収6 . 85 m 、 知猥� . OOm 、 H,'1;i1'1j 20 . 0cm を 測 か 復）瓜恥r,r n1は29. 2 1 ,Tf であ る 。 休曲 l に

は 立札は 見当 らず、 図I)� し た杵グくは 文杜にな り 1り な い。 休面中央には径50.0cmの焼艇の 残 る が を

備 え て い る 。 IY限には4滸円形の 2 没掘 り の屈内 I .城を付没 し 、 II図沿し 、 を 俎 る ）月 洲 と 伯粘 す る ．

111,Jt{Ill,flには貼休のペ ッ ト を 付せる 。

111 I. 遺物は少た ＜ 鉢 ・ 日Mれ I 盛 が あ る

l l  I I:. 辿 物

土 器 （図版47 第 1 24図）

3 の鉢 が あ る 。 I I 舷部は 「 く 」 字状に外反 さ せ 、 ）JH祁は阪 り 庇＆状 を い す る 。 底部は小さ く 不

安定忍かあ る。 湖撒 は ナ デか l�体で一 部ハ ケ か残 る .. 1 1 径 1 4 . 2cm 、 底径5. 5cm 、 盛 祁 1 2 . 2cm を 測

る 。

4 、 5 �  よ r.�りね I· ��で 、 形隙を 汎に"f る 。 5 はれい fづ く り であ る

77 け 怪穴住居跡 （図版 8 ( I )  20-(3) 第 1 23図）

76 り. 11: l;J っ た状隙で検Il l し たl怪穴{ljl}跡で あ る 。 f· lfii プ ラ ン は此）j形を り＇すな 規役は比限で

5. 20 m · 5 . 50 m 、 短収3 . 90m · 4 . 1 0 m 、 』\�伯120. Ocm---30. 0cm を 測 る 。 床而秘は20 . 52 n{ で あ る 。 支

柱火は 2 本検IH し た。 杜IIIJ1t2. 30m で、 中 火には抒55 . 0cmの炉を掘込 ん で い る 。 ）t· カ の 比収の中

央にはlVi形の投内 I 激があ る し 卜Ulll 釉ば N 55 E を ）］ぐr
出 I-.u'.t物は図ぷ11 ]能な .f:判ね

I 瑞社があ る 。

物"
↓
 

＼
 

．
 

●ーー·',I
 
．．

 
．．．

 

土 器 （ 第 1 211図）

6 は 丁柑ね l · ?i位で あ る 。 底部

は小 さ な 'i'·/ltを な す 1vM� は指

叫 -J チ で f I I げ る . {及 !Jjt 1 1  ff 

8 . 4cm 、 此径2 . 6cm 、 器砂4. 05cm

を 測 る ．

ぐ-------

言

同
｀
 l..1-1,-i.=i...,I 

l?cm 

第 1 24図 75母 - 77丑竪穴住屈跡出±土器実測 図 ( I /4) 

- 1 05-



78 � 堅穴住）苫跡 （図版 8 -( 1 ) 約125凶）

E - 3 区で検11 1 し た 小

J'i/_のl翌穴(lJ片跡であ る
,l'曲フ う ン は長）j 形 を 1 ,t

す る ， 規侠f:l:J�げで5 . 00

· � . 55 m 、 �vll.tで3 . 30m

· 3 . t\O m 、 ,1,'r ,1'.り20. 0cm計1

後 を 測 る 。 U>.1fi 1秘は 1 6 . t\7

rrl で あ る 。 丈 杜 は 2 本

で 、 杜 [II] ほ l . 50 m で あ

る 。 fll/JJ中 火·には小幣形

の焼りむ片 L いから＇ 設けて

い る w. 内 1 城 は11'-1 火,1,t

際に拙込ん で い る が、 や

や 1tj側に ） I 'tit っ て い る ．

両端には 2 本の ビ ッ ト を

riJ し て い る 。 柱1/11釉の）j位は

5 1  E を示す

Iii 」．逍物は,;f:,· . 鉢 が あ る 。

物辿-•
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_—-•

 

,
 
．．
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土 器 （凶版47 第 1 27図）

1 は袋状 I I 粒,/:� の即部）tー であ

る 。 I I 舷 下 と 知 剖1 ドには密な刻

み I I I.!' 虻 す 低 し 、 l」 ヤ沿 を 貼 付 r
る。 淵幣は外 1(11 }'J冷 り IMilf 、 内

1(1 11:t. ナナで(I I· け る 。 胎 I I; 切'i

製 さ れ 、 次）�II然を受け 淡 い 茶

褐 色 な りI,す る

2 は鉢の復似火 測 で 1 /2が残

イfす る 。 I」 舷 部 を 内 均 さ せJll雌11

言.
0
.IIL 

―ご「�;1,1 

◎ 〇 ◎ り
t)8 

/ 
( 

'( 

13,10m 

に
祝 1 25図 78号竪穴住居跡実測図 ( I /80) 

汀
I 1 1 , r I 

1pcm 

第 1 26図 79号竪穴住居跡実 測図 ( 1 /80)
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は ）L味を ,{jす。 凋41'-<はクトI仙Iが ハ ケ ()) ら ナ デ 、 内 1(1j は ハ ケ でイ I I け る 役JJ;t J.I 径 1 4 . 9cm 、 底径6 . 0

cm 、 腐l'b 1 5 . 0tm を 測 る 。

79 号 怪穴住居跡 （図版 8 -( 1 ) · 20 -( 4 ) 第 1 26図）

l•' - 2 · 3 区で検I l l L た 人 11,りの I[�火(「)1りで H「が ,rl� r る 801){1:Jiり よ り 占 く 、 8 1 り(J」1り よ り

新 し い。 IY」 OIIJの 部は新 し L 、悦乱を受 け る 。 'V血形態はlV」 形を ',\ L 、 JJJ.t�はK咄8 . 00 rn · 8  . 60 

m 、 知咄5 . 90 m · 5 . 80 rn (いすれ も 1Ubi-l) 、 11,'I! ,均25. Ocn, lll/悛 を 測 /,;) . 似bit 1,t,. 1fii 梢 は 4 6 . 39 rrl で あ

る ． 文村 は）,� ,t,: 的に 2 本 で柱11:J釉の延此線Lに さ らに 2 ,t-:O) /,\lj次的 な必柱が忍め られ る 。 必tiIUJ 

に は 4湘幣l ' J形のかを掘込 ん で い る . IY戊側のl和際に は ,1;;整形の怜内 L�賛を設けて い る 。 北側の広

範間の落込みは貼 休 部分を�JI ドけた糸'; 果に よ る 。 .tl:IUl柚の）J位は N 40 E をぷ す

1 1 1  1-. 追物はt附合 ・ ra判ね I ?.:�の他 、 砥わ 、 . I: 製 llJ盤、 投弾か あ る

� 
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一 一一．
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 13.20.m 

第 1 27図 78号、 79号竪穴住屈跡出土土器尖測図 ( 1 /4)
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土 器 (Ul I 27凶）

3 の 器台か あ る 。 /ti:小径か I 'j'!部にあ り 、 n 舷 ；,� は緩 く 外反 さ せ る 。 L I りか 部は肥J'f.する 淵粕

はハ ケ と ナ デで仕 l げ る 。 復/Jjl t I 径 1 3 . 4cm 、 船邪径15 . 9cm 、 ,ti箪2 1 . 2cmを 測 る 。

4 ほ f.NJ:i I船であ る 。 かな り ;r; t.r: I :-t: 只 で、 *1L し ヽ ヽ ヽク と r テで什 l げ る • 1. 1 径1 . 3cm 、 at1�2. 6 

cm 、 岱甜66 . 9cm を 測 る 。 (l /, りの 文柱穴 内 か ら I i i I. し た．

80サ翌穴住屈跡 （図版 8 -( I ) · 20- (4) 第 1 28図）

'> 

ー
_c_ ,_ 

8om
a

 

凡I _ym 

ci
 

��Om o 

第 1 28図 80母 、 8 1 号竪穴住居跡実測図 ( I /80) 
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3 、 4 は I I 舷 I 1<1iの内如が 2 に比較 し て 強 く な る ， 2 は逆 「 し 」 'i'状 に山 く 形態状は中期 人的様

相 を 店「 ら すへて 紋人·格か 1 1絃部にあ り 、 IIM I· 平に蚊人径が移 る 釦lりの 使で あ る 。 1 の 1 1 絃外

側 には刺突状痕を配する 。 総 し て器府は薄し 、。 1 の似肱 I J 径33. 0cm。 2 は30. 0cm 3 は23 . 2cm。

4 は27 . Lem 5 は底抒7. 95cm を 測 る 。

6 ば鉢 の ＇必I伶11111で ． 休 部か ら 1 1 舷 部1.� かけて は j([松的であ る 此部は紅II ま り II/ く つ く る ， 外 爪l

にl.t煤かみ られ る 1 1 ff t 3 . St,n, 11U判 . 8cm、 松心8 . 4cm を 測 る

7 Iよ岱台 (2/3残{{する ー Al小径を L 'I'ーに介 し, 1 1 /;t 部 ケ肥）リ さ せ /,J 1�·� 棺 は ハ ケ と ·)・ テf •で11: f. 

け る 外1(11 次』II然を受け淡 く め浚r か t 1 /¥. 1 4 .  6cm 、 船 祁 ff 1 6 .  Oc.111 、 闊l'li L9 .  4cm を棋IJ る

石 器 （図版47 第 1 3 1 · 132図）

1 は石庖 J の‘え形品である 岬秘既l火f} 製 で あ る か、 小純物か多 く 材 'l'1 は 不 良 で あ る 。 flは段

ul /
 

/ 汀----『
1==-==丁-� r

rr=--=1 .. 

（けr-r:-1 2pcm ？
 

叫 30図 B l 号竪穴住屈跡出オ土怜実測図( 1 /4)
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？ ，寸ー，←1年
cm

第 1 3 1 図 8 1 号竪穴住居跡出土石骰
測図 そ の I ( I  /3) 

第 1 32図 8 1 号竪穴住居跡出土石器火測図その 2 ( I  12) 

述 し 、 1::� ち 、 内.fL?'f-4 . 0mmセ m11 る 。 メ1 部は使JlJ 狛/!I.か 闘 < /�l託 し 丸 く な る 。 K さ 1 3 . 5cm 、 '1,1 4 . I 

rm 、 /'/ さ 5. 5mm である

2 、 3 は人•小のlilt イ i で あ る 。 2 は‘」J IUJI 府製のf�t.{ I で風化 し 約(11 が ざ ら つ く ． 視 長7. 5cm 、 幅

4.0cm を 測 る . 3 も 公 I辻片府製の砥石で中砥で あ ら う 。 視 {lでの研面は 2 rfり で 災 l面は 「l 然 1(41 を 残

ず 視此 1 5.7cm を 測 る ．

82 か怪穴住居跡 （図版2 J ( 1 ) 祁 1 33図）

E · F - 1 1メ で検Il l し た 小)\lJ I�穴{I,),り跡で火災に;心遇 L て い る . f· 曲 フ ラ ン は l< ); 形 を 'i�す

る ． 規校しよlti . 北りrnt4.00m · 4.30m 、 東 · v4 』1,tiは3.70m · 3.60m 、 n,� ,1'� 35. Ocin-40. 0cm 1r 測

る 。 西府側に は 奥行1.50m 、 船2.00m 、 休血か ら の沿j さ 1 0.0cmの迎 1 1 1 し を viiiえ て お り 、 イHり の 1 1 1

人 1 1 と サ え ら れ る ． 床 rfli梢は 1 7 .351廿 で あ る 。 文村は 2 本で 、 tl IIりには径70.0cm の 炉 を 掘 っ て い
か H IIIJ は2.55m を 測 る 。 必出 し 祁に け ビ ッ ト がI枚 見で き る が、 規則的なr'1�lti' は み ら れ な し 、。 1H

旧際にはffI .OOm 、 探 さ 30. 0cm の性内 I J廣 セ堀込 ん で い か 東限沿いには糾 1 . 35m 、 1-I: さ 2.00m

の 樹必 ペ ッ ト を {J.没 「 る 。 村IIIJ軸の）」 位 は N 88 E を ぶ し/;lけ束Vり に l 軸 を と る ．

I ll I: 遣物は、並 • 蛇 . ,1· 砂ト ・ 岱げ,ll)他 、 砥わ 、 投弾があか
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第 1 34図 82号竪穴住居跡出土土器次 測図その I ( I  /4) 
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第 1 37図 83号、 1 5 1 号竪穴住/.!l 跡尖 測図 ( 1 /80)
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冒

和

土 器 （図版48 第 1 38図）

1 は従の破）卜で 、 「 く 」 'r'.状に外収す る II 舷部 を 1」 し � , )h: 部ぱ肥1•1 ·す る ） i i 部の吸 り は虹l く 、 閑｝

叩埠り く つ く か ,;!.',li\'>tは ハ ケ と 1 デで{I. I げ る ， 復/)jt r I 径40 . 0cm を M る

2 .  3 は鉢 で 1 1 舷 か ら /Ji11J 祁にかけ て は ）L味を↓、i つ。 II り'{ I徹ば/l即i す る 凋賂は内外l(U と も ハ ケ

を臓に 1 1 f判 8. 8cm 、 底径9 . 2cm 、 沿閻9. Lcm を m,1 る 。 3 は小伽の鉢で!JI叶祁か ら 「l 舷祁の）L味は少

な い. ,J,� 賂は外而が凡い ハ ケ 、 内 1(11はナナで{ I l け 、 内外1(1jに ）')- を徐-<Ii す る • 1 1 径 1 5 . 2cm 、 此径

4 . 5cnt 、 岱閥7、 1 cm を 測 る 。 2 、 3 と も 展内 l 披 内 か ら の I l l I. て あ る . 4 は脚台付の鉢で一 ↓↓ T-I',1 

h風のつ く り であ る 。 I. I径 1 0 . 6cm なりllJ る。

ー 1 1 5-
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第 1 38図 83号竪穴住居跡 出 土土器実測図 ( 1 /4)

土製品 （初 139図）

投弾が あ る 。 約 l/2を 欠失す る 。 胎 1 はti',製 さ れ 、 如必 も 1�い 艮

さ 5 . 7cm を 測 る ．

84号 l径穴イヤ．店跡 （図）阪 8 -(2) ・ 2 1 - (3) 祁 1 40凶）
0 3cm 

I I I J 

淵 介 区 の H - J · 2 区で検Il l し た,,怪穴 {l'I,り で あ る。 20 り I 激 .t り 第 1 39図 83母竪穴住居跡
出 土土製品実測図

( I  /2) 新 L し ‘• ‘杓(1i プ ジ ン は ）」 形 を ＼ ’• し 、 規f�は北束間 ・ 1vi,1り収が5. 70m 

· 5 . 80m 、 北が府 ・ 怜J 束樅か6 . 40m · 5 .90m 、 "U:i l O . Ocm 前 後 で 迅i

,f(状況は良 く な し 、．． 応（昧＇［ぱ34 . 48 rrf で あ る． 必杜は規則的な " 木村：で 、 各柱IIり は P, - P,か3 . 05

m 、 P1 -P,が2 . 90m 、 P2ー 1りか2 . 70 m 、 P,― いが2. 90m を 測 る 。

I l l  I: I: 器 を観寮す る 限 り カ マ ドの仕没か 杓 え ら れ る が 、 カ マ ド は付 設 し て い な い。 筑後地）jで

の ）J マ ト鼻 I l l視JUI直前の /l:J,'r と ガえ ら れ る ，， 北束間際の 4湘幣形 I 漂ば怜内 l披の 11J能件がある．

t i !  I 逍物は� · 1fE杯 . ),fが あ る ．

I l l ・ 」： 辿 物

士 器 （図版48 勿 1 4 1 図）

1 1 6 -
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第 1 40図 84母竪穴住居跡尖測図 ( I /80) 

1 は他でIJlnJ I 、平 を 欠肌す る。 1 1 秘邪は鋭 く 外反 し 、 I「 i 祁の伽 り は曲 い．， 胴 部には 横 ハ ケ が忍め

ら れ 、 内 伯iは箆で 削 り }怜 11内を 油 く する。 1 1 径 1 6 . 0cm を 測 る ．

, \'/J外は 2 .... 3 があ り 、 lirJ形状をなナ も ので あ る 。 氏部か ら }lloj 滞 の ）1£{ 折 は lリJI旗 で II 舷 滞 外 収 す

る “ 杯部は 浅 く つ く ら れ る 。 淵柏は横 ブ チで t. ,.,, ヽ ク が残 る 2 は 復 �j( I I 径 2 3 . 0cm. 3 の I I ff. 

2 1 . Ormを mJJ "'
4 ..... 6 は杯であ か 1 1 舷部を緩 く 外収 させ)Jiu) 部 の ）LIJ.I,; の 少な い 4 、 6 と I I 舷(})外）又底 は鈍 く ））lnl 

部に,;J'{ り の あ る 5 Iレ があ る 。 J射作は外血に ハ ケ が残 り 、 内 1(いい デで (J. I げ る . 4 は復 )jj( I I 径

1 6 . 7cm、 松，凶5. 4e川、 5 は 1 1 径 1 4 . 4cm、 復�ii ��沿i 5 . 8cm. 6 (I) 1 1  /·t J 7 .  0cm 、 沿翡6 . 1cm を 測 る 。

ー 1 1 7
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• 一 •一

念 � ['

-� ― —- " 'て
o •,: c:::J 二 て

I - 1 1メで検11 1 し

た堅穴 tu��で 、 1 20

り (l: J, •r を りJ っ て い

る 。 約 1 /4が』,'Jft Iズ
外 の た め規快 な どは

小りJ で あ る が 、 必杵

のh雌Irr' C 4 本 HJ か

ら ）］形であろ う 。 1杓

』陪11.3 . 90m 、 」'�翡ほ

1 0 . 0cm と 浅 し 、. II 本

の 立杜の内の 1 本は

検ti I で さ て い な い。

HIIIJ は I . 90 m · I  . 00 m をm1J る 。 カ マ ド は淵代区外にイ/'.(I:す る と 息わ れ る . /,!.. 而には新 し い畝沿'1 2

85 号 堅 穴 住

居跡 （ 第 1 42図）

第 1 4 1 図 84母竪穴住居 跡 出 土土器実測図 ( 1 /4)

＼
 

E
乱

1�9如

笏 疇疇瓢 3m 
I ___J 

第 1 42図 85-i} 、 1 20号竪穴住届跡実濃IJ図 ( 1 /80)

本か／じ る 。 fl"l/llの r釉 は N 9' E をぷす。

I l l  .I: 逍物はi午無に近いが、 99 り と l11J -II,� 期 で あ ろ う 。

ー 1 18-
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86 か怪穴住Ji!り跡 （凶版 9 - ( I ) · 22-(2) t.lJ 1 �3図）

1 1 9  }J�{u廿に 切 ら れた翌穴1H!沿かで 、 休 面 は 新 し い ）t和で→祁攪乱を受けて い る 杓m プ ラ •ノ

はl-.c)」 形 を ＼し「 る ． 規校は北呪6 . 30 rn 、 東辟4. OOrn (使11;( ) 、 町りi20 . 0cm を 測 か :Ji.flは 2 本 と 思

われ る がIリJ 瞭なHi\'.は 見 叫 ら な し 、。 IYl』1,t,際には柏l ' J /IH I .56X 77 . 0cm) の性内 且虞を侃I え て い る 。

1 1 1  I :it'.t物は蛇 ・ 立脚が あ る 。

物逍．．
 

．．．．
 

．．．．
 
I
I・

．．．．．
 

土 器 （ 第 1 44図）

I は 「 T 」 'i'状 11 舷 か ら 発股 し たIf引状の地で 、 !ti/祁内曲は突 IH す る . h T部はやや版 り �1「l f"滞

をIL1dlr る ． 復biし I I 径38 . 0cm

2 、 3 は 立脚で内1fr1 はf,'fiかにか11 を た す。 次加然を受けて い る 3 {、i: I (,I, で使川 さ れ る も (/)

で あ る 2 ()) l、�;説6. 6cm 、 底 祁 1 L .  0cm 、 i約\'� 16 . 3cm。 3 ())底ftl l . Dem� 軋lj る • I 、 2 は屎内 1 吸

か ら の I l l I: で あ る ．

20cm 
=ー●="一一→ ?•

 l-1 .... ,L:.i.:.J. 二L...--1

第 1 44図 86号竪穴住居跡出土土器実測図 ( I 4) 

87 り 怪穴住居跡 （図版 9 ( I ) · 22 (2) 第 1 45図）

1 00 か�';'( fl .},り に り） ら れ た{Lr.り跡で、 •げ[I形態は此）） 形 を ＼けす る 規校は比収が5 . 90 m · 6 . 20

m (f如b�) 、 知町は� . 80m 、 町閣. Ocm前後 を 測 る 。 復此恥狐't は29. (I国 で あ る 立村は断血に図

ホ し た 2 木であ る か汲い. H !Illは3 . 1 0 m で 、 HIii!には畝悩に りJ ら れたかか俯かに残 る。 1釦束限の

巾 火 に は 4ヽ柏形の地11-J H廣が設け ら れ C い る 。

Ill J. 遣物は従 ． 鉢 • 立脚の他 、 砥れ 、 わ lfu. rが あ る ．

- 1 1 9-
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土 器 （初 1 '16図）

1
3-10
 3
 �. 血

一
第 1 45図 87号竪穴住居跡災則図 ( I /80) 

り』

L
リ

•-

} K

□
又

A
 

ヽ

•
9
 

悧隠t.1, '
 

-.
 

ー

\ II
I

 

＼
 

、 一ヽヽf

りi'
 

0 20cm 
I I ,lc""I一，1――-― I I ---j 

第 1 �6図 87母竪穴住居跡出 土土器英 測図 ( 1 14)
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紺 は I -. 5 があ る 。 l 、 2 lt.lnJ形状の蛇で II舷は緩 く 「 < I 'i状に外）xす る か、 虹部内曲(I)検

は 小鮮明 で あ る ，�1,1幣 はw耗 し て 不lリJ 瞭 で あ る し、 2 は ．次）�II熱を受け る。 3 は86り{l:Jiり l l l I rJJ 1 

の 甕 と lid ク イ プであ る 。 4 は 人• き I J の 底 祁 を イ j す。 5 ほ I I 秘が短 く I I 舷の 外収![は級い。 l (I) 1 1  

径 は 1 5 . 0cm。 2 は 1 6 . 8cm. 4 の底径8 .0cm を 測 る

6 はs�で 平球）診 と り す る 。 1J,',I� は·) テ 役�j! I I fネ 1 2 . 1\cm を 測 る

7 は立脚）iで あ る 。 外J(J iば 次）In熱セ受け る 、 此径8 . 0cm を測 る 怜内 I.腺 か ら の 1 1 1 l: で あ る 。

石 器 （図版48 約 1 47図）

1 、 2 は人咄の砥1」 で あ る 11ftl れ と も 化l釦'}fJ.ft釦'}である I It研 ,mか ら 5 1r1iを数え 、 使）！］ さ

れ て い な いrn は l 血のみで あ る 。 特に A と 1:3 1fiiは使｝廿 粕l虻が凸 く 平汁t と な る。 2 は什 Iヤf砥れで

研 lfli 3 血 で あ る で 却(Uは 3 )」 ,,,Jに研狼 か あ る l 、 2 と も 拾 内 I .激か ら の 出 卜 で あ る 。

3 はl� I り形の';'(;形のれ18 「である. I沙 府製の小 材 を使川 し 、 囚 母 煩 か 嵌 人 す る 。 孔 は T ・，況 に

゜ 10cm 

0 5cm 
l--r I • ,I, -1, _J 

第 1 47図 87号竪穴住居跡出土石器尖 測図 ( 1 /4、 1 /2)

3
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穿 っ て い る が、 一）） しよ fり形 を ,,1; L 内径5. 0mm を削I/ る 必伯よ 怜竹 と な り 、 か邪は鋭 く 研I llす． 此

さ 1 0 . 8cm、 蚊人船4 . 4cm 、 )lj さ 5 . 5mniを 測 る 。

88号略穴住居跡 （図）収 9 ・ ( 1 ) · 22 (2) 初 148図）

T · J 3 区 で検11 1 した 鯰伯翡似c , 1f1 �I関係はない， '1'· 1(11 プ ラ ン はJll,1張 り 長）］ 形 を 見 し ．

規即坤 • 北収が6 . 80 m · 6 . 50 m 、 東 ・ 1/f.tlljfは5 . 60m · � .  70 m を り(lj I.) 休1(11 &'! ぱ35 . 75 rrt で あ る ，

必村は 2 本で、 文N 間には桁l ' J形 (98. 0cm x 66 . 0cm) のかを�d ) て い る IYJ咽沿い の 中 火部には

J . �Om >< 0 . 88 m 、 探 さ 20 . 0cmの屈内 U腐な掘込み 、 両蟷には小 ピ ッ ト を r,�す か ビ ノ I・ 間 は70 . 0

cmを 測 る 。 怜 内 L痰部分を除 く ），'J ll月 の収粕 いには幅 l . 20m -- L .  40m の ペ ッ ト 状逍 構 を 貼 付 す る

柱1/I J紬の）i位 は N 59" 1£ をポす。

Ill J . 遺物は少な く 小界)(l)糾 か あ る 。

13.lQrn 

122-

E
 
dt
 

和



／
 住90 IG) 

C- 1�.00m O _q 1:3.00m 1-i 

E＿
 

13-00m F_ 

第 1 50図 89号、 90号、 98号竪穴1主居跡実測図 ( I/80) 
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物辿．
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 ー
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•
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土 器 （図版49 祁 1 49図）

小111.(7) 梵か 1 点あ ,ti I I舷部は 「 く 」 'i''.状 に 外l又 さ せ 、 JJH 部は

球伏わ り• ·J- Q , � 如(1 1は｝印 [ L て い る が、 内 lfll は抱 c1i1J.(., 。 1 1 /t

10 . 7cm 、 船閻11 .3cm を洲l る 。

89 りr径穴イ1:).J}跡 （図版 9 ー( 1 ) ·22 (2) �150凶 ゜一do叩

第 1 49図 88号竪穴住屈跡
、加刻］．），り を 合 せ Hfv) if(複かある, 90 り 仕/,•}に VJ ら れ て い る ， 出土土怜実測図 ( l /4)

杓釘 プ ラ ン はl'< )」 形 を り ' L 、 規松は 1村 ・ 北11.'f'4.60 m ·� . 90 m 、 火

・ 即�t!4 . 20 m ·4 .00 m 、 他\'� I 1 .  0cm ,,, 測 る 。 休血机は19 . 51 nf で あ る 立村 は 2 本で、 fl: 11りは2 . 10 

m で あ か H.IIIJには抒58. 0cm リ）かを設け て い る . ,t洲際には 4消粕）f�!/)怜内 I峨をviii え 、 i,11]端には

ヒ: '/ 卜 � "�ナ る ー ピ ッ ト IIIJは70 . 0cm を測 る。 ·tHJlllf1hf/) Ji Iヽ'は N 8 1 E ヤぷ·t.

1 1 1 1追物はり1'vか あ る

物辿
●-99

 
I
l

 

..
 ＿•
 

．．．．．
 

土 器 < tl1151 図）

別I t恐 I l ,..,  欠m す る 咄· か あ

る 。 h ( 1'111 と )J)uJ;邪には ．条の fり

凸術を貼付 r/,:,. .;,.� 格は外血か

ハ ケ 、 和(11 は J· ·r る ＾ 底抒9 .3

cm、 鼎，J lf-31 . 7cm を袖l る。

90号 l径火住）r1T跡
（図版 9 • 22 (2) 第150図）

2 Ix C検1 1 1 し t.;怒i',f1.J.1; 
-C89 りn.1.,; ヤ り� J -c し 、 �. 'fり(11

形態け）） 形に込い形状を ',l じ C

し ｀ る 規佼ば 、 IYJ 、 北収4 . 90m

· 5 . IOm (復似） 、 束 • 西収4 . 6

�(I '-,1....1 

20cm 
=ニ___J

第 1 5 1 図 89号竪穴住居跡出土土器次測図 ( 1 /4)
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C川 、 此格7. 0cm 、 ��閻 1 3 . 9cm を棋11 る h�JJ・J I hi� 内か ら の1 1 1 I· で あ -6 I 0は小咄rl) 鉢で/ll11J 部か ら I I 舷

にかけては11'1:線状であ る I l ft l3 .2c-m、 底径5 . tlcm 、 岱燐 1 0 . 5emを 測 る 。

I I は 閻附）脚部で、 fl 状 部 は短 く 人→ き い．， 船 叫頃かに外I又 す る 逍柏は ハ ケ を 多JfJ す る 翡

杯に L て はつ く り が粗い 礼儲翫20 . 0C'm を 測 る ，

1 2はfi?i/f多船台て ド'I' を 欠久 す る 。 1 1 絃 部ば籾 く 外）又 し 1 1 柑 部ば肥i'J r る 。 f I舷 I'"には f M J ·;-·

恥"l'I砂 条附j ·j" る 。 ，J秤け）惰 り lf'l'fJJIで あ る か風化か r. l し • 内 1(11 l;t ·J デで{ I; I. ける 外1(11

は 次加熱を受け赤黒 く く すむ 視 (f長3G. Ocm 、 1 1 if. 16 .  6cm� illlJ る

13 、 M は 堺 台 で あ る 。 い ずれ も妓小径か中 央 1•邪 にあ る 閤府はlリ く やや雑なつ く り であ る ， 外

1(11 ト 部に は柑U過批か残 る. I �  の 如(11には籾此がク上か 13v) 1 1 径 1 '1 . '1cm、 恥祁径 1 6 . km 、 ？ ふ；
・り 18 . 0

cm. 1 4は 1 1 径 I I .  7cm 、 伽部格ltl .Oem 、 悩1'6 1 7 . 7cm を 測 る

1 5は-JI· 常に つ く り の tfl l 、 I 僻 で、 器附 も 分1り い 器稲は明確では な い か 丈脚 と どえ る ． 如(ritこ

は凹lりがあ る が、 II IJ き 艇か 介かは 1.!)J らかでtc し ・。 底径23. 95cm を 測 る

1 6ば 「判 I 器 てあ る 。 I. I 秘 祁はJAJ 肉す る 。 内 外 1fuけ指珀で ・｝ デ る。 I I 径8 . 5c:m 、 底径3 . 9cm 、 堺

翡5. 1 cm を 測 る 。

石 器 （ 弟 1 56図）

f!ll!'l'i 妙�· 冷io) (I· I· 砥れがある 約2/3 を 欠失 十 る 況 (J'. で の 研

1(1 1ぱ 5 llflで、 す ぺ て の 面 が 平州 と な が 恥(11か ら の 1 1はである．

92 り賂穴住屈跡 （図）収 8 (2) · 21 -(4) ダ! 153図）

9 1 サ什 I,り に 人 半が削 'V さ れ 介容は殆 と把脱 で き な い。 H.t 叫よ

8 . 00cm と 汲 し ‘•

I I \  I 辿物はiヰ無であ る 。

93 り怒穴住居跡 （図版 9 -(2) � 1 57図）

堕攣��疇i
゜ 5cm 

第 1 56図 9 1 号竪穴住居跡
出土石器尖測図 ( I /2) 

0 · f l - 4 区か ら I I \ I・ し た 祁穴 fl・），叶跡で 、 'I勺fn 形状は長）i If妓心す る 。 以校はJ-<:11,t力•6 . 90 rn ·

6 . 60 m 、 知収か5 . IOrn · 4 . 70m 、 l灼閲5 . 0cm ...._ 15 . 0cm を 測 り 逍{r状 況は艮 く な し 、• 1"' 1(11 柏は33. 83

n{であ る。 文村は断f(II I には 数 本 あ る か、 J,k本的には 2 い［であ る ， {1 1111ほ2 . 70 m を測 り 、 中火

剖iに は柏l ' J形の浅い�· を 必け C い る 。 松JAJ I 城 は Iv凍収際 に (F り 、 2 1が削の小1WCI杉 を ' ,'·r る 両

外iにこけ：4ヽ さ な ビ ッ ト を 配 L 、 ビ ッ ト IIりは 1 . 20 m を 測 る t11炉の一）jには幅 l . J Q  ..... J . 30 m のヘ ッ ト

を付成する ．

1 28 -
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第 1 57図 93号竪穴1主居跡実 測図 ( 1 /80) 

1 1 1  I 逍物は'fi,I( . � の他 、 I: 樅l ' J�名があ /.,,

I l l 上 逍
物

土 器 （図版50 第 1 58図）

1 は 人 郎の咄iでJ肘 卜 'I' 部のみ残(r·t る 。 体祁の 大 き さ の 割 り には比部が小 さ く 、 ut径 I I .  8cmを

測 る 。 外川Iはf恥かに 次）�II然を受け赤変す る．

2 は小凩) 1/)fJで1/2残({する I I 秘部は 「 く 」 'i'状に外/x L 、 )IH剖1中火に蚊人:i'f を イi-t. :J,',J� は

外1(11 か ハ ケ 、 内 1(11 は ） ヶ る 復））it 1. 1 /� I I . 6cm 、 仄径5. 0cm、 �y ,·,·� 1 3 . 4cmを測今

- 1 29 



＼ 
二 1 ===

言
I

0 10cm 
1— ↑ 占一—し一=-i

第 1 58図 93号 ー 95号竪穴住屠跡出 土土器爽則図 ( 1 /4)

土製品 （第159図）

I樅） t 11}禾ljflj の I 製l' J盤かあ る 26 . 5 g �  叶 タ

94号軽穴住居跡111 I: 追物

土 器 （凶版50 切158図）

3 、 4 は M形状 の外で粕快品 で あ る 。 II 給瑯は 内 釘 さ せ 、 �.J

平形状 セ 情す る。 淵粘はl•'Ll r,- と も 外 1fliが箆削 り 、 4 の 内 面 ほ J

.，的 な玲｝介 さ を 施 t. 3 は こ次bll然を受け る. 3 の復JJ;t 1 1 1¥. 14 .5  

cm 、 岱翡5 . 2cm。 4 は I. I 径15 . 2cm 、 器祁5. 7cmを測 る，

I
 寧

0 5cm 

I I 

第 1 59図 93母竪穴住居跡
出土土製品実測図 ( I /2) 
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であ り 完掘 に 令 っ て い な

い 、杓fn プ ラ ソほ）j形で

あ ろ う 。 l�J如む1 . 20m 、

呪I嶋�20. Oen幽であ る 。 文

村 は,l<l穴配附か ら 4 本 t:

息われ か 2 ,t. の柱IIIHよ

2 .  60rn を 測 る 。 その他詳

細 はlリ J ら か で な い

I J I  l:i且物 は 図 ホ 小 11f能

な 甕の小｝卜かあ り 、 内I面

に は 箆 削 り が 認 め ら れ

る． w゚.,.u
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第 1 65図 99母竪穴住居跡実 測図 ( I /80) 

1 00 号翌穴住居跡 （図版 8 (2) · 9 ー( I) 切 1 43図）

1 19サ(1:)汁 よ り 古 く 、 87 IJ-イ!:Ji よ り 新 し い啜穴住l心跡で、 'V-17ri形状は�)j形を 吊 す る 。 屈炭 は 2 辺

のみ計測 可能で」乏�I泡が6. 50n, 、 Xu�府が5.70 m 、 呪l;i20 . 0cm を 測 る 。 支杵は 2 本でその内の 1 本は 1 19

引cl,収の怜内 J 痰 卜で確忍 し た。 柱1/IJは2 . 50 m を 測 り 、 中 火に は焼浪の残るがを設け て い る 。 床 而

11'
f 

I には炭化材 、 批 I が 散介 し て お り 、 火 災に泣辿 L て い る 。 1t1枷際に は 長軸 1 . 30 m 、 知 軸90 . 0cm 、

深 さ 25 . 0cmの 」J:}j形の怜内 且廣を 備 え て い る 。 なお 漕 し て し 、 な い。

H I  I 遺物はり砂、•作）1りの↑· め 多 く の I l� か あ か 松桃け咄ト ・ 純 ・ 鉢 • I位杯 ・ ザ対台 ・ 「J',!ね I·松の

他 、 砥石 、 小庖 J 、 /,°&,{ jがある。

/ 1 1 � ,-. 辿 物

土 器 （図版50 · 5 1 如66 · 167 • 168 · 1 70図）

咄［は 1 ..._ 7 が あ る 。 I · 2 は）fr ,,\'J恨 介 II 秘壺で/ill折部の悛は不明瞭で あ る 。 1 は I I 絃 卜 と lt f /祁

に (l(し 、イr形状の州it を貼付 し 、 Ii i 部は張る 。 I I 径 1 4 . 4cm を 測 る 。 2 の�I滞は短 <It I 祁 と JIH 部に �

flJ1"1-li, を付す。 II 径 は 1 3 . 2cm な 測 る 両 れ と も 間(1jか風化 し ,J,'J 幣 は 小lリJ瞭 で あ る が 、 外 [(ii ハ ケ 、

和hナデ(I I .  げであろ う 。

3 . ,1_ は鋤先 " 絃が退化 し た も の で 、 3 は 1 1 絃 部 の 平·肌部が残る 飢 祁は細 く し ま る 。 Ji/ 部か

ら ）Jin]部に かけて はやや胤 平球状を 情 す か Jtl 部には ：ft1 ,n,m、 胴 部は台形状凸術を貼付する。 凋

- 1 34 
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第 1 69図 1 00号竪穴住屈踪出土土器実 測図そ の 4 (I /4) 

石 器 t図版51 ·52 卯 1 7 1図）

1 は 人)\!) ())砥イrで あ る 。 わ 材 は

化 I油 府 'W糾］で中..... f l· I げ砥れで

あ ろ う 研1f1i は 4 lfllで 3 lfll の l' l然

r「IIを 残す。 b-} IAJ I ·  吸か ら の 111上で

あ る 現此2 1 . 0cmを 測 る ．

2 は'1i 母）ヤf;杖の1」地 1 ) \ があ

る 。 .fLほ11l1iJ1 1:,1か ら 穿つか、 ） i 1(11 

ばイi段 と な す 穿.fL 」Uの批跡であ

＾ ぅ 及U{rtn�これlい研糾か残る 。

外· .fLI¥. I • 30cm 、 内 イし1を7 . 5mm を �llJ

る 。

3 は 1波 イ i で J.1d 舷 は ）や耗 し て い

る 。 )dlの 中 火 部はpq而をな し 、

敲打糾が残 か 1111而 の 径 は3 . 0 と

2 . 8cm を 測 る 探 さ は 6 . 0mm 、 3 . 0

mmで あ る 。 イ淋は 化i如＇｝ で あ る 。

� 
--t 

，;［ rr O 

疇

i ， 

I I 20cm 

I麟 l 

尋喩 1 I 

24 

第 1 70図 1 00号竪穴住居跡出土土器実浪lj図そ の 5 ( I  /6) 
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゜ 10cm 

2
 
，＇

 
一

0 5cm 

第 1 7 1 図 1 00号竪穴住届跡出 土石器丸則図 ( 1 /4、 1 /2)

1 0 1 り 路穴住居跡 （図版 10-( 1 ) ・ 22 (3) 祁 1 72図）

,JI村r区の IH側 ド ー 7 · 8 区で検/1 1 しに原を穴(lJ1)跡で 、 耕作に よ る l�U 平及び102 り. 11 /,•) の f渇 ［ な

とで約 1/3か削 ,17 を受けて い る ・ •Iり(11 プ ラ •ノは.1-<)J形であろ う 逍イ（す る 北げは3.50m 、 ll,ttl
°
I Jは.It

側で20 . 0cm伍l!IJ る ， 姐Hi(は検1 11 て さ て いな い 1 02 り と 接 t る 1-t-1fti I には統ll� の 夕し る がか 1 /2りし

（（す る 。 怜内 I .!廣け102 りfl ,, ,; の閥臼州かに印かか残 り 、 Iヽり端にば小 ヒ ッ ト な配する 。 ピ ッ ト I/IIは

55 . 0cm か 測 る 。

遣物の1 1 1 I 状況はU.1(1 i中火に ド ー ・）・ ツ いに I 岱図な hい し て お り 、 "" な る 投兌でほな く 沈絶II、「 での

祭nじの糾跡 と 朽 え られ る

船fil（は咄i ・ 聾 ． 鉢 ・ ジ 』 ッ ヽf· 形 I:��の他 、 砥わか I iはあ か

1 39 



土 器 （図版52 沈 1 73

· 1 74 · 1 75図）

9村 は I ..... 5 か あ る J 

は 袋状 I I 紐他の系滸を引

＜ ，ヽ1':fで）ti! 折郎の校は-1"JJJ

瞭 で あ る 即部 ,:tt\/ く 、

Ii i I祁に こ角凸1,} を 付す。

1 1 抒 1 7 . 2cm を 測 る 。 2 は
,;yJM 状 に 開 く II 絃 を イi

し 、 Ji ( 部か ら 』111]邪にかけ

て は球）診 を ＇ ，＼ す る 。 詞 , ,

央 部には�IJみ II を密に紀

す台胎＂滞を貼付す る。

遇杷は利い ハ ケ を 多 J I Jす

る． 復闊 l 径19. 2cm を 測

る 。 3 は9酎部上 'f-を 欠 失

す る 。 f i 部か ら胴 J· 平にかけて は 人• き く 張 り �It)'fi. を 情 す る 。 器必而の｝収托が激 し い。 4 は無�i、,:':;.

で、 II 舷 部は 人 き く 内 flj す る 休 剖奴壕 り は強 く 扁 ヽV球を 見す る Ill叶 祁の凸•/I}は 2 と ri:'r (cげ る ，

1 1 1  辿 物 E
O-
dl
 

/
 

3m 
J 

第 1 72図 I O I 母、 1 02母竪穴住居跡実 測図 ( 1 /80)

淵幣は内外曲 と も J ヽ ケ を） IJ い る 。 ！ 濯 1 4 . 2cm、 此径8 . 0cm 、 tlJ;,\'�20.8c:m を 測 る ， 5 はり他の111·� ト 1勺祁

で底径8 . 0cmを 測 る . I ..... 5 は坤 I· 中 か ら の !JI 1 で あ 夕

災は 6 ...... 9 か あ る 6 は 小振の処で /til:人·径 を 1 1 絃 部に拉つ， 淵'if�は利 い ハ ケ が I Iんで 、 内1(11 F 

杓埠過批を残す。 外 [(IJは 次』11熱を受け る 。 復屈し 1 1 径 1 8 . 4cm、 底径7. 3cm 、 }ふ＼は 1 8 . 0cm を 測 る 。

恥(ijか ら の I i i上であ る 。 7 は外 而に煤が付府 す る 。 此径8 .6cm。 休 l川 か ら の 1 1 1 1 · 8 は長め の 口 絃

をイj し 、 1til:大径を 1 1 舷に持つ。 mい ハ ケ と ナ デで ( t Iけ な 外 面は ．次））1 1熱を受け茶褐色の色闘

を以す る ． 収凰 l 径26 . 0cm。 雌 I 中か ら の I l l 卜であ る 。 9 ほ頸剖訥側の悛か鮮 IJJJ で体部は 大き く

,；K る 。 底祁は休部に比 し てやや小 さ く つ く る 。 1 1 li2 4 .2cm 、 底径8. 3cm、 松翡37 . 2cm を 測 生 坤 l

中 か ら の I ll Lであ る ．

JOは鉢の破J1· でい1,tl を /l/ く つ く る rJI�� は ハ ケ と ナ デで(I· I げ 、 復Ditl I 径 1 5 . 8cm を 測 る 。

l l は筒形WJ台の｛成）ヤであ る か、 鍔の 1(( 卜に 3 条 の ，伽＂滞 を 貼 付 す る 。 し か し 、 1 111 1舟を 鍔 の11'(

トに付す知例は.,+.:だ知 ら な い。 i淵柏は外1Ji1が)') 冷 り lf�lilfで 、 内 lfii は ナ デ る 。 雌上中か ら の / L I I: で

あ る ．

- l40  
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第 1 74図 I O I 号竪穴住居跡出 土土器英測図 そ の 2 ( 1 /4)

I I  

゜

20cm 

1 2 は 人:)りの ジ J ソ よ\• )杉 J 'i,やの把 r で あ /,.:, . 化l!.l Fの輻5 .0cm を 測 る 。 Jり! I 中 か ら の 1 1 1 I で あ る 。

1 3は 人界！の甕 で、 知 い II 絃 卜 には -.fl」 11 11-/itを 貼 付 し 、 球形の/JI叶部に は台l「糾滞を付 ナ。 』判がま

外面が細か い ハ ケ 、 内而は ナ デでI I· I:げ る 。 復bii , , 径35. 2cm を 測 る . 102 り 仕1;り か ら 1 1 1 1 の 破 片 と

接介 し た が、 1 0 ] り住J,りに伴 う l滉．器であ ろ う 。
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103 か怪穴住）r1f跡 （図版 Ci -(1 ) · 1 8  (2) 祁60凶）

調N区のJill 端で検Ill し た怪穴0.1.,;跡で 、 約 1/2か I·取 り でnu 、y. さ れて い る 。 4 5 り 0 /,•} と の ·,r, 炭

があ り ． ％該/1./,りか新 L し 、． 、杓(11形伏 、 規校 、 女Hグはな どは小ljfJO {If r\Jiは辿{i状れの良い箇所で

'10 . 0crn を 測 る (l /, りの 1t1側拙に は80 り { l)、り と l11J様K釉 I . 50cm 、 知紬 1 . 00cm 、 保 さ 22 . 0cmの隅,,J l'( 

カ）仰沿内 1 吸か伽 られ 、 山(1 1には l火 1' 1 色の粘 l 塊か!1Y卜かれ た状態で検Il l し 、 それに('f い!di':れ 2

帆、 I 製勾 1、、かIl l - 1 l t.:, 

I l l  L逍物は 1 品の此物の他に、 斐、 鉢かある。

＼
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ーー11 
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0 20cm 
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第 1 78図 1 03号竪穴住居跡出土土器実測図 ( 1 /4)
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土製品 ( Ul 180凶 ）

4 の I 製勾 ］か あ る 。 J-6 部を欠失す る 胎 I は粗 く 、 黒’以fU を 名 ＜ 介む。 凩内 I:城 か ら の I Ii I· 
で あ る 。

101 け咆火住屈跡 （図版 5 (2) 祁51図）

39 り 、 1 1 り(l .), り と ifi� L た 祁穴什/,り で あ る が、 •1 1 IJ {l /, 1} と の新 111 は1.!JJ ら か で な い l和(11 Iよ股迎

と りI (� t.� ,t り 人 Y か削 平を受け る 。 r血形状はl,c )1 I杉な 1,1 t. 1i_村は 2 本で 、 村： 1/IJは2 . 80m を 測

る 小I Ill]に は格55. 0cmのかを設け て い る lしr/{} い の 部にはi.�J r�·� が俎 る か、 ， f,' r:掘過ざの感かあ

り 残っ て いない 杜 1111紬でのイ） /, りの）） 位 は N72 I-<� を 小 す

I I J  I 遺物は 1 然収の図ぷ 可能な も の は な く 、 � I �紡雑 iiしかある

物辿．
 
- •
-—

 
•-
1

 

.
.
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―
 

•••••
 

石 器 （図版54 第 1 8 1 図）

粒泥J: �·: 製 (/)肋ク阻 ,,,.が あ る ． ｝＆公 と も ）妍にMHI
・
ト し て い る 中

央には 7 mm叫Lを穿つ。 i'fは4. 9cm 、 }'} さ 5 . 5mm を 測 6 ,n さ 2� g

で あ な

105 り 窓穴住）苫跡 （図J坂 4 ー( I ) . 1 U 一 { I ) 祁39図）

E · 7 v<で検Ill し た 小別の照�:..:{l }, りで 、 ，り lJllk\ 代IJ>29 り {l }, り と

グI,;�に 1ft.似 L て い t-.. 、I'血形いは比）, lf1 を ' ,' t � . � 比｛｛での規校

fo/'1111/JJ -Yl?l?IIIJ 
0 4cm 
L ,_,_.__,,.1.,,,,-:.,J 

第 1 8 1 図 1 04母竪穴住居跡
出 土石翡実惧11図 ( I /2) 

は」と』しtか4 . 00 m ·4 . 20 m 、 知附は3 . 20 m ·3.  OOrn をllllJ か 恥(11柏

は 1 2 . 49 rrlで あ る ． 文fl は 2 本で、 fl.Ill!は 1 . 90m で あ か 札IIIJの IV」が り には柏円形のかを成けてい

る か 、 新 し い村穴か掘 られて い か 知代の 中 央 に は I り ）i糾状l[）屎I付 I:激か付設 さ れ て い る。 北側に

は科llい l,',J悩か,l:: っ て お り 、 本米..:: ,y 卜 か(I , t.;: 1 1J能竹か強し 、．

1 1 1  I. 逍物は少な く 咄fが l .点 あ か

I l l  I·. 逍 物

土 器 （如 82図）

1 の咄t か あ る 。 I I 絃部は 「 く 」 .;,:� 人に 外 収 さ せ 、 l" I 絃u'i ドには 台形凸幣を付す。 Ii i 部か ら 胴祁

1 �7-



-―
 

r
 

- 1 48-

／
 

/
 



rか け て の•)1. り は 人’ き く 、 /JI叶中 火 滞には · fり凸沿 を 貼 付す る 外 1f1i は 次 』II 然 を 受 け煤 け て し 、

る 復 似 1 1 径20. l cni を 測 る

106号怪穴住店跡 I l l 上逍物

土 器 （ 図版511 沈 1 82図）

2 ..... 4 は 甕 で あ る ， 1 1 �( 部は外収 さ せ る も の ())粕部内側の校はりJI瞑でない 淵柏は外 1(Jiが判Lい

ハ ケ 、 内1(11 は発 で 削 る ， すべて 次)JI I然セ受け る 。 2 !/) 1 1 径34 . OC111 、 3 の I I 径32 . 0cm 、 4 ぱ I l ff  

24 . 0cm を 測 る . 2 · 3 は カ マ ト't.カの I 扱内か ら の 1 1 1 Lである 、．

5 は把 了 付の甑で、 I I 舷 部は仰かに外）x さ せ る 。 尉 部は直紐的で 中 火に- Aid 'V·な把 f をつけ る

J闘�ぱ判iし 、 ハ ケ と 箆�k り で( I: I . げ る 。 次)JI I熱を受け浜い茶褐色に変色する U 径24 . 0cm を 測 る 。

6 は粘製 さ れ た翡杯で 、 浅い材ヽ部 と 低い)II.fl部 をイ;-t. bf 部 ・ 脚滞 と も 箆 で恥 く 。 約(n 1こ丹を冷
介i L て い る と 思われ る か 、 次）JI I熱を受！ 卜 < tん だ 茶褐 色 を り＇ す る 。 I I 11 1 3 .  4cm、 齢·a條9. 2cm 、

枯船1 7 . 4cm を 測 る

7 · 8 は IIILで あ る が、 形状か ら 1 1 111.紀頃())J9i所 と り え られ 砒 人 で あ ろ う 。 7 は 復加し 1 1 1子 2 1 . 4 

Cnl 、 器11
°/i2 .  25cm. 8 は復似 1 1 径24 . 0cm を 測 る 、，

1 07 号隊穴住居跡出 上迎物

石 器 （図版54 初 1 83図）

砂昇彼の !JU i Jヤかある 現イfでの狐(I) は 3 tfuであ ん 中

砥 で あ ／） う 視此9. 2cm を 測 る

1 1 1 り恨 各穴住居跡 I i i I: 辿物

土 器 （図版54 如84図）

I rJ)必脚か あ る J:.JI部に は径2. 0cm r/) .fL を 穿 つ 仝 体

に 次）�ii熱を受け淡 く ，Ji洛tす る 淵帖は 内外血 と も ） デて
し 、 る M•培1\f'f- 1 1 . Oc.m、 �;; ,翡 9 . 8cm を tlllJ る ，

1 1 2 り怪穴住）苫跡出 1--:辿物

土 器 （ 図版5,1 第 1 8�図）

ー 149-

゜ 5cm 

第 1 83図 1 07号竪穴住居跡
出 土石器英測図 ( 1 /2)
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ー

、‘
ヽ\

 
ご

゜ 20cm 

第 1 84図 1 1 1 母、 1 1 2母、 1 1 5号、 1 1 7号竪穴住居跡出土土器実渕l図 ( 1 /4)

2 は鉢で'l<:. J診品である 。 I I 秘から/)Jul部にかけて の 張 り は鈍い。 淵幣は外 1fliがナア 、 内 1(11には細

い ハ ケが残も 布fli に 次加熱を受け黒 く 疫色 す る • I I 行 10 . 7cm、 底径6 . km 、 i�,し»り J 1 . 25cmを測

る 。

1 1 5号竪穴住居跡出 士追物

土 器 （ 第 1 84図）

3 (/) ii° 砂ドの外祁かあ る 。 1 1 粒を 欠 失 し て い る が 、 外側に）11\折 し て 'iLJ1 I を なすである う 。 JJI雌ISの

如 り は少 な い. ,Jld幣は 、 ．次JJII熱を受け片¢↓t L て し ・ る が、 ハ ケ と ナデで あ ろ う 。

116 砂怪穴住居跡出 J.:辿物

鉄 器 （図版54 第 1 85図）

地の）＆祁J:· か床血 か ら 1 廿 J. L て い る 。 ガ 剖1は現(J し て い な い、， 両端ほ折1111

け て し 、 る 。 視{f'.長5. 5cm 、 や部幅2 . 5cm 、 /1/ さ 2 . 5mmを 測 る 。

1 17号賂穴住屈跡 I H ヒ追物
0 2em 
l Iー..J 

第 1 85図 1 1 6号竪穴住居跡
出 土鉄器実測図 ( I /2) 

土 器 （図版54 第184図）

4 は1\'!J杯の杯部）ヤであ る I伽J I邪は11'(椋的につ く り 、 l . }jにhr\折 し n絃につづ く 濶幣は}�耗 し

1 50 



心リ].. &/lj( t t 1¥30 . 4cmを 測 る ．

1 19号怪火住居跡 （図版 8 (2) · 9 ー ( 1 ) ・ 22 (2) 第 143図）

当該/I /,りは 4 阜Iり） if(仮があ り 、 90 り. /l J, 1;• に IJJ られ 、 86 り ・ 100 り /Uり を り っ に 小 J\1! OJ (F)1り で あ

る . 'V血形態は」し力）診を り＇、 し 、 規悦は IYJ • 北11,'fで4 . 40 m · 4 . 20 m 、 米 ・ が1,tiが3 . 30 m · 3 . 50 m 、

町�1137 . 0cm を 測 今 休 血秘ほ 1 4 . 2 1 11! て あ る。 坤 I 中には焼 I I.文ひ炭（ヒ材 か I I 立ら、 休血から も 検

Il l さ れ た こ と か ら 焼火(1-/iり で あ I, か 立中1 は 2 ..t,; で 、 ヘ ッ ト 際に掘込ん でい l.,. 支�I.IIり は I . 70m 

セ 測 る • H 1/lJ紬か ら 北側にすれ t· 府iirにはド1 形 の か を設けて い る 怜内 1場貨は 1viH.t.中央傍に 掘 ら

れ 、 内 祁に 2 本 の ピ ッ ト が見 ら れ る か 、 七 の 内 の 1 4は JOO り /Uりの立村穴 で あ る ., I• り知収沿 いに

は,lil 1 .  OO m の 削 り 1 1 1 しのペ ッ ト を 付 せ る 。 tlllU釉の ）; /,'O :t. N84 W をぷす．

1 1 1 1: 逍物は ，和 · 蛇 ・ 鉢 . 1111外 ・ 外の他 、 砥わか I .点 あ 今

1 1 1 」,． 辿

物

土 器 （図版54 · 55 第 1 86 · 187図）
，ヽ：花は 1 - 3 か あ る. l · 2 はI応l'I · 爪 II 舷壺 で あ る 。 岱以狐iが風化 して し 、 る ． 復bit 1-1 格25. 6cm

を 測 る 。 2 ぱ擬 I I 舷 滞に 極細の沈松 と 刻み を 紀 し て い る • 内外血に賠又状の 箆�P. き か般 る 1,1ヽ j 名

は閉製 さ れた製品である。 3 は(•Y,かに 外Ixす る 1: 1 舷にh i 部の 版 り は曲い ，J/d柏は外161 が ハ ケ 、 現

{fでの内1(11 は ナ チ て お り 玲 削 り は必め ら れ ず、 粘 HI�の接介1(11か残る 1 1 (� 1 3 .  2cm であ る

史 け 4 - 1 1 があ る 4 ..... 0 は,,r,1rn 1 内式(/)應�. 「 く 」 字状に鋭 く 外以 す る 1 1 杖 を ur. ,i� 部1J..J

1(1 1の枚線はlリJI旗 で あ る 。 遇幣9よ外1(11 か�IIかいllllキ 、 内 1(1 1は I 'I'が拙 ハ ケ 、 ド 'I' は箆で 削 る ． 色J,',I

は朽色 と 茶褐 色 と があ る 。 すぺてに煤か付�1 す る 1 の復�;し I I �)'20 . 2t'l11 、 5 ば 1 8 . 2cm、 6 は 1 8 . 0

CJ11 、 8 は 1 5 . 0cm を 測 る 。 9 はff:2 . 0cm の 小 さ tc 底 祁 を イ J t. 外1(0 はハ ケ と IIIJ t· か 残 る 松 や は 油

い . 10 · J  1 1 よ I I 絃が 内 内 す る 布WI式の従で 、 内rf:祁釦湖の ，段 卜 祁か ら 箆 で 削 る 。 色』は灰 白 色を

',� す る 。 1 0の I I 径 15 . 0cm 、 1 1 は 1 8 . 0cm を 測 る 。

1 2 - 1 5は 糾小で あ る か 、 1 2 · 13は 1)if ,記の I 盈↓に('I' ぅ ,i':i外 で は な く 、 5 111· 紀 1lif 災 珀 の も の で あ

る。 1 4 · 1 5はW浪 さ れた小利の 閻U、Cあ る . 14の朴滞は小 さ く 戊 い。 ，Jl,J�は館で 肋 ＜ 脚部は人

さ く ll!J く と 思われる

16はt+c?外1(11 を 児 で 削 り 、 内 1ri1 は ナrる 1 1  f'f 1 0 . 8<.:m 、 沿船3 . 0cm を 測 る

1 7はイl地系の 鉢の破)\ で、 ？玖 1(1jにはれlいI ll] \· 艇を残す。 和(11 は ）マ プ で ( I: I: け る 復此 I I 径

27 . 2cm を 測 る 。

1 5 1 -

J
 



11 M 

二 ) +、べ、
20cm tr, 

第 1 86図 1 1 9-i}竪穴住届跡出 土土器実測図そ の I ( I /  4) 

1 52-



石 器 （図版

55 祁 1 88図）

化 I油 沿TH少�·:·

の ( L Iげ砥行か

あ る 灰 l' l �の

色 ，J,',! {!:'持つ. )Jll

熱 を受け淡 く 赤

変す る り蒻j (図

ぷ し た 1(1i) は（史

川頻庇が閥 < pq 

1(ri をな す。 屎内

I 吸か ら の I l !  I .  
で あ 心

ヽ I ..-

第 1 87図 1 1 9母竪穴住届跡出 土土器尖測図そ の 2 ( I  /4) 

1 20 り·I翌穴住屈跡 （ 第 1 42図）

1 - 1 区で85 り (l-.J、,｝に IJJ ら れた哨穴（閻りであ る が 、 人平か.Jf.J i'"r l><.外

のた め火休は小IIJJで あ る 。 呪1'11は30 . 0cm を 測 り 、 rt/咽沿いに はJ;ij し 、 /,'J

洲か走 る 。

111 I '. 辿物は少な く 、 小）り の 鉢 が あ る 。

物辿．．
 
．．

 
ー

・

．．
 
-•

 

土 器 （図版55 第 189図）

1 の外があ る 。 完形，品で粗い

ハ ケ と ナ テで {I: f-. げ る 。 1 1 径 l

2 . 8cm、 底径6 . 5cm、 料,,./J 1 0 . 6cm 

をl!IIJ る 。

1 2 1 号 賂穴住府跡

（図版 1 1 - ( 1 ) · 22- (4) 約 1 90図）

1 22 け 、 1 26 り陪火11.),り と 1f(�

(I
 

0 4cm 
lー I,― I I J 

第 1 88図 1 1 9号竪穴住屈跡
出 土石器尖測図 ( I /2) 

ツ』
＼

11
 

1 t 

第 1 89図 1 20号、 1 2 1 号竪穴住居跡出土土器尖測図 ( 1 /4)
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第 1 90図 1 2 1 号竪穴住屈跡尖測図 ( I /80) 

し て お り 、 1 22け よ り 新 L く 、 1 26 サ よ り 古いII妍跡で あ る . 'fl血プ ラ ン は比）J )移 を ば す る 。 規 侠 は

及胞が6 . 62 m 、 知u,�は3 . 85m ・ 4 . M m 、 収祁は追{/-状態の 良好な憫所で20. 0cm の 前 後 を 測 る ． 必fl.

はn訓形隙の か ら 2 本 と 衿え ら れ る が 、 適 ,1-1'1�lrtに な い。 恥伽 , , 火には桟い炉を 没 け て い る 。 南収

際には I . 30 111 X O. 85 rn 、 深 さ 44 . Ormの村訓形のH内 J 廣 な {·J 設 して お り 、 f,lij端に 小 ヒ
・

ッ ト を掘 っ て

い る が 、 一）jは瓜跡が残 る 利渡で あ る 。 対d1!rす る 箇所に も 2 段側の ビ ッ ト かイじ る か）I J途は4ヽIリ ）であ

か り？沿いに は/t'J 悩 を 妃 ら し 、 怜 内 , �に繋か る 。

111 I ·  迅物は小凡りの地、 鉢があ る 。

物辿
．．

 
•••

 
u

 
-•-••

 

土 器 <m1s9図）

2 · 3 は小J\り．の 別で、 2 II) 1 1 舷は�u く I く 」 'i! 状に外収 さ せ る 。 復I泉 II 径 1 3 . 1 cm。 3 1:t. 底祁） i

でれ い ハ ケ と ナ デで{ I I げ る 。 底径7 . ,Jcm を 測 る 。

'1 (i i I 象t fftl を 内 灼 す る 鉢 で、 1 1 4沿邪は/JじIリ さ せ る 。 k1(11 は条HJ/A し て い る が 、 )'J か化�I I: を 硲 布

し た批跡が残る. {及j)j( I I 径2J . 6cm .. 

1 5/J 
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跡辿

器 （第 1 96図）

l .  1 1 1  

石

。“
一J I �·�'. 日のわ庖 j升かあ

凡 邪は�lfll の使JIJ糾

が 杵 し く 研血の悛が,,,りJ

る。 ゜
瞭で丸味 セ {J L 、 加(11 f:t 

研曲が皇籾｝］ で あ る 。 及 ,m
は よ く 研府 され 平州 と な

る 。 ・i'f部は丸 く つ く る 叫

失剖1分は·.�uれ 1 1 が刃物で

切 っ た .t う な鋭 さ であ る

”
―二冒第 1 97図 1 28号竪穴住居跡実 測 図 ( I /80) 

1 28 号 怪 穴 住 ）�I
跡 （ 図 版 1 1-( 1 ) · l2) · 23

゜/
� 7f) 

デ
゜

1
3 .
1
0
 3
 

m 1 91図）(2) 

K - 3 区で検Ill し た竪

穴{h/因 で 1 27 り (t },り に りJ

,ttり1.fli5 .05

m 、 M,� 1lり 1 0 . 0 cm 強 を 測

る ． 立 枝 は 2 本 で あ る

が 、 束側の 柱グくは浅 し ‘•中

央には汲い炉を拙 っ て い

る 。 1炉府際に は 2 段掘 り

の性内 k痰 を付設す る

11 1 1 · 遣物は殆 とない ．．

ら れ て い る

血

J 29 号 恣 穴 住 J因
跡（図版23 (3) 第 1 98図）

130 IJ· イl:/,りの西側で検 1 1 1 し た径穴イl:肘跡で 、 1呵0形状は長）j形を情する 。 規役は lfJ . 北咄� . 60

m 、 東 、 西叩3. 50m 、 3 . 75rn 、 呪Ui20 . 0cm弱で あ な 床面秘は 1 4 . 97 rrl を 測 る ． 支柱は検Ill で き て

- 1 59 



い な いし 恥(IJ 中 火 部に は ド）形のhを枷込 む． 怜l人1 I り［は ,t洲際r没け . l< 軸 1 . 28 m 、 �-\}. 軸7 . 60

cm、 探 さ 40 . 0cm な�llJ る， さ ら に . fYJ収には突 1 1 \ l た ）［ク で+1·1 『J /釦） ピ ッ ト が ｛ド り 、 中 か ら 灰 i' l 色の

沿り 1 ヵ,1 1 1 I L て し 、 る 当叫I.I.りに伴 う か ら 否かは 小りJ。

I l l  I 追物ぱ図ぷイヽ11f能な I i� J 卜か少 hしある 。

130 か怪穴イu心跡 c:xn99図）

贔 lg 

9,,,,, I 一
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 I .=;..---,-----=-

1-3,00m 

第 1 99図 1 30号竪穴1主届跡実測図 ( I /80) 

L 4 区で検I l l し た 恣穴{r,I、 りであ る が 、 ( l.J,1; IJ..Jの 南軋1)1.:g駐近 か 束 西 に;l り 、 部分的に削 ヽドを 受

けて し ・ る 。 'I勺{1i形態tは介な力）［クを ',\ し て し ・ る か、 j�IJ 'f' さ れ た祁分はヘ ッ ト を （・J 没 し て い た 11f能性

が あ る 視(r での説侠ぱ IYl · 北咄か5. 70m · 6 . 60 m 、 火 ・ Vり 11,'rか5 . 30 rn · 6 . 00 n, 、 JI,柘1'1i20.0cmを

測る。 恥(11積は34 . 92 rrf を 測 り 人J\りである し 文村 は 2 -1'- で 、 HIBJは3 .50m C あ "' Hlf\JII冊か ら北側

にずれ て 小将）11Gり炉を設けて い る 。 怜内 I J廣しよ叩1,tのやや内側に付 成 し 、 1111)端に 2 ...t,. の ピ ッ ト を

配 す る 。 ビ ッ ト f/lJは90 . 0cm で あ る 。 HNIJ軸の 力 (、'r は N 88" E をぷす．

川 I 辿物は馳の他、 イi庖 r 、 (駁IJ-J盤 、 上製勾 r.: が あ る 。

ー 1 60



1 1 1  I :  辿 物

土 器 （図版se m200図）

「 く 」 'j·'. 、1犬に 鈍 く 外J又す る 1 1 贔¢ を イiす従で 、 体部の山

り は少 な い ffば11内側 の検 も 小ii叫 で あ る 。 ，J,闘拍は粗し 、

9ヽ ケ と 1勺''" fこ 朕過批かク必か 復似 1 1 ff 1 6 .  8cm 、 Ui..1¥6 . I 

cm、 W,.; ,1·1,2 1 .  8cm を 測 る 。

石 器 （り120 1 凶）

l は‘よf;j ) ' �·:の ( , +イ を 使 用 し た わ 地 J 片 で あ る 。 小）i

て あ る た め 令‘やtけがりJ で あ る 心

2 は公IUJ l · 'N 製 の ドJ盤で、 必1[11 か風（ヒ L さ ら つ < . 径

6 .  2cm >< 5 .  6t'lll を 測 り 、 �7. 7 g を ，, I る．

土製品 （図版56 第20 1凶）

3 ば坤 I 中 か ら 1 11 1 . し た 1 .製

勾 Kで あ る か 、 ‘陥糾1 I, りに伴 う

か令かは小IリJ 体部断血はやや

4,d 平で、 如(11が�m し て い る ．

叫 部 l . 2cm 、 )"(j 部 9 . 0mm 、 J� さ

3 . 2cm をm11 る 。

--「 --

言1 3 1 け 翌穴仕｝沿跡
（ 図版 J I ー(2) ・ 1 2 ( t )  m202図）

0 10cm 
1一l 1-1-1...L.._J 

第200図 1 30号竪穴住屈跡
出 土土器実測図 ( I /4) 

第20 1 図 1 30号竪穴住居跡出土石牡、 土製品尖惧lj図 ( 1 /2)

0 5cm 
l--L-.J '""I"'"""'...__j 

M - 4 [,1. で1 1 1 I L た小刑の竪穴(t},りで140 け （鳳trに 部 を 切 られ て い る り 、1' 1(Ji ブ ラ ン は 此 方 形

を 品 し 、 規校は jyj • 北州で3. 30rn 、 東 ・ Vり11,'(Iで3.80m 、 ll,ti 11'b 1 0 .  0cm と 汲 し 、 似IJjし休 )(JJ柏は 1 2 . 84 rrf 

で あ る 。 幻lit 2 ,t.. で、 村IIIJは 1 . 50m を 測 る 村IIIJに1:tlf.70. Ot-mの 2 段制 り のり た設け る 。 虹1,t,

際には 2 段伽 り のH 内 l 旗 を (,j 成 し 、 Jl 側 に ビ ッ ト ヤ 掘 る 恥(IJ に は 北』1,t か ら がrに か け て

「 L」 'i'伏の浅し 沿', セ� [(l) トt.' �I � て し 、 る。 杜1/lHり111/) h (,'r は N 4 E をAヽ十。

/II I · 遣物は ;, ll ッ A·· Jり） I 閤)' r/)把 [) \·か あ る 。

ー 16 1 -



口 八
戸

t I I I .i....i 
第203図 1 3 1 母竪穴住居跡

出 土土器実 i則図 ( 1 /4)

物辿
•••••

 
-••••

 
．．．．．

 

••••
 

1pcm 

〇 日

,�oorn 
土 器 （弟203凶）

1 0 1 り (l.),t/跡か ら I ll I· し た ジ 、 1 ッ キ

咄 u� と 11,J ク イ フ の把 印i か あ ん ）恰

l には打L砂約 を 多 く 介 む J'J 凶色の色

戯を 恨す る 幅 は5 . 0cm を 測 る 。

132号 竪穴住居跡（図
（図版 1 2-( 1 ) ・ 24-( 1 ) 第204凶）

M - � · 5区で検 I l l し た 1褐 穴

(lい で あ る か 、 約 1 /2 か 耕 (II

に よ る 1,評 を 受 け て い る 。 視

{1: す る 」七4府 は � . 50 m、 ll.t' i\'li

20 . 0cnt弱であ る ・ 文村は現況

で 判 断 す る 限 り 2 本 で あ る

ぅ ． 恥'" 中 央には炉を没け る U

北りり に は 幅 I . ! O m の ペ ッ ト を

紺J え る が 、 中 央 泄か途 切れそ

の間に桟 し 、 ビ ッ 1 を掘 ） て し 、

る /.',J i拇 は ペ ッ ト 沿 い と がl;I'

沿 い に 紺 ら す。 その他 ，�r糾lほ

4、明 で、 出 I-逍物 も 無 し ‘•

第202図 1 3 1 号竪穴住届跡実 測図 ( I /80) 

m
j 

3 

& '' \ 

....--< ／ o ' - I 』mhT1 II i / 

第204図 1 32号騒穴住居踪実 測図 ( 1 /80)
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133 け 堅穴住居跡出 上辿物

土 器 （図版56 初205図）

1 の 0、他か あ る ほば完形に近 く 、 1 1 贔よ

は 1:0J梃（状に 外 lxr る /II叶 部 は 卵 形 を ', '

L 、 此部は）L此 と な ／） ぅ . ,J.'d� け部分的

に肌托 して し 、 る か 、 ハ ケ を 多） IJす る 。 内

1(11 部に節削 り かみ ら れ 、 かじ を 油 く fl:

，．．け ん 胎 I.は細砂杓、 赤褐色粒 、 公母

を 介 む. 1. 1 径20 . 0cm、 腐沿 3 2 . 8cm を 測

ら ．

134サ怪穴住）片跡 I I \ 上辿物

土 器 （弟205図）

2 は 小りJ l 盛の｛波）ヤ で あ る . r I舷滞は

｛州か に 外収 し 、 兄甑風にみ え る が甑に

し て は ��.,.かti�い。 凋帖は ナ デで通常の

甑は ハ ケ と 箆削 り で 11: L: げ る こ と か ら 沿

WiはりJ ら かでな い 胎 +ば微砂l/f と 赤褐

色f./1 r を介む 赤桁色の色 ，J/,l を付つ 復

JJiし 1 1 /子26 . 0cm <t' 測 ん

゜ 10cm 

第205図 1 33号 、 1 34号竪穴住居跡出 上土器尖川）図 ( I /4) 

135 切怪火住居跡 （図版 l l ー( l ) · (2) · 24一 (2) 如206図）

L 2 · 3 区で検出 L た将火(}:店であ る が、 '''i 該(l /, 1}跡）月山は{!:/,•}が関'J集す る た め 、 ,:J/,l 介II、} に

困 難 を 極め小りJ な ，点が多 々 あ る 。 1 35 り も 4の 内 の I 州 1で 、 ク イ プ と し て は必 I l l し 状 の I ll 人 1 1 を

備 え る f l Iけであら う し か し 、 必11 1 L 部に ベ ッ ト 状 の翡 ま り 々 設け る こ と に疑I廿lセ感 じ る ． 束n,t

は ↓↓ペ ッ ト 状にみえ る が 、 州内 J J廣か内側の収際に あ る ． し か も 、 130り{l J,1} ),,  の ！「（恨では 1 30

判 ），りか 新 L く た る 1 1 1 1 l 岱りは ‘濾{l いか新 L い こ と な との要囚か ら 外),り の ，\'6 ま り は別のイl J,1; 

跡 と ぢ え た ）） かは ‘り で あ ,_, う 立村 は 2 �で も の 内 の 1 本 は 1 36 り・(I },!}の恥(IT ト に あ る ． 恥fn 中

央 に は 小 さ な炉を没け る . /,', 憚心印1,f'か ら怜内 L漿へ咽がか

11 1  l: 遺物は従 ． 紬 ・ 文脚 . :>.'6台の他 、 わ地 J の破）｝ がある 。
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1 35号、 1 36母竪穴住居跡尖 測図 ( I /80) 第206図

物逍I .  I l l  

祁207凶）器 （図版56土

次加熱を強 く 受け 伐 ら な い。 復レ ン ズ状の 1,·]1玖にな底滞を なす。 ，�.\Jll\'< はl は蛇(l)底 綿）｝ で 、

此底仔:6 . 0cm を 測 る ．

沿必曲に は指/1::批か残る。 I I 径 l � . 8cm、 臨11i2 は他であ る がつ く り が雑 で あ る 。 丸底 を な し 、

7 . 6cm を 測 る 。
.fLi:t� っ て お ら ず 、 内 1/11 中>:.JI杵 11はい斜をな し 、 脚部ばれ f·IJIJ < 

次』II然と受I.I"戯帖小lリl. 人J l·/f7. 4cm 、 剃部f'/'9 . 9cm 、 悩1'1i9 . 7cm を柳l る ．

3 ほ 必脚の ·;or�i'u',で あ る 。

火 泄が1111 状 を t( す。

4 は1 1 1 1:例 の 少 な い H怜台の（成Jl·で あ る 。 脚削部のJJfJ き は 人 き く 、 」VJ Jfクの返 し を 4 箇所に�� f

る と りえ られ る 。 近 し の 11'( I tこ心＂曲の1良跡が 残 る が 、 復肱 し た 台形凸-It}を付 すか介かはりJ ら か

逍幣は外lfli脱 き 、 I;、J 曲は ナ テ て い る 。 剃 部径25 . 6c.,nを-/Jll) る ． 粘製 され た I·.沿であ る ．

1 6'1 

でない



石 牲 （ 図 I収56 �1208図）

糾も澤）火 �·」のイi材 を 使）1」 し た .( j池 J ) \があ

る イ i 材 は四が劣 り 札りい紫色を 1立す る . nは

丸 く 血J収 り を加すが 、 }) 部の研 さIl l し は み ら

れ ず 、 9幻L.lし様1/)l1 ' 1 1f1iか 3 箇,�r み ら れ 今 K

1(11には打lし 悦叫か伐 り 、 イLは［女i釦 ヽiこ'.Q'つ．

�('I 途中でl釦H L た 11Jf1kヤ1 か強い. !11! I 中か

らの11 1 1 て糾人てあノ） ＇）

rti
にロ
リ゜ 5cm 

゜

、
)/rし．

20cm 

『

I
I
I
I
I
I
I
J

―



-

―

 

―

―

 

•
I
I
I
I
I
I
I
』 -

"
\11
W

 
淑`＞ 

I r  

第208図 1 35母竪穴住居跡出土石器炭測図 ( I /2) 

!r.207図 1 35号竪穴住居跡出土土器尖 測図 ( I /4 )  

136号竪穴住居跡 （図版2� ー(2) ・ ( 4) ダ\206図）

L - 2 1メで検 I l l L た1(0,\穴什）1りであ る が 、 約 1/2か茶畑<llMI ('Iで 削 ,,i. さ れ て し 、 る 川t I 中 か ら 休

1(11にかげて は焼 I 及び炭（ヒ材 か1枚 ↓↓ て さ 焼久 (I ).り で あ る こ と がJlj l州で き る 恥n, I. では確火 な 支

村な 1 +検1 1 1 L に （也は I· だ っ た 文 Hiく は 比 ,11 ら な い。

1 1 1 1 I 船か ら '"1然 ）� "7 ド をH,&r る II、� WJで あ る が 、 そ II)批跡す ら 必 め ら れ な し 、。 ‘必 令 に 削 'fl. さ

れ たの で あ み う

辿物の Il l I 状況は燎失 し た ,1,時の ま '£ (/)状態で 発 見 さ れ J京（ヽ 'L Iげを保 っ て る 特に外はfl{ねた状

態で11 1 1 L た、9

I l l  I . 逍物は UM沿砂）り位 （應） • 他 ・ 鉢 . )A-、 須凶戎砂）外身の他 、 I kかあ る ．

物＂
 

＇̀＾
 

．．
 
．．
．

 

•
•
•

 

．．
．

 

.,
 ．．
 

土 器 （図枷56 · 57 祁209 · 210図）

土師器 ‘り該{l:/i 'i跡の I l l J L 岱iは令て 次）�I I然を受けて お り 、 床 [(fj か ら の I ll I: ·c あ る 。 •;:':� は

I .... 5 が あ る が 、 こ の時 期は・9位 と 甕 と の Iメー'JJUかつけ難 く 、 他 と すぺ き か も 知れ な い。 ） は＇必J杉i'1111
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1 36号竪穴住居跡出土土器英測図 そ の I ( I  /4) 
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第209図



二
で知 い 1 1 舷 を I く 」 字状に

外反す る 。 体部は卵形をは

す る 。 舶 部 は 指 IE 艇 が 残

り 、 外 面は椛し 、 Jヽ ケ 、 内l布

は挫で 削 る 。 1 1 径 1 6 . 7cm、

料11i30. 8cru を 測 る ，， 2 は即

部か立ち 1 1 舷を級 く 外Jxす

る ． 粗 い ハ ケ と 削 り で1 1 I 

げ る 。 I I 径 1 9 . 9cm。 3 は/Jl,,J

J— 半部を欠失する。 4 · 5

は fnJ ク イ プ の 1J1 1 1 !ヽ!'if で あ

る . Bl•� 部は球状 を 限 す る ．

二 � 

二 � 

二
l..』4 呼cm

4 は外而に粁L い ハ ケ を加す

のに対 し 5 は紅II い ハ ケ を） IJ 

い る 。 内 1f11 ↓1 1,t,J fi と も 削

る . 4 の I J 径 1 3 . 8cm、 �f} 甜 第 2 1 0図 1 36号竪穴住居踪出土土器実測図そ の 2 ( 1 /4)

1 6 . 0cm, 5 の 口 径1 3 . 5cm 、
器科 1 6 . 0cm と 法 椛 も ほぽMーであ る ．

6 は砲弾形の甑で L.1 絃部はJJ且I'/す る. 111叶 部は脹む。 底祁には脱I如lりに径5.8cmの+Lを穿つ。 調幣

は打lし 、 ハ ケ と 削 り でイ 1 ・ トける 。 1 1 f¥.22.  9cm 、 沿 翡 1 9 . 9cmを 測 る ．

7 はか府の薄 い鉢 で、 II舷 部を代かに外収 さ せ か ,n,� 部は吸 り ）L 味 を イiす。 』l,j � は 外 1/11 が 削

り 、 内 面 は プ チ る 。 粕製 さ れ た鉢で、 「 l 径 1 5 . 7cm、 器翡7 . 7cmを 測 か

9 ....... ,5は朴で粕製品で あ る 。 「1 絃 祁 を 内 f) さ せ る 9 · 10 · 1 3--- 1 5 と 11'1 に 立つ 1 1 ・ 1 2があ る 。 ,J',I �

は胚 き が残 る も の と 箆で 削 る も の と が ある. 9 の 口 径 1 4 . 9cm 、 器 ，1'65 . 4cm。 1 0 は I I 径 1 4 . 5cm 、 沿 翡

5 . 1cm。 l l は I I 径 1 4 . 7cm 、 器底5. 0cm。 1 2の 口 径 1 5 . 0cm、 i位th 5. 75cm. 13の 口 径 1 5 . 0cm 、 器甜5. 4Clll。

Mの 口 径 1 4 . 3cm 、 器甜5. 3cm. 1 5は 口 径 1 5 . 4cm 、 淋邸5.4cm を 測 り 、 あ る 一定の法/al:を示 し て い る 。

須恵器 ＇必形の杯身が あ る 。 r 1 舷はほぽ ,mこ ＼＇［ ち L り 此 く つ く る ． 胎

I·. . 焼I必と も 艮好で製 足な杯身で あ る 。 I I 径 1 1 . 0cm、 岱切j5.2c町 を 測 る 。

土製品 （沈2 1 1 図）

r� 糀 K状の形を L た ドにか あ る 。 つ く り はfll い 。 ．次』II然を受け赤低

す る 。 I� さ 、 t¥ と も 2 . 9cm を m11 る ．
二r--lcm

第2 1 1 図 1 36号竪穴住居跡
出 土土製品実測図 ( 1 /2)
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137 り 堅穴住屈跡 （図版 1 1 - (2) · 24 け ） 約2 1 2図）

E
O

Ot1
 

ヽ‘、
怒

／ 

応,.QQrn

芦瓢加笏昴紘 / 嘉鵬瓢加螂疇耀 b゚:t:t.1.1 和
第2 1 2図 1 37号竪穴住居跡実測図 ( 1 /80)

L 3 、 4 区で検I l l し たI�穴()'),り跡で、 5 * ' の 11i板があ る 。 こ の 内 1 7 1 り 、 1 72 り /l·い に 切 ら

れ 、 153 け 、 1 54号(U,r;-を 切 っ て い /.1 'Iり（J！ プ ラ ン はj砂形である ,t戌 は� . 80 m ,  v4 収 は 7 嗚 1 0

m 、 咄1り 1 7 . 0c直後 で あ る ． 女柱I.I: 2 本 と 、思われ るが、 断面に図,r, し た 内 の 1 本は匹I. と ばな り

得な い． 恥(1iの 中 火·には桁Iリ形のり な没けて い る ＜ 束偲際には 'l" l ' J 形(/)が J)..J I .JX4 を 俯J え る 1t/ll,� 

沿 t 、 に は 1 32 り (l-1,り と l1rJ様なヘ ッ ト を付成ナ か

11 1 1 瑣物け111! . 脚台付哨' . 鉢 ・ 文脚の 他 、 l�tわ か 3 、'はあ る ．

物
辿

．．
 

• ••
 

•••••
 
-••••
 

土 器 （図版57 針i2 13図 ）
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第2 1 5図 138号 、 1 39号竪穴付居跡実測図 ( 1 /80)

I · 2 は梵 て あ る 1 の 1 1 舷は 「 < J 

,t状に外l又 す る が、 釦 部内 側の検は4 ヽ Iリ l

瞭． 復�jt l I 径26 . 9cmを 測 な 2 は 小 さ tc

、I'·』しを な「 比部外 lfliには焼｝戊後の穿イし

途中 のイしがみ ら れ る ，J.'J 1\'� ぱ /'f,;托 し て い

る か 、 外 1(11此 部付 虹 は 発 で 削 る . JJ\: it 
4 . 7cm セYlliJ る 。

3 は ミ .,. "- 7 の完形 1
1
11
1

1 で 、 1 1 if4 .  I ヽ

cm 、 閤柑·:,2 . 2cmを 測 る ． ゜ 20cm 

第2 1 6図 1 38号竪穴住居跡出 工土雑実測図 ( 1 /4)
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て い か 牡 に 1 56 りイI),り と は‘必介に ,ri tc っ て お り 、 ,J1!1rllり で !I) .. 加）りは困難であ っ た 1り(1 1 プ ラ ・／ は

力形を ' 1 1 L 、 規校は IY� . 北収が6. 15m · 6 、 05m ( {糾�j{) 、 末 ・ 内収5 . 90 m · l.i . 50 m 、 ll,'I' 閥20 . 0cru を 測

る 1和狐'(は40. 13 rrlである. ik: 札 は 4 小 で 各杜IIりはP 1 -P, が2.60 m 、 P, 凡が2. 701n 、 Pi- P, か

2 . 75m 、 P,- P、 が2 .75 m を 測 る り は明 確 で な し 、. I炉杓際には桁l 1 J )l1の 2 r虹hl\tJ)屎内 I瓶を付没

し 、 ），',J l/lW は I I, ・ 字:(人に細いがIJ � 紺 ら -r.
I I \  l • .&i物は f押ね伏 I t.-;:の＇必1r1i'1i1があ I.> .

I l l  l ·. 辿 物

土 器 （第220図）

l は To柑ね状 I 器0)り'i:;J柩1
11

1

1 が あ る t怜1(1 1には指/l浪 と ナ テ が必め ら れ る 。 1 1 泉点を仰かに外反さ

0 20cm 
1�...1—, ＿―;I _,,,,,,'' .. I,, → 

げ{

り

第220図 1 40号 ー 1 45号竪穴住居踪出 土土器実測図 ( I /4) 
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せ、 Ill·� 部は球）「ク を 見 す る 。 1 1 径5 . 9cm 、 閻\'/j5 . 8c:mなりll) る

141号堅穴住居跡出 土遺物

土 器 （第220図）
2 の ti'� 杯形の i ニ チ ュ ア I憐があ る 。 脚部 を 欠 失ナ る ， 胎 I はfi'i製 さ れ 、 焼l必 も 良 い 。 1. 1 ff 

6 . 5cmを 測 る 。

142号堅穴住｝聞｝跡 （図版27- ( l ) 弟221 図）

％該(thり を 加 え て 4 杯•「の 揺があ る 。 1 76 炉 1 42 1) • 1 77 サー• 155 り のJ肌に新 IH関係が あ る 。 '11

rri1 プ ラ ン は 長 ）j 形であろ う 。 南西限は遺 ｛（： し4 . 15m , ! 児1'.625 . 0cm を 測 る ． 文村は 不IリJ 確 で あ か
恥(11中 央に は75 . 0cm x 80 . 0cm の 力 形のかな没け て い る 。 IVJ 如府に は『1形の怜 内 U.8いを 付，没ナ る 。
が府か ら 束隙の屎内 I猥にかけて /.'J t/1'�か紺る 。
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144 号 竪 穴住居跡 （図版25 (4) 祁223図）

こ の 仕I,りを介めて 4 東位） �-(tuがあ る 。 こ の 内 3 軒を 切 り 蚊 も 新 し いl径穴(J,J心である ， 北束間は

削 ,izを受け辿{{ し な い。 1り(1j)[多状は 丈村 の虻Ii↑か ら 復hiじ「れ ば比)j形 と な る 。 ,l;IJ. �は知llわか4 . 00

m 、 1�r. ,翡 1 5 . 0cm 前後を測る． 立.f-H.t規則的に配 in さ れ た 4 �H で 、 村間は P, — 凡 か2. 15m 、 P,

P, か2. JOm 、 P1 P, か2. 1 5 m 、 P., 化 か2. OOm をり[IJか

北四りの中 火 剖iには ru 」 ·r:状 の 力 J 卜 を 1、, .没 し 、 ノ） -1 卜 1村 l人血は激 し t 、焼痕が認め られ た

カ マ ドに対/I�す る りt際には此軸80 . 0cm 、 短軸50. 0c:m 、 深 さ35 . 0cmの I 吸 を 掘込んでいた． その傍

には4ミ幣形の 直がr;� さ れ 、 中か ら ,Iii杯が出 1 し て い る . /,'J 'i/4は南束から 杓洒叩沿い に 紺 る ． 住

{r1}の I 釉は カ マ ド ）J (,,J O)柱IUI仙でN 60' Wを示す。

IJI I 逍物は翡杯 ・ 甑 ・ ミ ニ チ ュ ア I 器の 他 、 砥石が 2 )ぶ あ る 。

土 器 （図版58 第220図）

7 · 8 は仰;fll)

杯部）ヤ で あ る 。 底

部か ら )Jfi•J 部にかけ

て の/11\折は 小りJI旗

と な り 、 令体に ）L

味 な イiす。 7 の r 1

径 1 7 . 8cm 、 8 は

1 9 . 0cmを 測 る 。

9 は 甑(J)底部）ヤ

で 、 イL部は雌根状

セ ＼しする 。 次)JI I 

熱がみ ら れ る 。 外

血 か ハ ク 、 内 1r11 は

ナ T る 。

1 0はま � .::. チ 上 ア

l 器で 1 1 径3. 8cm、

器 翡 2 . 4 5 cm を 測

る。

II\ + 辿 物

O
l

 
1cm 

第224図 1 44号竪穴住届跡出土石器実iJIIJ図 ( I /2) 

ー 177 -



石 器 （図版58 初224図）

1 · 2 の砥イiがあ るり 1 は秘泥｝げ： 製の砥( I で 1/2を 欠 失 す る jiff l�iは 3 面で あ る が、 !JliIL iの（史

HJ糾JQは少な い，， 2 は (t(釦＇
濱砂府の砥イiであ る が 、 t<ffiJか凪化 し 研 叙批か不IJ)J瞭である 舶(IJ

は 4 面 を 数 え る 政 1' 1 色 の 色 ，J.'J を 1ける 。

1 45 り l祝穴住 Jrr}跡 （ 図版25 (4 l 卯223図）

0 - 3 区で検 出 し た祁火11.1.11跡で 、 1 4 4 1;- ,u,;-に 切 ら れ て い る 。 し か も 、 火 側 か 削 'I' さ れ 令容は

把j/il_で き て いない。 N限沿い にば船90. 0cmの ペ ッ ト 状遺構を成け て い る。 IYP府にはmドJ 形0)怜内

直い を伽 り 、 片 側 には ピ ッ ト を伽I込む．． そ の 他 ，,f細は,1,Qり で あ る 。

/ l l  l 辿物は蛇 ・ 砥.{ iかある

物辿．
 
•
•

 -
．．

 

＿・・,
 
••

 

土 器 （初220図）

I I はJ, l 祁tJ)吸 ら な い 梵 で、 1 1絃は長 く 斜 LJJ�こIJfl く 。 外 1/tiに は打I い

叩 き 艇が残る。 1 2ほ甕の底部 J 卜 で小 さ く 不安定 な 平底 を な す ． 底径

3 . 6cmであ る 。

石 器 （図版58 Ul225図）

化t油 府ti砂府の ( I· I· げ砥石 か あ る 。 約 1 /3 を 欠久 ナ る 町(II は � 1(1i

で 、 仙）IJ狛Jiが，＼
・
り < IJJf ざ込 出 れて い る 。 以イr .lk l 3 . 0cm を測る 。 如'1 色

を 堪 す る。

1 46 号略穴住居跡 （初226図）

II,� JUJ -1漕l の 1 58 り 住／，りに IJJ ら れ た l親火{l"f,り跡で、 約 1/2が 削 'Vを受け

て い る 。 t1iAl1'f.が � . 50 m 、 l杓閻5 . 00cm前後 を 測 り 、 逍イr状態ほ極めて悲

い。 虹1 は炉J1J. を挟ん だ 2 ,t. と 思われ る か 、 浅いため疑l:IJ か残る 、 J�

咽の隅には幅 1 . 00 m の ペ ッ ト ケ付 せ る 。 対応す る 咽際には隈l 'H'< J; 形

の性内 I- 披 を (·1 成す る U

1 1 1  I辿物ほり悦 ， 処 . it-が あ る 。

178 

0 4cm 
l I I I _J 

第225図 1 45号竪穴住居踪
出土石器実測図 ( I /2) 
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土 器 （ 凶版58 第227図）

l -... 4 l:t ・1ヤで あ る 。 1 - 3 は肘 ク イ プのI�格 で 1 1舷は此 く ）又 り 気味 に 外 以 さ せ る 。 ）,I 部から)Ji,,)部

にかけて IJ.1J-< り ‘ 底部は --1,·女定な レ ノ ス状 の ‘附氏を な す。 松 血は191耗 し て い る が 、 l には 叩 さ 船

が 残 る 1 の 1 1 'tt l 4 . 0c.111、 lltrts. 0cm 、 tふ\b2 1 . 1cm。 2 の I t ff 1 5 . 0cm。 3 は14 .0cm, 4 は 前 れ に比

ペ て I I 舷は短 く 、 Jll,,J部は柚'V·につ く 今 I I 径 1 2 . 0cm。

5 は 「 く 」 'j-';j人に外l>l t る " ** 剖1を イj し 、 此尉 をな r と 思われ る． 外1(11 に は利 い IIIJ さ殷か残る

復似 I I fl':29 . 2cm。

6 は 鉢 で u H滞を肥 JI/ す る 。 ｛如!lit I I /'f-23. Oem を 測 心

ー 1 79
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石 器 （図版59 弟229図）

1 ぱ秘泥J\-" 4'{-製の砥れであ

るが、 中 火 部が6 . 0cm x 8.  5cm 

の舒みかあ り 、 "'i初ィi llll と し

て 使JIJ し た も の を砥 わ と し て

Iり 利 川 し た こ と が ど え ら れ

る 。 視イiでの砥 rfiiは 3 曲で、

必面の使JIJ 似此がr討 く 平柑 と

な る . j] {りと27. 0cm、 幅 1 3 . 0

cm .. 

2 は 以府製の製作途中の 小

器 で あ る 。 4 f((i に 数 多 く の 削

艇 を 残 し 、 lりIJがし の幅は 6 .._ 7 

mmであ る。 現 イ1: 長 8 . 5cm 、 船

3. 9c:m 、 /'/ さ 1 . 9cm を 測 る ． 床

血 か ら の 1 1 1 I: で あ る 。

鉄 器 （第229図）

瓢疇〗
0 10cm 
斤' ,,_.. !, '一 '

疇
言 ゜

第229図 1 47号竪穴住居跡出土石器 、 鉄器実測図 ( I /4、 1 /2)

長 さ 5 . 0cm 、 幅5. Lem 、 nのIY. さ 3 mmの ,1,1リJ欽り版があ る 。 2 側而にガ部を研II-\ し て い る が、 ） I I途

は明 らかでない 。

148 号将穴住肘跡 （図）版」2 ー( I ) · 25 (a) 初219図）

N - 3 · 4 区で検 Il l し た 人則の 怪火{�I,り跡であ る が 、 l 40 {}f_bf,1} よ り 占 く 、 1 47 ',J{l:J.r; よ り 新 し

い。 1憧l形態は� h形 を 県す る と 思われ る 。 必村：は 2 本 と 思わ れ る が 、 140り 床lfli ドで検Il l し た村

穴l:t :Ji..tl. 穴か否かは疑わ し い u 床 l�I中 央には桁円形の炉を設けて い る 。 が内 J:漿は 南束限際に在

り 、 此径l . !Om 、 1-il.径85. 0cm を測 る 。 I 原の 両端には 小 ビ ッ ト を配する。 ビ ッ ト 間は80 . 0cmを 測

る。 さ ら に 、 北 11,ti沿いにはぺ ':I ト を付設 r 今

Ill I'. 逍物は脚合付1,i':1('l)が あ る ．

物辿••
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土 器 （第227図）

1 82 



1 0は 1 1 舷かfYしかに外収す る I .岱； で あ 1., • It I 邪は ）L味を小r ·->. 形状か ら脚台付のi位 の nJ能ヤIがあ

る 外 ,,uにはlip き 脳がf,Yしかに残る ． 復加 J I 径20 . 0cm

149サ怪穴住居跡出 I:辿物

石 器 （り1230凶）

｛此1'H少r浪の ( 1 i:� が あ る 。 ..ri; り て あ る こ レ か ら ( I 他 J ではない ィi

剣及ひわ しに し て は油 く 、 し か も 鉛か熊い }) 部は鋭利に 研 I l l し て い

る。

150け堅穴住居跡 出 士遣物

土 甜 （祁23 1凶）

l --.. 4 は割であか I · 3 はlirJ ク イ プ(/)梵で 2 に比校 し て がふ収が油

い。 2 は）d 剖1か他の甕 よ り も ,;f.( る • 1�1,l幣は 2 の 内 1(11 tこ ハ ク が残る の み

で他はIり礼b し て い る 4 は底 洲） i でi訊収か}'J い。 ,f,'女定な レ ソ ズ状の

<:.:: 『'.'.'';,;,>

0 3cm 
L -:-iニー

第230図 1 49号竪穴1主屈跡
出 土石怜炭測図 ( 1 /2)

、V底をな す． 内 外に ハ ケ が残 る 。 1 の I I 抒25. 0cm 2 の 1 1 ff J I . 0cm 3 の 11 rn2s . 0cm。 4 の比径

9 . 0cm を棋lj る

5 は n舷かfiY1か に 内flJ L 、 m柑!If埠II � る ， 使bjU I ff 1 5 .  0cm f!: 測 る 。

゜ 20cm 

第23 1図 150最竪穴住居跳出土土器実 測図 ( 1 /4)
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22 · 2 3 は 文脚 で II 秘 を 内 は さ

せ、 )(.)I t邪に.fLを 穿つ" X.JI部径

は 3 . 5cm と 3 .7cm、 斡邪径は9 . 5cm、

10 . 7cm. 器i<1iB . 7cm 、 1 0 . 2cm を 測

る 曇． 次）�I I然を受けて し 、 る

211-27は ミ ..:., '-{- IL ア I 俗； で 、 打1

く つ く る211 · 27 と やや J '対に つ く

る25 · 26が あ る 。

土器製 （松235図）

L製投弾がある 。 胎 I:は砂杓が

多 く 不良“ 次加然を受けl脆し 、．

復/lj� �� - 7cm 、 1¥:3. De川 を�llJ る

1 55 号l怪穴住屈跡 I Ii 上辿物

土 器 （初236図）

9
』

．
 
リ
●

0 10cm 
I ,;;i;, ,1;71, I .. L , ------""1 

第234図 1 53号竪穴住居跡出土土器尖測図 そ の 3 ( 1 /4)

如府の JI}..し 、他の 日 絃J 卜 が あ る 。 「 I 舷 の 内 外

面には（屈裂か4 し た ため別の粘 I:で補作を加

し て い る 。 /If? I'. ーは科llfrP粒 を介むが良好で あ る ，

1 58 り 感穴住）「り跡 （祁226図）

「《�,
L...i....i—:..1-1...I 

10cm 
J 

1 46 リ・O.J.り を 切 っ た l親iく(l-.J.りであ るが、 束 側 は 耕 作 に よ る Nil fヽ'

を受け遣存 し ない・ 文杜は深 さ 14 . 0cmの柱グくが 1 本検 1 1\ で き た他

は 見 \J'iた ら な い その 他詳細は不明 で あ る 、9

1H I辿物は砥イ 1が l 、点ある ．

物辿．．．
 
.,

 
．．

 
．．．

 
．．．．

 

第236図 1 55母竪穴住屈跡
出土 土器実測図 ( 1 /4 )0 2cm 

L, I -I 
節235図 1 53号竪穴住居跡

出 土土製品爽測図 ( I /2) 

石 器 （初237図）

化 I油 府'1'l砂府の石材を使川 し た砥hがある ． 視{t'.での研血は 3

rfti を 数 え る。 此 i1 , 色 の 色 ，品1 を 打す。

- 1 87 

土- .

0 5cm 
I I T IーI一I

第237図 1 58-ij, 竪穴住居跡
出 土石器実測図 ( 1 /2)



1 59 り 竪穴住居跡 （図版1 2ー (2 ) · 26 (S ) · (� ) 加238図）

oi 
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◎ 5
 ◎7

 

四lm._且

B
 

り

_ 12,80.m_f. 

� 
‘ 

c::=d畑

第238図 1 59号竪穴住居跡実 測図 ( I /80) 

1 6 1 り11" }, サ を 切 っ た状隙で検II、1 し た約'((I、),り で あ る . ·I勺(11形隙は 屁 ）」 形 を りし す か い丸 は li収

か7 . 80m · 7 、 55 m 、 知岬4 . 60m · 5 . 00m 、 11知＇り 2� . 0crn llfl後を測る ． 文tlは(l:}、l}Jr:紐!L�か ら 2 本 と 思 わ

れ る か 、 断血こ図が し た ,1-1グく は 文村 と はな り 得tc:. し 、． 休lfl沖 火には抒l. 20m OJ炉 を伽込み 、 かの

閲緑には5 . 0cm 前後の低い I·. µ を 紺 らすが 、 l火 な ど の掻11 1 し 部にはない• 中 に は 炭 化N が 允憐 L

ていた。 ）ヤ側のJ乏咄中央には隅IりJi 力 ）fクの展内 1 城 を 備 え 、 両端に 小 ビ ッ ト を��十 る 。 ビ ッ ト 1111

ぱ I . ! O m を 測 る ． ペ ッ ト 状辿描はl山j短堺側に付 ，没す る が 、 ）打lUば祁分的tc,没 h9tである。

出 l辿物は,,11, ・ 従の 他 、 ( j他 J が 3 点 あ る 。

物辿．．
 

．．．
 

II 
●_•

 
II 

土 ff (図版60 切239図）

1 は小型の袋状 1 1 絃術の系 ，fltを ,; I く も の で約 1/2残{iす る 0 屈折罹1の悛は イ漕j 瞭 で 、 珀 部は 知

- 1 88 
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第24 1 図 1 63分、 1 64丑竪穴住居跡笈JIIJ図 ( I /80) 

は 3 . 40m と 此 い。 炉.t1[は確認で き て いない． 南束咽際に4湘柏形の州内 I 扱 を 付没する・ 村IIIJ釉の

)j位はN 48' E をI)吋�．

川 上遺物は少な く 鉢が l 点 あ る 。

物辿••
 
．
 

••••
 
．
．

 

••••
•

 

土 器 （初239図）

3 の 11'1 1 1 す る 鉢が あ る 。 lff11J 卜 'l'·. f埠11 �t る 。 llfl I は砂粒の 他赤褐色杓 f を 介む。 似/Jjt 「 l 径1 5 . 0cm

を 測 る 。

1 90 



164号堅穴住居跡（図版 1 2-(2 ) 第2'1 1 図）

P - 4 区で検11 1 し た 径火{t屈跡で 、 163 り ・ 1 78 り仕I,り に りJ ら れ て い る 。 平lfli プラ ン は長ガ形で

あ る う 。 文杵は 2 4 と 忍われ 、 そ の 内 の J -1'-はベ ッ ト に接 す る 部分に掘 ら れ て い る 。 床 爪I中央に

ば深い炉を設け る 。 掻1M し た 粘 果に よ る も の であ ら う 。 Jyjll,t 沿いには幅 1 . 00mのペ ッ ト を付成す

ん。

ti! I ·  遣物は な い。

165号 堅穴住届跡 （図版12-(2) れ242図）

P - 4 区で検JI\ し た0:/,�\で総数 4 軒の 瓜板があ る が、 こ の 中で lot も 新 し いo�,.すである 。 '11. lf!l }杉

状は）i形を は し 、 規校は It/ . 北I�此4 . 88m · 4 . 75 m 、 束 • 西咽此4 . 33 m •  3 .  95 m 、 Alt_翡 1 5 . 0cmを 測

る 。 恥(1i�1t は 1 9 . 52rrl で あ る 。 支村は 4 本で村!IllはP ,-P1が2. 2 0 rn 、 P, - Piが2 . 30 m 、 Pa- P•が

2 . 30m 、 P1 - P、か2. 30m を 測 り 、 規則 的な�� 『tを な す。

北西l代には 「 U I 字 状 の カ マ トを 付成す る が、 顕冴 な 粘 卜の使）I Jは比,,� た ら な い。 カ マ ド）i l••J 

の和IIJ軸の ）J位は N 33 ' W を ,,�-t.
出 ヒ遣物は少 な く 須

必悩の朴孫の他 、 砥石

が 1 .点 あ る 。

111 : I: 辿 物

土 器 （約243図）

須恵器 n 柑祁を尖

ら せ 、 IJI,耕11には低い イi

段したす杯甜が あ る 。

焼成 ・ 胎 I: と も 良 く 、

賠灰色の 已 訓 を イiす。

閲幣は ナ デ と 11 11転宛削

り で(I. L: げ る 。 以似 1 1

径 1 4 . 9cm 、 i怜 ，l'li � . 8cm 

を 測 る ．

◎ P l  
1:3 

）
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第242図 165号騒穴住居筋英測図 ( I /80) 
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石 器 （初2'1'1図）

仙n砂れの{ j材 を使Ill し た { I lけ砥れ の 小 ）i があ

る 現イiでの研 lfli は 1 1fliで 、 全l川に加熱を受け淡 ＜

赤笈す る . l-JJ.1"5.  7cm を 測 る

166 り 祁穴イJ:J計跡 （ 初245図）

ヽl頌(1 ),りば総数で HI'の i「し複 かあ り 、 1 63 り 11.1, ,;

t り 占 し 、 カヽ 、 1 6 9 り 、 23 1 IJ· /U, り よ り 新 L し ，・ ,,,. 1針）fj

態は此J」)I多を 聞 し、 規校は1ti · 北ll'tが3./JOm · 3 . 50

m 、 束 . "り柑．か5. 00m • 5 . 20 m 、 1\t ,:'1j 8 . 0cm を 測 り 、

逍({状態は艮 く な い 恥（昧'( は 16 . 97 rrf で あ る 。 文

村は 2 本で、 l'l.11り は 1 . 70 m で あ る 。 HIIIW ほ l ' J JI多の

り を 没け る fll/\J削h r/) ); {1、,· は N 28 I� を ,1ヽ r。
1 1 1  I 辿物は地が あ る ＂

/ J I  }. 辿

物

0 10cm 
I I '--1-L- I 

第243図 1 65号、 1 66号竪穴住居跡
出 土土器尖；JIIJ図 ( l /4)

土 器 （第243図）

「 く 」 '(状に 外I又十 � I I 舷 セ イiす従で 、 飯 人 1�が 1 1 舷 剖知 あ る 。 外

f(IIは 次）�I I然を受け黒 く 咲色 十 ん 。 外血：ti糾［ し 、 内1(1iはれl し ツ ヽ ケ か

残か

169 り料 各穴住肘跡 （初2115図）

0 3cm 
l.=- T 」

第244図 1 65号竪穴住届跡
出土石 器実測図 ( 1 /2)

1 66 1J・(Eliり よ り 内 < 、 23 1 り(t=/,r} よ り 新 L し 愚穴什／，叶跡で あ � . I杓側約 1/3は耕 作 で 削 平 を 受 ( ;

て い る 立札は 2 本で あ る が 、 そ の 内 の l ,t; は 削 平を受け梢減する ．！ヒ坪沿 いには 部ペ ッ ト が

残f.,' そ の 他；r細は,,.,りJ であ る

I l l  I辿物は I 製 K杓 r r/) flり が あ る 。

物
追．

．
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．．

 
．
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1 7 1 り・1径穴イl:Jr叶跡 （図 版 1 1 ー(21 ・ 24 (4) 初2�8図）

ーロ

し 一 3 tメ で検Ill Lた小型のl欲iくfUり で 、 1 72 り (l·Jiり と ·;i:: 令 に

、1T(複r る. ,,,. 血形状は·rt、t.c ); Jf多 を りt し 、 規代は l�l • 北叩l><:3 . 70 

m · 3 . 60rn 、 束 ・ が町�2.90 m · 2 . 1 0 m を 測 る r, I 掘過 さ た

た め ＇火体 を把脚 r る C と はて 't t. い ・・

111 I· 逍物は 1 帥i� の促 ・ J宛 、 多謀澤rl)M、 tl°':t11) (也 、 石庖 rJI·が

あ る か此人であん う ．

゜ 5cm 

第247図 1 70号竪穴住居跡出上
石器実汎11図 ( I 12) 

出 J: 辿 物

土 牡 （祁2'19図）

土師器 I · 2 は人 ・ 小(/) 糾I/) I I fJ(Jl· ·e:、 1 1 駄は以 り 気林に外）メ さ せ る ． 内 1(11 は汎 て 削 り 、 様

ゴ
◎
 

〇 Iii

oll
 1 1. 1n  

第248図 1 7 1 号、 1 72号竪穴住居跡実測図 ( 1 /80)
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第249図 1 7 1 号竪穴住屈跡 出 土土器実測図 ( 1 /4 )

に稜をtr·つ。 2 は煤 か 付 ぶi す る 。 1 の復屈t u 径 1 7 . 0cnt. 2 は30 . 0cm を 測 る 。

3 はJmのl波）�- で 1 1 舷 を 行 I ·内 門 す る ， 111叶；祁ば丸味をイjす 胎 Lは／少約 と 赤褐色粒 r を介 む． 似
!JjU 1 径 l l .  8cm を 測 る 。

須恵器 外点が 2 俯休 あ る 。 1山け f と も 1 1 りw 部 は 尖 る 。 ）lfl I ·  は細砂粒か 多 く 、 Ill�·灰色の色心M を 1i

す。 4 の 1 1 径 1 3 . 7cm 、 、t,-,,�は4 . 4cm。 5 は 1. 1 径 1 4 . 4cm 、 ？ 泊＼り4 . 6cm を 測 り 、 文 fl '.パ 内 か ら IIJ .L し

た。

石 器 （図版60 第250凶）

1 · 2 の石庖 rJト が あ る

が此人で あ る 。 1 は 削！緑凝

I火府製の人伽の イ l 庖 rで中

JUJ ,I-: 頃の形状をJJ�-r-。 如(ti

は平附にfiJf恥 し 、 メJ部は鋭

く 似f い で い る 。 .fL は 外 径

8 . 0mm 、 内径5 . 0mm を 測 る 。

2 は側灯I沙料製の 小）｝ で あ る 。

0 ' 5cm 
l 1" I I ..I——」

第 250図 1 7 1 号竪穴住居跡出 土石器実測図 ( I /2) 

172号怪穴住Jr1f跡 （図｝版 l l (2) • 24 (4) 第248図）

1 7 1 引uりに約1/2 を 削 平 さ れた哨穴(l:J.り で あ る 。 斗血形状は）j形を Ill す る 。 以佼ば1t1 · 北!I,�」と

5 . 30 m · 5 . I O m 、 M! . 印府此5. 60 m · 5 . 70 rn 、 咽絲20. 0cm セ 測 る 。 必uグくは 4 本 と J�え られ る か、

北側の 2 本は削平 さ れ て い る 。 2 本の柱間は2 . 70 m で あ る 。 そ の 他詳細は"1"リJで、 出 上逍物は」＿

製 k杓 子の破）ヤがあ る が 、 枇人であろ う 上器は極めて 少 な い. /U•rの形状、 t'i�!n状 況 か ら 126

1 95 



り 、 1 40け (J.liり と ,, ,J lf、'.r JUJ<1> 1 9iN:であろ う 。

出 I胃． 逍 物

土製品 （図版GO 約25 1図）

I 製 k杓 rのI成） ： かあ る ． 柄の 名JS分は欠失 ず る I恰 I はJHfで

亦褐色粒 rか 1 1 立つ, Jill. l 中 か ら の Ill I で あ る 。 こ;J:
173号堅穴住居跡 （図版 12-(2) 約252図）

ヒ� r I Jc"' 

第25 1 図 1 72号竪穴住居跡
Q - 4 1メで検Il l L t. こ啜'./..:{I:),•! �IJ. で 1 75 り什),り を 切 っ て い る . 'I'· 出 土土製品尖 測図 ( I /2) 

血形態は h形 で 、 規 快 は 1打 • 北11.tか4 . 20m 、 火 ・ リり収か3. 60m · 

4 . 05 m 、 11,�油 5 . 0cm と 浅し ‘• 休爪lfi'lは 16 . 1 1 n↑ をrllll る 。 文,l'l は 4 本であ る か、 HIIIJ釉が四必 と 四j'

にl't� さ れ て お ら ロ ヽ で あ か 村11りはP1 - P: か l . 60m 、 P 1 Pi かI . 75 m 、 Pi- P, が 1 . 85m 、 Pj-P、
か 1 . 70 m を 測 る ．

北棺の 中 火に は 「 U 」 字状の カ マ ド を 付設す る が 、 瑣イ['.状態か幽 く 小叫な 、1はか多い。 Iヽ．軸 ）外'r

はP 1 - P1り）中l l/1 1釉か ら N 8" Wをぷす．

Hi 」.)rt物は糸）釦岱の杯身があ

る 。

物辿,
 
．

 
．．．

 

．．．．
 

.
,

 
．．

 
•••
•

 

〇 ⑫

/
J
l
|

 
2

 
p

 

P

◎
 

©
 

◎ P 3 

土 器 (t松J253図）

須 恵 器 杯 身 の 完 I杉 品 が あ

る . I I 絃祁は1((に 立ら Lが り 、 1 1

柑部は肥）リ す Q . u 知邪 外 面 は ）£

◎ : 

ヽ
12.eom 

胃゜ 10cm 

第253図 1 73号竪穴1主届跡
出 土土器実測図 ( 1 /4) 第252図 1 73母竪穴住居跡実測図 ( I /80) 
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俎 り の1111転汎削 り で11: I: げ 生 外 tftiに はJ火かぶ り が詔め ら れ る 。 1 1 t:f. J  l . Qcm 、 閲}i'i°,�5 . 6c·m ヤilt l凶．

1 7� り- r怪穴{t)苫跡 （図）次12 (2) :R,2511図）

c
 

で

／
 

-------

F
 

．
 

◎
2

 

L,1-111 I ,, • , dm 

12.60m o. 12,60m F 

“ ’’ 
第254図 1 74号、 1 75号竪穴住屈跡災間IJ図 ( 1 /80)

165 IJ f「）1り よ り ,'i く 、 1 70 り f l'.糾 J り 新 L し 、 l洛:/(fl ),'}跡であ る 'I勺紺 プ ラ ・ノはJ�}j)診 を ' 1',す る か

やや↑ て あ る 。 炭役 は 1N·北収が3 . 60m · 3 . �0m 、 火 • 印1,t. が4.90m ·4 . 60m 、 A\t�·os . Oc..'10 1li1後で

あ る 恥(1 1柏は16 . 78 nf で あ る と卜l H 2 ,l. 'C 、 H IIIJLt2 . 50 m で あ る 恥(IJ 中 央には机狼v)i\り い炉

を設げて し 、 か ．剌 1,�際にはh4 V-1 I激を�ll え 、 ） ｝ 軋l柘 小 ビ ッ ト をりii込む. HI/IJ軋IJv)};(、り は N l3 ' W を

1), す。

I l l  I: 逍物ば,�·�・批・外 ・ 'f·捏ね I:広 が あ る ．

物辿
9-9
1 

••••
 

•
9
•

 

••••
 , 

一197-
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万＼ II

ご
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1 1 ,I 
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、1『下＼
20cm \ - " 
J 

" !i " � � 

第255図 1 74号竪穴住居跡出 土土甜実 測 図 ( 1 /4) 

土 器 （祁255図）

I は仮 合 1 1 絃心の復似火測である 。 1 1 舷の/ti\折 部の彼は明瞭で あ る ， ff! 部は�II ま る. N原 1 1 径

1 6 . 6cmを浪ljる 。

甕 は 2 .._ 6 があ る 。 2 の 「 < J 'j'. 状に鋭 く 外反「る 1 1 舷 蔀に Ji f 部はやや張 る 。 以 肱 ll f'f-28 . 0

cm. 3 はJ乏い 1 1 素紅部� 1」 L 、 9釦褪和(11 はf•Yしか に突I l l t る 。 即部 卜 に は 台形状凸舟な貼付す る 。 全

血に 次加然を受（ナ淡 < Ji浚r か いjui f判0. 0cm。 5 は他に比ぺて 1 1 贔如の外収瓜は鈍 く 、 1 .1 45

部を肥肛 さ せ る 。 1如; u i 径 1 7 . 0cm。 6 は 小振 の甕で蚊人径が 1 1 舷部にある． 介体か）州耗すか

7 は 人, l'< I})鉢の破Jt である• 内外血に ハ ク か残 る 。

8 は r0押ね 卜器の＇必形i'1111であ る． 令(jjに指JI油か残 か 「 l 抒7 . 4cm 、 i怜泊i 3 . 2cmな測る ．

175 り·I怪穴住）rり跡 （図）収 12 (2) 祁2M図）

Q 4 · 5 区で検I l l し た 慾'._:(lJり で 1 73 り fl.Jiり に りJ ら れ て い る 。 耕イり に よ る 削 平 が 粁 し く イ漕l

な、、Kか多し 、

I l l 卜，遺物は必脚）ヤが 2 糾 休 あ る 。

198-



物

土製品 （第256凶）

立脚の破） t· が 2 似l体ある 。 いずれ も

辿I-1 1 1  

次小）卜で全容は把拙で き な い。 炸い

Jm然を受げ極 め て 脆 く な る。

176 り翌穴住居跡
（図版27- ( 1 )

1?cm 
I I I -.1....1...L-第22 1 図 ）

1 75号竪穴住居跡出 土土器実測図 ( 1 /4)
1 42 �J 、 143号、 1 7 7 号 （ド）け な りJ っ た

状態で検出 し た l怪穴(l:kりであ る 。 北側は削 'V· さ れ 約 1/3遺｛（ す る ． 文札は 2 ,ii: で そ の 内 の 1 本 は

第256図

U腐の外側には村 r:JJ 1 .  60 m の 小fl 穴 を 掘込 ん で い小IJJJ。 1vJ!府に は柏 円形の屎 内 I服を付設 し 、

る 。 その 他詳細は 不IJ/J で あ る ．

1 1 1 1· 遣物は無い．

ーー ー ーーー／
ー
ー
I

 

ーーー ー ー

178サ竪穴住居跡出 」：： 辿 物

I は甕の復屈（火測であ る 。 ）JHの 一 滞 を 欠 似

す る 。 1 1 舷部は知 く 内内1メt味につ く る。 ）i i 部

か ら胴部にかけての張 り は鈍 く 、 底部は4ぐ女

晶�Iよれlし 、 ハ ケ が

器 （第257図）土

定な小 さ な 平底を 131 す る

, ‘、
ー 9

\
\

 

残 り 、 i"J 1fl1 ト 平 は ナ デ 梢 す 。 仮 原 ll f'f:2 3 . 6

次cm 、 底径4. 5cm 、 復 原 塙利27 . 7cmを 測 る ．

加熱で変色す る 。

2 はJ IJ途不明 の小J{I�の I 悩で、 11 絃 と 底 部

を欠失す る 。 底剖1は脚台が付 く 悩釉 と 杓 え ら

れ る 。 J伽）部には ド）j伯lにff5 . 0mm の .fL を サ っ

て い る 。 祭 jし と も 杓 え ら れ る ． 屎 内 L城 内 か

ら の Il l I: で あ る 。 20cm 
J 

1 78号竪穴住居跡出 土土器冥測図 ( I /4) 

―↓-l T ヤ→一 -'·

第257図

- ) 99-

祁258図）器 （図版60石
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第259図 1 80号、 1 8 1 号 、 1 86母竪穴住届 跡実 i則図 ( I /80) 
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1 8 1 り祁穴イl:)i!;跡 （図 版 1 3 ( t ) ・ 27 (2) 祁259図）

180 け 、 1 86 り 0:/iり に 切 ら れ た •Jl.1(11形状かlく ）） ）I多 を 1 ,t す る l怪穴{Uりで あ か 規代は不明（前である

が 、 1\i.t府3 .80m、 」,;:A府が5 . 40 m を 測 か ）l 力 の 知収側には幅90 . 0cmのペ ッ ト を 付せ る ． 恥(11 I には

炭化M(/)成）｝ か t,・ I il!t; め ら れ 、 火 災K俎遇 し た 11f能ti かあI., . そ の 他詳細は小明 で あ る 。

1 1 1 1 逍物はldtわ 、 鉄岱か あ る ．

物
逍

．．．． 
．．．．

 
••

 ,
 
．．．

 

石 器 （凶版60 祁262凶）

1 は砂府製(/) 況砥があ る。 コ 次）�u熱

を受け 約(11 か 紺Hfr L 、 ざ ら つ い て い

る 。 i比{r:の 研 血 は 2 血で あ る か 、 liJf 1(11 

の ril}JIJ も 小明 IIれであ る J1tt I 中か ら の

/ 1 1 1 Cあ る 。

鉄 器 （図版60 第262凶）

2 ば板状鉄芹の破JI で あ る 。 JJJt 部 と

側 祁を 欠 く 。 メJ 部は鋭利にWf1 1 1 し て い

る が 、 銹）ul(れか-� し し 、 糾4. 8cm 、 )lj さ

7 . Omroセ 測 か 1-ls. 1旬 か ら の 111 .J. で あ

-:> .  

182 け 翌穴住居跡出 土辿物

2
 

-: 

ーー01

. � □ � 

第262図 1 8 1 -li}竪穴住居踪出 土石甜 、 鉄器其測図 ( 1 /2)

土 器 （第260凶）

2 1/)i� を 侠 し に了帷ね I- �泣がある 。 a怜）r� はややj'で、 松卯は/ti い． 胎 I は他 の I 岱�l11J様 、 細砂

tv と h、祀色杓 r-を 介 む。 I I 行:9. 2cm 、 此ff6.  ,15cm 、 悩!'li3 . 6cmをrtllJ る 。

1 83 が怪穴住）沿跡 （ 図版 1 3 ( I ) · 27-12) 初263図）

5 �1!1> ifiNかある 1 86り作）＇り に IJJ られて い る 他は 3 ffrJ)fl:/, り を り っ て い る , 'f' l(U 形 状 は 此 )j

形 を 情 し 、 規佼ばI杓 • 北収6.30m · 6 . 50m (復似） 、 火 . vり咄か4 . 1 5  m · 4 . 30 m 、 11,$仙 I O. Ocm 1iiJ後 を

203 



」

こ
l

=二二二ミ‘、
r
、

u
 

――
 

――
 

一ク-

/
 

ロケIt
〗[）ー

住188

F-

� ー ーw,7�

12.60m 1W0m e 

-言詈菫言

A―
 

12-60m O C , , • 

゜
6=

 
183号-185号、 187号竪穴住居跡実測図(1/80)第263図

支柱は 2 本でいずれ も ペ ッ ト に接 し て掘られている 。 柱間は3.60 m で あ る。 床面中央には
不幣円形の炉を設ける。 南峡中央には桁I 『J形の屋内土漿を付設する・ 短陪には幅1.25mのペ ッ ト

状逍構を付設 し 、 東側のベ ッ ト は 1/2の設骰である 。 柱間での上軸方（立はN58" E を示す。

出 上迎物は鉢の他、 石庖 r 、 砥石がある。

測 る。
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IH ; ト 辿 物

土 器 （第260図）

5 の l� い 1 1 舷 部 を 「 < J '/状に外反す る 地の破J; が あ る 。 J, i 祁 は 張 ら ず 此/JI収 を な す と 思 わ れ

る 。 淵幣は外面が粗いlip き 、 内 曲 は机 い ハ ケ か残 か 胎 Lは妙約 ・ 赤褐色ぶI [を介む。 淡 い 茶 褐

色 を 昆 す る 。 復原 1 1 ff25.0cm を 測 る 。

186 り翌穴住居跡 （図恥3 ( I ) 第259図）

総数 6 軒 の 爪 複 が あ る 。 180 け住I阻こ りJ ら れ 、 18 1 りから 183 り、 187�j(}:{if を 切 っ て い る 。 平頂i

プラ ン はlJ:)J)診 を 凶 し 、 規校は長咽が6. 30m 、 JctH府が3 . 80m 、 り知'b 1 0 .  0cm 前後を測 る 。 文柱穴は検

出 で き て い な い が 2 本で あ ろ う ． りi,l」卜 は 1 8 1 り住店 内で検出 し た。 束側の咄沿 いに は幅 1 . 20 m の

ペ ッ ト を 付す。 ）ヤ 側の 紀府中火には桁Iり 形 の 長紬1 . 55 rn 、 短釉90. 0cmの怜内 卜服 を 付 成 し 、 以廣の

底面に は 2 俯 の ビ ッ ト を伽込 ん で い る 。 ビ ッ ト ltlJは75 . 0cm を 測 る ，

出 卜逍物はII
、し 1 1 ヽ和 . !'I! .  鉢 ・ 文脚が あ る ．

1 1 1 '. 上 辿 物

土 器 （ダl260図）

6 は11'l l I ',1\1の役）泉尖測である 。 IJl11J部は吸 り A1J ·I'· と な か 外 tfli は ナ デ 、 内 10Hこ粗い ハ ケ か残る

復似 1 1 径 1 '1 . 0cm を 測 る 。

7 は I I 絃 の 外以此の鈍い把の破）i で あ る . Jn11J泄に は消I いI'll き 狼か残が 外1(11に は 一次}JI I然を受

け黒 く く す む。 復屈U I 径 1 3 . 6cm を 測 る 。

8 · 9 は鉢で、 8 ば 器咽が油 ＜ 籾製1V1 で あ る 。 9 は甜収がJリ．い 粗製で4辺安定な レ ン ズ状の底部

を打す。 8 の復原 n 祁1 2 . 0cm. 9 は ！ ！ 径1 5 . 0cm、 底径5 . 1cm、 器 11'/i 7 . 2cm を 測 る ．

1 0はhi内 巳廣か らI i i上 し た 支脚）卜で1/3残イf す る ． 犬 外 部が伯斜 しfしな穿つ タ イ プ で あ る ， 剃

部径 1 1 . 0cm を 測 る ．

187号堅穴住屈跡 （図版 1 3-( 1 ) · 27-(2) 卯263図）

183け 、 185 け 、 186 り、 188 け{l:/,り の すぺて に 切 ら れ た 浮穴仕I朴跡で、 辿(l状態が極めて叫 く ＇火

態は4ヽ I_JJJ であ る 。

出 上追物は杵熊で あ る 。
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第265図 188号、 246号竪穴住居跡実測図(I/80) 
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第267図 1 90号、 1 9 1 号、 1 93号、 1 94号竪穴住居跡実測図 (1/80)



188 り侭杓穴住居跡 （図版 1 3 ( ! ) ・ 27 (2) 第265図）

R - 2 区で検11 1 し た 路火代）＆跡で 、 190 り 、 246 8·{t:Jけ よ り 占 く 、 187り{!'./,り よ り 新 し い。 ‘杓面形

状 は 及 ）j形であ る . 1-'4』',t 長3. 60 m 、 l町I'り 18 . 0cm を �[IJ る 。 支fl は 2 人でその内の 1 ,t,. は246 りU-.i7ii 卜 で

検I l l し た。 H間は2. 20m を 測 る . H 1111に は不幣 1'1形のかケ掘る 1vil\�fj1には屎内 I J廣を備えて い

る が 、 間際ではな し 、0

1 1 1 · 1 :  遺物け砥れ と 以製鎌があ る

物
辿疇

9

.,
 
．．

 
r
 ,

 ．
 

．．．．．
 
ー・・

石 器 （図版6 1 第266図）

1 はJ , �· げ'l rl)砥イiで完形 品 で あ る 餅 1fu は 1 1niで（史JU 度 は 低

し '• � さ 12 . 5cm 、 船� . 5cm 、 /') さ 1 . 6cm を 測 る

鉄 器 （凶 版61 切266図）

2 は小伽の鎌 で あ る りJ先 部を火火 L て お り 、 納の芥 共 邪は船

lム と な り 小 さ く 折 1111 げ て い る ． メ） 部は鋭利で、 行の}'J さ 2 . 0mm、 船

2 . 1cm を 測 る ．

190 り陪 t穴住Jrサ跡 （図版13 ( I ) ・ 27 (2) 如267図）

％該11:J,•:· 0)J,',J 心は Y し い,.\'J梃状況をIJヽ す． 総数 6 t「の ff(汲があ

り 、 新Il l関係は 1 96 り ・ 190り • 193 り ・ 2'16 り → 188 り ・ 1 91 り であ

る 。 ‘杓(1j プ フ ン は 長 ）j 形 な 尺 し 、 Vり 州 と 1炉灼 長 は5 . 1 0 m と '1 . 40 

m 、 既1'6 15 . 0cmtlり後で あ る 。 立札は 2 本で、 村IIり は ] . 90 m で あ る ．

相Ill軸か ら やや11咽 り に招鉢状のか を掘込ん で い る 。 西 咄 I • 火に

は桁円形の 2 段掘 り の怜内 I 激 を 設 け る ． 仙J 短 卯 に は 部 分 (�J に

ベ ッ ト を (J 成す る が、 rtf叩はJ妬1tll,�の掘過 ざで知 く な る。

Iii I .&t物は1(1 uw ・ 甕 . ,1· 砂ト ・ 鉢 . t,.; 台の他 、 砥わ 、 I: 限 · 糾J

f の 柄かある。

I廿 土 辿
物
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土 器 （図版61 �268図）

I ば1(1 I I ，ヽ他 の復1,;i ·火測Cあ る 1 1 4科IIをfYしかではある か肥)'J ·t る 外1(11 に ば ハ ケ が残 り 、 内 Lfri

ぱ ナ ヂて し 、 る 。 役lliし 1 1 径20 . 0cm� 1JllJ る

甕ばJ�い I. I 粒に山 り の鈍け 、iji,,J部をtr: r 2 、 低い脚台 を -{jす I.> � 、 人� J利の製で 1 1 lii 部に 刻みセ虻

L 、 り 虚に�II し 、 女IJみ を {1 す (Itし 、台形凸術を Ill, (J 4" る 4 と があ I.> 2 ·  � it lir. い ハ ケ で/I I げ（ し ，

/J 2 <lJ I I if 1 9 .  Oem 3 1/J �1,: miff: 1 8 .  Oem �dJllJ ;., 

5 はti',製 さ れ た,:'Ii外でつ く り が検 め C l� し 、' )小 部は 欠失 L 脚部のみがりしる。 脚部には 4 伯I<JJ .fL 
セ守つ 礼儲Ii1f9. 3c.in (..-m1J 今

7 は小八'!り） 外のI成 ） l であ る . bし部は小 さ く し か も 4咳演；tr: 'l'· btを tc:·r. 復）lj( I I /f 9 .  Orm 、 !ti;{t

2 . 5cm を 測 る

し. I l,...J;:a 

ー ー ッ

20cm 
f.---1 .... � �f a 

I 

税268図 1 90-i}竪穴1主居跡 出 土土雅災則図 ( 1 /4) 
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測る 休 [(f l (/)やや114'Iii り には円形の加艇 丼 し い炉址か ，忍 め ら れ る • 印府際には4 �ヽJfjti:凩内 l.激

を掘 り 、 小 ピ y 卜 が内外に 4 俯 {[る 束 ・ 内叩に は肘，I l . OO m の ペ ッ ト を0111 え て い る 。

出 Iこ遣物(l) 卜 だ っ た も のは砥イ 1 か l 、1は あ る 。

物辿•←
 
9

-

．．．
 

-
9

9
 

ー．．．
 

石 器 （ 図版61 U\272図 ）

(El如·:竹妙府のイ I: I ·  け(d(わ か あ る . Iii「 l(riは � 1(1] を数 え る . {tJf 込 み か 檄 L く 凹 曲 を な す 」と さ

1 1 .  5cmを測 る 屋I勺 l瓶!J)傍か ら 1 1 1 J し た
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第273図 1 95号、 1 99号竪穴住居跡災則図 ( 1 /80)

2 1 1 -



195 号 窓穴住屈跡 （図版」3一(2) 第273図）

S I · 2 1メで検I i i し た 1怪穴{1'/,りで、 1 94 りイl'.), 1t を 切 り 、 1 09 り イけれこ りJ ら れ 約 1 /2 が 削 平 を 受

け る • lfJHf此3. 90m 、 lft1\':j 1 4 .  0cm 前後で あ る よ村 は断1(1jで凶I)ヽ し た 村 'I°(が相 ‘り す る か否か '1�1リ Jで

あ.:, . 東附には 4溝'{)j)f多r/)屎内 I 服 を伽込む ih火隊に は探 さ 48 . 0cmの I J廣を備え 、 州内Jtj·成穴の

1 1f能ヤI が あ る ， そ の 他 詳細 ぱ 4ヽ明 で あ る ，

1 1 1 1 追物（ふ卯小かあ る 。

HI  I:: 辿 物

土 器 (�274図）

1 はjとい 1 1 紘部初杉づ く なib杯の)f名11n· で あ る 。 胎 l は緻密で 、 焼l必は邸 li';I で あ る 。 約(11が1�I

托 し ，J,'J!JJltは-1, Iリ J瞭であ る が、 If・ト さ I I I げ であ ／ ぶ 入 りJ椅 色 の 色 ，JI H凸': r. &1如 l 径3 1 . 0四l を 測

る

196 8憶各穴住）占跡 （図版27-(2) 第276図）

R · S - 1 区で検 I ll L t.:: ! 怪穴作肘跡で、 平 而 プ ラ ンは）i 形 を ',! する 北限の 一 部が木掘であ る

が 、 附!�を復J泉すれ は1v1 · 北偲5 .50m · 5 .60 m 、 火 . Vり収5 . 90m • 5 .  70 m 、 l\�閥20 . 0cm 前後を測

る ． 復/),t恥狐'tは32. 56 ni で あ る 文卜I I.I: 4 ,i,. を屁l(IJ的に配 L 、 北側の村 は建11'( L を 11 1 っ て い る ，9

各村1/IJはP, P2 が 2 . 50m 、 P,-P, が2.30 m 、 P, PJ' が2 . 60 m 、 P1 P, が 2 . G5 m 、 Pi Iり が2 . 50

m 、 J\'-P、が2 . 65 m を m11 る 炉は恥創決祁に没け か I杓咄沿 い に は 段辿 い に 2 本 の 朴 ＇パ を ��

L 、 村穴 と 附 と はkill し 濯がで繋がる。 その間に浅い屎1J,J I !;i を ，没inす る 。 ti、グ, 11りは 1 . 30 m を 測 る ，

),',Ht'り は北収 と 即1,t(/) 一部が途 リJれ る 他 は限沿いに紺 らす,, P , - P, の柱1/]J軸を採） IJす る と (t),印f(!J )J 

位 は N 28 E を ホす。

1 1 1 1 辿物はヽ，柾 • 小）';1/)L此 . ,l
°
li林 ・ 鉢 ・ ミ ニ ・1, .,. 7 I_船の他 、 石池 」 か あ る ，

物辿．．
 
,．-
9
 

．．．
 
．．．
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土 器 （図版61 · 62 t/'!274図）

2 心：':,で)Il,,J ド'I"を火iけ る 0 I I 舷 は ［ く 」 'I-状に外反 L 、 Jd I邪(/)'1k り は強い J刈祁はハ ケ と 掩

削 り で什 Lげ る。 似原 「 I 径 1 7 . 5cm を 測 る ．

3 - 7 は小J\VL底 I 岱で あ る 。 ,-, 舷祁か{•加かに 内何す る 3 · 5 と Joi: 人径か I I 絃部にあ る 6 、 短

2 1 2  
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第274図 195号、 1 96-ij-竪穴住屈跡出土土器灰測図 ( 1 /4)
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第275図 1 96号、 1 97号竪穴住居跡実 測 図 ( I /80) 

3
 

り

゜

3m 

い ！ 舷にm;;1部か吸るやや人伽でつ く り の利 い 7 な と がある 。 こ の 内の 6 は 古 朴 I を示す。 IJH部は屈

｀杓球 を やす る すべて 弱 し 、 次 )JI I熱を受け黒 く く すむ。 5 の 1 1 径 8 . 8cm 、 i紅6 9 . �cm。 6 は 1 1 ff. 

9. 2cm、 i�,1り8 . 3cm を憎tu る 。

ti',� 外は 8 - 1 5 が あ /.) 8 は＇必形で ある. 9 を 除 く いが邪は没 く つ く ら れ 、 (t 部の/11!折は小りJI既

で あ る . Jlli1部は1([線的で 1 1 絃 の外1x1虻は鈍い。 脚 部は 3 ク イ プあ り 、 8 · 15の柱状部か知 く ii•:部
で鋭 く va く ク イ プ と 1 2 • HO) ス カ ー ト 状にUl·J脚す る も の 、 1 3の ス マ ー ト な脚に鋸歯文 を紀す る も

の が あ る 。 二次加熱が鮮 lリ］ な も の と そ う でな い必杯はが あ る 。 8 の 1 1 径 1 8 . 7cm、 �v. 部径 1 2 . 5cm 、

- 2 l 4  



器閥 1 2 . 4cm. 9 の復原 I I 径 1 9 . 6cm. 1 1 の1及JJ;u 1 径 18 . 6cm, 1 2の恥祁径 1 2 . 6cm。 1 4 の 剃 部 は 1 7 . 0

cm。 1 5ば 12 .Scma- 測 る ．

1 6の鉢ぱ糾人であ る . f屯か な 1帷t を 閏す る 。 外 曲 の一 邪に Ill] さ批が残る りJ,'�時代終木似の所

旅であろ う 。

ミ ニ •1・ ュ ア uやは17..... 19が あ る 。 ミ ー チ ュ ア に し て はJjfl l は粕製 さ れ て い る ．

石 器 （節276図）
＇ぶ母H n製の イi他 」 か あ る が、 此人

で あ る。 形状的には弥牛後期の特徴を

小す． 孔 は 人 き く 粗 く 穿つ. .flの内径

6 . 0mm を 測 る 。

197 か 怪穴イじ）附跡 （祁275図）

;
 

◎ ◎ 

゜一 rem 

第276図 1 96母竪穴住居跡出土石器英測図 ( I /2) 

R - 1 1メ で検1 11 し た 隆穴11 J, 1; で あ る が、 i96 り什},り に 切 ら れ 、 し か も 木掘部分が多 く 、 （火(,I-は4ヽ

叫 で あ る 。 呪閲 1 0 . 0cmを測 る 。

111 J 遺物は焦い。

199 号路穴住居跡 （図版 1 3ー(2) 第273図）

S · 'J'  I 区で検 I l l し た 人JWのI洛

穴什）,'r跡で、 1 911 り 、 1 95 り 、 1 98り(1

I, り を 切 っ て い I.> " ィ1:/,り の 1/2が，�.·i -tr
区 外 の た めグ＆側に� っ て い な い。 平

1(rj形態は）j形であ ら う 。 南収JしがJI

測で き7 . 80 m 、 ll;/1絲20 . 0cmを 測 る ． 文

札は 4 本で、 そ の 内 の 2 木は叫げ氾

外 に あ る . 2 本 の.fl:11IJは3 . 1 0 m であ

る 。 u、 111 1 の Vり 'Irr り に は焼批か残る 。

火咄際には州、内 1 城 を 付 成 す る 。 現

{f のll,t沿いには1俎·r.な 紺 ら す．

Ill 1-. 辿物は浙 ． 鉢の他 、 砥ィi 、 以

製鋤先 、 I· 製 I,:杓 r-の柄がある。

＂マ'

螂 ， ＼ ＼・ 、•一• 一―----

L......., —』 I ' I
20cm 
J 

第277図 1 99号竪穴住届跡出工土器実測図 ( I /4) 
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土 器 （図版62 第277凶）

l 'よ即部か ら 1 1 舷 にかけて収 り 気1J.1-1· 外収 L 、 Ii i 部ば 行 し く 吸 かi:�で あ る ， I贔,�は II 贔釦が� J-

デ 、 外血ヰlし 、 ハ ケ 、 IJ..J 1f11 1切庖 C 削 る Ii i 部 IJ-J 1(1 iは,k ,J,',J粘で粘 I ffJlの接伍(/jか残か 次）�I I然を

受 け て し 、 る I i f'f l 8 . 0c以i'l)IIJる

2 は 人伽tJ)鉢 て I I 舷は内t'lj す る lllnl部は丸味をJ.� ら、 仝体に 松収か}I) し 、 ， 似llil I I ff2:3. I cm 、 枯

i\':J I I . 6cm� 測 る

石 器 （図版62 第278図）

I Iま'J� IU )ヤ府'fIの砥イ iでftlf 1fc iは 2 rrri を 数 え る 長 さ 1 0 . 3cm を 澗 る （史） I J )l'.[は少ない 2 は［此'l1
砂n戦の{ I I . I釦 iである !j)f血は 3 曲で 、 � lftiぱ欠mt る ） 011熱 を 受 け ）,U づん で い る 視 イ,: .Ix 

9 . 5('mt,.,-机lj る

鉄 器 （図版62 第278図）

3 の 鋤先が あ る が、 約 1 /3を欠失すI."。 令体的に·,l以 ん で お り 、 中央に は銹脹れが1認め られ る。 j)

部ま鋭利に似f ざ / I \すか、 研 さ減 り か激 し く 袋 部 よ り も 内 側 に ガ 滞が あ る l糾5. 1 cm、 Iり さ 3 . 0mmを

測 -!> .

二 ニ［ こW.
l I I I rem 

第278図 1 99母竪穴住居跡 出土石器 、 鉄器、 土製品尖測図 ( I /2) 
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土製品 cw21s図）

4 は l製の K杓 ［ の柄 で あ る ） J{t I I t.fi'f製 さ れ た 粘 L を使）IJ し緻密で あ る か 、 つ く り は粗い

柄o)J1� 1邪は柚 'jl�こな り 、 杓 贋 と の接和(11 がi§J瞭に残る. ftり の 及 さ 6 . !icmを�Ill る。

200 号 l怪穴代）,r;, 跡 （図版13 (2 ) · 27- ( 3) 初279図）

T - I �- C検I l l し に 怒火{Hり跡で201 り /U.•:·を lJJ っ て い る 約 1/2か,J.',J介,)(:外で·;�-1111t:-'Ji�, て い

な い． 而府艮3. 90rn 、 11,t,1':, l 7 .  Orm 1111後 を 測 る +の他111-紅flば 4ヽリJであ る 。

1 1 1 1: 逍物は 殆 と:��; し 、．

20 1 号 怪 穴

住）月跡
（図版 1 3- (2) · 27

(3) 第279図）

200 り {l· ),•,\ tこ り） ら

れ 、 25 り 1 激を 切 っ

た状態で検IH し た小
) f,1/ 0) 竪 穴 ( t i,り で あ

る .. 'I'-血形1康はJ� )j

形 を りし し 、 以校は怜1

• 北州が4 . ! 0 m 、 束

・ 11り 11.r.力ヽ3 . 70 m 、 咄

11'6 l O . Ocmを測 ふ 休

1{11 柏 ほ J 4 .  97 rrl で あ

る 立村の 1 本 はIリl

瞭で他の 1 本は検11 1

で き て い な い。 応(1i

中央にはイi役 を な 十

探 さ 52 . 0cmの ビ ッ ト

を掘 り 、 その/,',JU!lに

小 ビ ッ ト をfi�す る か

'.b •  の機能ぱ 杓 え 難 い。

E
dl
 

゜
r '
 

© ー
◎

IIl
 

3m 

12.70m 
12、
メ）
3

第279図 200分、 20 1 号竪穴住居跡尖測図 ( 1 /80)
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1tf咄際に は不幣形の怜内 1城 を 備 え 、 -)j に 小 ピ ッ ト をhじヤ る か 、 ,,,,j端にu,1られ て し 、た 11J能竹か

強い。 さ ら に 内 坪際 に も 不幣形の 1·.�iがりii ら れ て い る 。

1 1 1 1:: 迎物は脚台付 l:t!l絃の他 、 砥11 Uillll.) が あ る

IH  I :  辿 物

土 器 （第280図）

脚台付 の コ ッ プ形 I 器がある。 約 1/2が残{1:す る 。 lliul部 I 'r か ら 1 1 絃
部にかけ て は 内 ば し 、 /cl:大径が）肘中 火 に あ る 。 脚部は欠久 L て い る が低

い脚台が付 く であら う 。 ク� 1(1 i に ハ ケ が み ら れ る 以外はすべて ナ ナ で ( I. J 

げ る 。 似原 l I 径6 . 8cm をm1iふ
‘‘ 

0 5cm 
1 、 , I • I 

石 器 （図版62 約28 1 図 ）

紐泥Ji �' }(I) れ IHI. をlilU , と し て 1り利） IJ し た も の C 、 約 1 / 2 を 火 久

十 る 中 央にはイ , fill様の1 1111(11 を残すや 現イiでのltlf 1(11 は 5 ''" で 、 火

曲は 1/3を的(11 と す る 。 J比 ((長23.0cm 、 )り い所で2 . 3cm を 測 か 性

内 I ·激 か ら の 出 l:で あ る 。

策280図 201 号竪穴住居跡
出 土土器実測図 ( I /4) 

202 号 賂穴住居跡 （図版13-(2) · 27 (4l U12s2図）

T · U - 2 1メで検I l l L t: 祁穴{U.•:跡で 、 203 り ( l ),り と 7 り 枷I Lゞ

朴紐物 に りJ ら れ て い る 、1'1(11 プ ッ ソ 及び規校な とは4ヽlリl で 、 北限

は3.70 m を mu る

I I  I I 此t物は熊し‘•

203 号翌穴tt1i 1r跡 （図版13 ー (2) · 27-(4 ) 沈282図）

7 り 建物に剖1分的なr!IJ ヽV を受け て い る か 、 ↑容は1叫Ji{ で き る 。

I 
＼ 、 ＼

L......., ,[ ,-1 
呼cm

杓(tj形状ほ此 ）））杉を '.t' L 、 ,N . 北収tl .70 rn · 5 . 00m 、 東 ・ ,,り 」 ,.�3 . 20 第28 1 図 201 丑竪穴住居跡出土

rn · 3 . 1 0 m 、 !\� ri'li ! O . Oc町］り後であ る ． 恥狐1,は 1 '1 . 69n1 で あ る 。 文中l. 石器実測図 ( I /4) 

は 2 本で 2 4 と も 浅い。 柱IIIJは2. 1 5 m で あ る . HIIIJには径95 . 0cmの炉を設け 、 南軋I]一部を除し , -c J,'.J 

絃に 卜 f が 紺 る 。 内 部は炭化粒が允満 L て いた。 rr沖中火には4湘屯叫形の州内 I凋を紀す る ．

Ill L: 辿物はヽ沖の他、 砥11が J ,,,'、i あ る 。

2 1 8-
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土 甜 （第283図）

沢 介 1 1 舷(�ヤの I I 絃 ） ； ・ が あ る r l 舷 部は�v. く 、 内(Jj

さ せ て い /., lit\りi 部の＆は1リJ I設であ る ● ,J,'4� は ハ ケ

と ） ，r t I I  I げ る 。 伎bjU I 径 1 6 . 1cm を 測 る ．

01E
R
a
 

0 

m
 

0

3

 

一ii
-i

-q

i

-

石 ff (図版62 第284図）

妙n製の 中砥れの破片が あ ん 残れ((Iは却((I I.' ,( I 

2 1 9  -

し.......... —.. ,, I �Ocm 

ffl283図 203号竪穴住届跡
出土土舘尖測図 ( I /4) 



側 面のみで他はすべて欠mナる 。 J]Jrでの舶(11は 2 曲 を 放 え る 現イ(

此 7 . 2cm を 測 る 。 坤 I 中 か ら の / I L i. で あ る ．

208 号感穴住居跡 （収ll版 J '1 (2) · 28ー(Z) 祁285図）

'ヽ't ,該｛「），り1ふ」 も か な り の ，，I'/集状況がれJ収で き る 総数 HI·の 1 T1複 か

あ る 。 209 り 、 2 1 1 i; (U, り を 切 っ て し 、 る 。 1勺tn プフ ハ:t1-.i::JJ 形 を い し 、

規t岱は以イiでの1h · 北収か5. 20 m · I\ .  80 m 、 内収か4 . 80m を 測 る 西

咄側に は幅 I . 60 m ...... l .  90 m 、 奥行l . 30mの イIt北 を な す 沿 Ill し 部が 付 設

さ れ 、 !t:居の1 l l 人 1 1 と あえ ら れ る 文札は 2 4: で 、 柱IIIJは2. 85 m を 測

る 。 木1.1111には80.0cmの桟いかを掘込 ん で い る U 南収際には）」形のが 内 J_
0 4叩� .. , 

る 。 村·III J軸での）j位はN 90 Iり をぶ し 、 1 軸を 東 曲 に と か

11 1 」 ,j附物は抱 ． 鉢 の他、 砥わか l 、9人あか

激 を 侃I え て い �) .. l: 披の床 血 の 仙l端には村，穴を"G l . f中間は85 . 0cm であ 第284図 203号竪穴住居跡
出 土石器実測図 ( I /2) 
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土 器 （図版62 弟286図）

従には I .._, 3 があ る ， rぺて 「 < I , ,: 状 に 外l又 ヤ る I I 舷 を イiす. I ほ）， J 部に舷人径がある 。 底

部埠II ま り 4改定 さ を 感 じ る ． ，淵幣は Iり外 1(Jiの ハ ケ が残る が 、 次 加 然 を 受 け 片,, J;G し）、しし く く す

む。 復}Jj( I I 径24 . 1 cm 、 比径9 . 0cm、 岱 翡 3 J . 4rm を 測 る 。 2 の似似 I I 径25 . De.inを 測 る 3 は ,. , �'} ,'邪ん

肥)') さ せ る 。

4 は鉢 の 復J以 ‘火測で 、 II 舷を（州かに外Jx さ せ I 仙 は内は( f l., 。 ��llれま）リ い 外 [(JI は ナ プ 、 加(11

に 仙ハ ヶ か残る。 役））�� I I 径 1 3 . Gcm 、 底ff.6. 05cm 、 料墳 7 . 0cm を 測 る ，

石 器 （図版63 第287図）

•Ji, IU J: !i' :· 製のほぽ＇必形の砥れ がある 伽(lj は 4 面であ る が 、 図 ,1、 し た !J! lfli は一 部 を fvf 1r1J と す

る 。 必(IJは （史） IJ頻Jll.か1閲 < l 111 1friをleす 灰絲色 の 色 ，J,'/を 1 ,t し て い る ）比{r比 1 7 . 4c.:m を 測 る 。

209 J,JI怪穴住）！叶跡 C図版 1 4 -(2l · 28-( 1 l U�285図）

2 12 �J{l;)J;- tこ りJ ら れ る 以外は(tllv)全ての ,u,; セ 切 っ t.: I界穴 ( l:J.1: で あ る 。 ‘杓(1 1形状iむ

し ． 規校は北限3.45m 、 rJq 札;�4 . 90rn 、 i邸：,7. 0cm前後を測る 立tHま検Iりで き て いないが 2 本であ

220 
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2 1 2号竪穴住居跡出土
石器実測図 ( I /2) 

れ 、 H.I/IJ釉を 11」北に と る 。 そ の 他詳細は不IJ)Jで あ る ．
/11 L遺物はt引焦であ る 。

弟285図）

Hfの if(裂の中で敵 も 新 し い欲火1tliり で あ る 。 約 1 /2は
tJt作に よ る 削 'V· を受け る 北�\t;長5. I O m 、 町店 1 4 . Ocm 前後

212 号l径穴住居跡 （図版14ー(2) · 28ー( I )

第288図

で あ る ． その他詳細は不明で あ る

出 I 遣物は不IYJ 石 �g か あ る 。

物
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石 器 （初288図）

＇公/IJJ I府 の イ 1 材 を 使川 し t..: -1、IIJJ{1 �"＼が あ か 中 火部に深い扶 り を人れて い る ），＇」絃が欠失 し て

お り 川途はり］ らか で な い が 、 刃 部 をwr11 1 し て い た llj能ヤl.が あ る ま た 、 イ i趾 rの失敗作 と も り え

ら れ か {l/JJ内の柱火か らの出 I.で あ 6 ,

214 り'. �穴住）心跡 （第289図）

T •I · 5 区で検出 した 哨'/((l:J.i/ であ る が 、 IYJ 』しfはHI(� のため削 'V さ れ て い る 。 2G け I:激 よ り

新 し し ‘• 杓(lj プ ラ ンは 長 ）j形であ る。 北iげ.k5 .20m 、 i附fG JO . Ocm 前後 を測 る． 文札は 2 4,. て 、 fl IIIJ 

は 2 . 95 m で あ る . U; 面中央には径40 . 0cmのか を掘込む 即軒n いには帖1 1 - l O m の ペ ッ ト 状遺構な付

せ る か 、 東収のペ ーノ ト は 「 r., I 字状を りl .j' る i刊 側のペ ッ ト ヒには屎内Jtj•絃火 と どえ ら れ る l 城

を 掘 り 込ん で い る 。 柱1111釉の力(�は N SO Iり をがす．

I l l  I . .i.11り�IU展し ‘•

217サ翌穴住居跡 （図版28-(3) 祁290図）

S · 'T' 4 区で検 I l l し たl翌穴t卜},りであ る か 、 検即I、�既に休而かl'li '� し て お り 遺イi状態は極めて

地しい。 2 1 8 引u.叶 に 切 られ て お り 、 ¥頂i プ ラ ン はldi 形 と 沿 す る 脱校はりJ ら かでな いかかな り 人·

八りの代1『り で あ る 。 文柱は 2 本で 、 柱11りは I . 70 m で あ る 炉ぱ杜lllHこ き っ て い る 片側即I,�の 中 央

に は隣円）」 形 の 怜 内 I凛をviuえ 、 lilii端に は 小 ピ ッ ト を 杞す な ビ ッ ト llll は60. 0cm を 測 る 。 怜． 内 I濱

内 か ら は小剣 と 砥わか111 I: し た。 lf-J l叫W沿 いに は恥(ti よ り やや保 く 掘 111J し I 1fuに財心を瓜 し て い

に おそ ら く It� 休ヘ ッ ト を （」 設 し て い た の C あ ／） う 村 IIIJ軸での ）1 Iv は N 45 J,; な小す ．

物辿．
 
••--“

 

．． ．．
 

•
•―
―

 

••••
 

石 器 （図版63 沈291 • 292図）

1 は以 n't'tの イi剣があ る . 1/. と lJJI),., 部を 欠久す る 令体にガ凶れが 苫· し く 、 火際にJl_�岱 と L ·c

仙）I] し た 11T能ヤI か あ る ． ＇火川武器 と し て 耐 え 得 る 頑強なつ く り で あ る 。 中 央滞の鉛は明瞭で J 悧

にlilf1'1 し 如/11 fよ 'V沿 と な る。 現{r'J,(23. 0cm 、 紋人'1,111 . '1cm 、 }1/ さ 1 . 5cm を測 か 凩内：I城 内か ら の

1 1 1 1 で あ る 。

2 は(�I如'}'l'l砂料の:,;;形 の T'f� 砥れ (II I ·  け砥） である 研血は 3 t(liを 数 え 、 及血は使Jill虻が

粁 し く 11 11曲を なす. b<: さ 12 . 0cm を 測 る 。 政 1'.1 色 セ 情 し 、 性内 l:t!貨内か ら 出.I. し た．
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第297図 222号竪穴住居跡実;RI]図( I /80) 

土 器 （初298図）

I · 2 は ,t'J の 破 ）i で あ る 。 「 く 」 字 状 に

外収する 1 1 舷滞にIll叶の1k り は鈍＼ ヽ● .� 聞Kは 内

外 に ハ ケ がみ ら れ る 復）泉 11 格23 . 2cm を 測

か 2 は底祁）i で↑であ る 。 次)JI I然を受け

賠灰色に庇色 す る ． 底径7.5cm を 測 る 。

3 は椀のI成）iで 「l縁邪は内!'j す る ． こ次』II

然で外面に煤が付沿す る。 ｛及 bit 1 1 径9 . 6cm を

測 る 。

4 は 立脚の I 部 ） i で強い 次 ）�II然 を受けて

い る 。 文 脚 に し て ほ胎 1 か粘 製 さ れ て い る

が、 つ く り はtll l ヽ’’

第298図 222号竪穴住居跡出土土器実測図 ( 1 /4)
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沈299図）( I ) 223 り恨杓穴住屈跡 （ 図 版 1 5

規快はJt1 ・ l訊tif(t\iす る Ml間の {l:J,りの 中 で も J心 も 新 L い (l:J.�跡で 、 ·v ,,, 1形態は）j 形 な ',しす る

恥h品は28. 73nf で あ る 。か5 70in ·5 50m 、 1k . 西 lりが5 . 15m·5 .20 m 、 収間35. 0<.'mllり後々測る

丈 「1 は 4 本 と り え ら れ る が 、 淵 介II切、:.�(<J) 足lク'( は 見 ,1,, らす、 図 ふ し た 小I穴け l収め( 1渫UIJ C あ

カ ーイ ト肌t1(11字IA. (/) }J マ ト を f-J ,没 し て し 、 た ．IL"t 中 火 I ' は 必褐色粘 I. と 、1、しし色 I: セ ）II い て 「 U

はi↓Ji, 1.:. 机け て し 、 �.

UI I: 道物は I:帥岱；の杯 、 行い糾岱tl)J小Jわかあ る ．
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賽30 1 図 225号 227号、 244号竪穴住居跡 1 3号園肩状遺構実iJllJ図 ( I /80) 

土 牡 （図）収63 第302図）

ヵ マ ド か ら 1 1 1 1 し た小取の甕が

ぁ か ）JI,� I守 を 火!flす る 。 1 1 舷の

外収股l:t鈍 く 、 Ji! 綿は吸な 内 外

曲 に 強 い 次 /JII 熱 を 受 け 乱‘ 色 す

か 力 1 ド 内 の 必脚に転川 さ れt、”

従の 11J能竹 か あ か 1 1 ff 13 .  2cm を

測 る

／ ーー ＼
11
 

ー

-
i

.l
 

L I I ' ,I, I 1pcm 

籾302図 227号 竪穴住店跡出土
土猜丸則図 ( 1 /4)

土製品 （図版63 弟303図）

-23 ] -

0 3cm 
l;: ー

第303図 227号竪穴住居跡
出土土製品実測図 ( 1 /2) 



L帳校辿鏡の＇ん）俊11111か あ

�. 形状が桁l ' J形を 情 し ↑

で あ る 。 ·11面ほ一 見 人 ,m風

につ く り あけ て い る 次

)�II熱 ケ受け赤変 しl『しし 、。 r�
は5 . 2cm x ,1 . 0cm をtlllJ I.J 。

231 け路穴住）月跡
（図版 12-( l l 第2�5図）

0 - 4 区で検1 1 1 し た隊火

イl訓跡 で 1 66 り 、 1 69 り /l ,,,; 

に 切 ら れ て い る 。 遺 ff状態

か忠 く り附t殆 と 残 っ て し 、な
し 、， 平血形状1.tJ..: J」 形 で あ

/> う その他叶細は不明て

あ る ．

I I \  L逍物は竹熊で あ る 。

236 り枢穴作店跡

（サ�30,1図）

V · W - 2 · 3 1メで検I l l

し た小）li'J ()J I怪氾l'J.り で あ る

耕 (1に よ る 削 ,,,.の ため遣イ(

状 1誤 が 極 め て 地＼ い。 'I' 1(1j

プ ラ •ノ は 此 ）J Jf多セ 早 し 、 規

｛知よ此AJ?;4 . 58 m · q , 30 m 、

知州3. 50tn をD(IJ I.:, •  床1(11柏

は 1 6 . 00 ni で あ る ． 文 fl は

2 本で、 ,I<)間は I . 75m -C あ

る り1は 見 ‘り ら ず 、 西U,'I 中

火部に 役t\Jl11)裕内 l 堀を

備 え る . J,'df1Ytは北州か ら 求

出:

”、◎ し

12幽

ニ
ーー ／

/_ 

�,�- ; '----

12,30m 

0 3m 

第304図 236号 (J:.) 、 238号 （下） 竪穴住居跡実測図 ( 1 /80)

232 



咽沿いに紺る 。 tl」IIJ釉(l) }j (,'i は N 27 W を小す．

1 11 1 逍物は無い。

238 け堅穴住居跡 （図）収 1 5 ・ ( 1 l tl1304凶）

V 3 Ix. で検1 1 1 L た祁穴什/,1}跡で あ る （州かにD'-1:跡の残6 192 1)11 1、り を り� .., て い る か 、 追 ((状

態か位�t る 悲 く 、 /,',I 約 と H 火か逍イr r る の み で あ {> 1tivり 側 の /,'J 沿j配代か ら ヘ ッ I· を付設 L て い に

と 杓え られ る 。 立札は 2 本 と 、息われ る が 、 断1(1 1に図が し t· 内の I ,t,. ば立村 と はな り 得ない。 lfJ束

収中火 には桁I '」Jf多0)が内 l 激 を 伽 り 、 中 か ら�),J..わか1 1 1 1 L た 。

物
辿-.

 
-•-I

I
 
•••

 

•�
 .•.
 

石 器 （机305図）

河Jij(.{iを利J I) し にfrtみれ か あ る 。 火

火 の 中 火 に は径4. 0cm 、 深 さ 6 . 0mm と 径

3 . 5cm 、 深 さ � . Ommの作みをつ く る 作み

の 周 Dllは敲打狐か残る 如(1iO)凪化か

汚 し く 、 ざ ら つ い て お り 石 材 は 不 明 。

大 き さ は26 . 8cm x 25 . 0cm、 JtJ さ 9 . 0cm を

測 る 。 屎内 I:吸 内 か ら の 1 11 I. であ る 。

239 り梢 各穴住肘跡

（ 図版 15 -( I )  祁306図）

2�0 切tr.りに人� ·r, が 削 'V· さ れ 約 1 /2が

追{{ す る I叫作のみ ，汁 測 uJ能で� . OOm

を 測 か そ の 他詳細は 小り」 で、 111 l'. 逍

物 も 應 い．

240 J� 引怪穴住m跡

（図版15 ( 1 )  第306図）

V - 2 区 で検Ii i し た 人烈(1)竪穴住/,•}

�. ゃ- c".t.l!況； :, : . ... 2, し・ 、か沿. \1' 、�.噌，沢 J:)し・. ., ヽょダ'

／
 

I re , .._._. 二
20cm 
.J ↓ 

訊305図 238号竪穴住居跡 出 土石器英測図 ( 1 /4)
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土 器 （図版64 第307図）

l は小）肌） cf)脚台イ、I 別で）JH l祁 I 'I' を 欠失す

る 淵柏は瓜化 し 4漕J瞭であ る 似J以 I I /):

9 .  lcm を 測 る (LI占 内 の ビ ッ ト か ら の 11 1 I: 
である ．

2 は}'} 予づ く り の鉢で 、 I I 舷を(,yしかに外

収 さ せ る 。 (.j. 滞は'f球形状 を ',' L 、 此部ば

4汝定な レ ソ ズ状を 『 す る 調格はハ ケ と -J· テ を 併） IJす る 。 r. 1 径I t . 7cm 、 沿贔6. 7cm を測る

1 1 1 - 1:il'.t物は脚台(Hだ と 鉢が あ る ．

物辿,
 
•••.

 

•••
 

•
 ,．
 

...
 I
 

2�3 り·1\咲穴什）1り跡1 1 1 I. 辿物

土 器 （図版6� 第308図）

二

□□ 1. 

�-... - -1-

, , 

I ヒ;i;..i;...T;i....i
1?cm 

第307図 240号騒穴住居跡出 土土器実測図 ( I 4)  

20cm 
J 

第308図 243号竪穴住居肪出土土器実測図 ( I /4) 
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'•il� は 1 ..... 3 があ る 。 1 は1所 ,;l'I級介 f l 粒,1'1rO) 1 1 舷）ドC 、 1 1 舷 部は ,·r ら夕t!J.1-;に つ く る ． 擬 I I 舷から

頸部にかけて は細 ま る 復b;rn 径 16 . 6cm を 測 る 。 2 は別部か ら 1 1 絃にかけて粒 く 外反す か板の小

）卜で あ る ． 復原 , q祖 6 . 0cm を測な 3 は以 り は味に I I 泉とな外反 さ せ る 人伽の，,:':i で あ る 。 I I Jtぶ�;:\Hこ

は 段にわた り 刻みをr"iけす る . Ji f 邪に は亥IJみ をつけ た そfiJ i'll':i} を 貼 付す る . .�i像は 内 外 1@こ f.1 1 い

ハ ヶ を施す ，． 似似 II 径31 . 8cmを illlJ る

4 は 「 < I 字状に 1 1 舷 を 外Ixす る 従で 、 般 人f'{-を Ill叶 中 火 に ↓かつ， 此 JJI,� � な し 小 さ な 此 祁 を 1i

す。 ，淵将 は 次加l熱を受けIり礼［す か 1 1 1位2. 9cm、 底径7 . 5cm 、 �:.;i','IJ35 . '1cm を 測 る 。

244 � 堅穴住居跡出 土遣物

土 器 （図版64 第309図）
b:<l ,J, し た鉢 が あ る。 l l 舷部は州かに外収 さ せ る ．， 体 部

は丸味 な(j し 、 仄 部 ほ 丸仄 で あ る ，J肘 ¢ は 外 r紺 か 191托

L 、 内 IDIHハ ヶ がク戊 る ， 胎 I は妙粒 、 fり 1刈わ 、 か褐色粒

[- を介む。 1 1 径 1 7 . 0cm 、 器翡7 . 2c川 を 測 る 。 一゚ 1pcm 

246号竪火住居跡 （図版 1 3ー ( I ) 第265図）

第309図 244号竪穴住届跡出土
土器実 消IJ図 ( 1 /4)

R - 2 区で検11 1 し た l親穴(t),りで、 4 貞Trl) if(扱があ る。 1 90 け 、 1 96サ /Uiりに人平が削 平 さ れ火体

ほj�り村て？ き な し 、．

1 1 1  l. 逍物は殆 と
＇
無い。

以 l がl怪穴(l:J汁跡の俯 別の説lリ」 であ る か 、 総庫I 数か246胤Iを数え る う えに紙l�i (/) 邪 介 及 びt馴；

Iり作成期間の限定 な と か ら 4叫叔O)I親穴什},'i跡か数多 く でた こ と を お必び す る と 111) 11り に 泣Kに

て代）1l さ せて m き た いU
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和11)'7) )爪·, は N 61\ ' E を ,1,

す，9

6 号掘立柱建物
（約 :m凶）

T - 2 1人て検 111 し た掘 \'(

村辿物である 。 梁IIIJば t llJJ 

x 桁行 IIIJ 2 11り の 規 校 を 打

す 柱穴内には黒色 1-.が允

満 L て お り 、 柱設は 明確で

ない• 各杜火の 探 さ は P, ― 

'12cm 、 P,- 30cm 、 Pi-42cm 、

P.- �Ocm 、 P。 50cm 、 P,

35cm を 測 る 。 桁行[/ljO) 卜軸

カ （ヽ'11:t N 20 ' W をがす。

辻物の構築IIかJU]をぶす狩

料はtc く 、 作I,りの紀1社 と 仕

物の 設Ii�渇昴「か ら 弥生時代

と も 占 坑時代の所所 と も 杓

え られ 、 時期の決め F と な

る机14\(か）な乱l
疇
．拠は な し 、

7 け掘立柱建物
（第31 3�))

u - 2 1メで検出 L た掘 ,·r
村紐物 で あ る 。 規校は梁1111

1 I/IJ X 桁行IIIJ 2 IUI を 測 る 。

202 り 、 203り I;�穴11:1,り と 8

り 伽 ＼ヽ/�,fl紐物 と の i「（炭があ

る が 、 8 り姓物 と の u'(接的

な 切 り 介いはな い. flグくの

1Z6
0m
 

.12,6. 如

OO
 ／
 PS 

E

6gd
 

b ＇ �II� 
ー 五/-60m

第 3 1 2図 5 母 （上） 、 6 号 （下）掘立柱建物実測図 ( I /80) 
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'I'1(11 フ’ プ ン はJi 形状 セ ＼＇

す る が 、 必ず し も 血 的

ではな い，

建物の時期は出 I追物

か な し • た め IJJJ らかではtc:

し 、 か 、 少Jヽ11· 1kり 代後皿JiJ船

頃の (1: /,り を 切 っ （ い る こ

と か ら 、 少な く と も 後 期

1ifJ 染以降で あ る ．

8 号掘立柱建物
（第:m凶）

姓物と し て ，＆定 す る に

は,f:I.';'くのr'i�tn状況か ら ti

T-U)焦.Pl!が あ る が 、 一応

8 け 姓 物 と し て i況 明 す

る。 中t穴は桁行中 火柱が

札flJJ柑1l: に伽られ て お ら

ずややずれ て い る 。 柱1111

か ら も 適 11.��『1,に な し 、0

各 H 'J'..: の 深 さ は P, � 4  

cm 、 Pi- �Ocm 、 P, 44cm 、

P、 ―-32cm 、 P、 50cm 、 r.
- 30cm を 測 る 鰭

12.5如

゜

息 ．a

゜

3m 

策3 1 3図 7 号 (J:.)、 8 号（下） 掘立柱糧物実 測図 ( I /80) 
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あ る のみで、 他の辿構 の糾跡はない 。

1 1 1 1 迅t物は無い。

4 号周洲状辿構 （第3 1 8凶）

調 介．いのIr� 内 屈 B

- 7 区で検1 ll L た /.',J

t情状逍構で、 耕作に

よ る ,�げ で 約2/3が

欠拍 し て い る . fi界船

は l . 20in 、 深 さ 40cm

前 後 を 測 る 。 f,'J;内 の

I . }叩1(故 では,�.J 糀の

外側か ら流 l がみ ら

れ る が 、 黒色 I が鼎

秘 し て お り 、 拙 削 し

たりI' I:を 外 側 に 盛 っ

た艇跡 は な い。 fi竹 内

か ら かな り の 上 岱y か

I l l  L し て い る が 、 いずれ も 雌 I: 中 か ら の Il l I .  で、 ％核).'J�如こ 伴 う と は杓 え ら れ な し 、 か 、 111 I し た

I 僻 と 近いI I↓期に機能 し て い た と 思われ な

... �
o 

�" 

1知iQ!)'I
!!.\ 色 L
m 色 j �し 色
I、,'[ 褐 色 J
Oし 色

12.2. 血

和
第 3 1 8図 4 号周溝状遺構実 測図 ( 1 /80)

1 1 1  I泌［物は＂他、 従 、 鉢 、 ，1'1』J;,f- 、 器 合な との I I '常イ 1岱が あ る 。

物
逍→,

 

．．．．．
 
•.

 
I
I

 

-••
 ,
 
ー
土 器 （図版64 第3 1 5図）

6 · 7 の 複合1 1 舷咄tが あ る が 、 色，�tiな と か ら 肘一侶I体で あ ろ う 。 II i女の屈折部はりJ瞭な悛をな

す。 頸 祁は欠失す る 。 Ill叶中 央には刻み を密に杞す る 台形状凸mを 貼 付 す る 。 胴 ド 半は 細 ま り 、 ,,,

安定な 'l'-/J.tを イiす• I� 削 ¢ は 内 外 lrii と も 粗い ハ ケ を 施す 。 1 1 径 1 8 . 0cm 、 底径7 .0cm を 測 る 。 t111 1--: 中か

ら の H I しであ る 。

8 · 9 は処で）IJuJ部 l 平を 欠拍 す る 。 ,,り＂ と も 弱 い 次加熱を受け る. 8 の底径5. 9cm。 9 は6 .0

cm を 測 る 。

10.-.... 1 2は鉢で1 1 は小収で あ る 。 1 0の [l 絃は俯かに外反 さ せ 、 頸 部内側は低 い突Il l 部 を つ く る。

- 246-



体滞全体は'i1�ん だつ く り であ る 。

淵幣は胴t邪に擦過糾がみ ら れ る 以

外 は ナ デ で イJ 1-. げ る • 1 1 径 24 . 2

cm 、 底径7 . 35cm 、 器�·0 12 . 7cm を 測

る 。 12の I.I 舷はit'( I l し 体 淵りこ 丸味

を持つ 口径 l'1 . '1�m 、 底抒7. 2cm、

岱ふ1·� 1 0 . 35cm。

1 3は糾杯の脚祁で柱状部か ら 剃

祁にかけ て の 開 き は鈍 い。 淵幣は

似祁がハ ケ 、 柱状部は箆で胎 < .

獣 剖If洛 1 7 . 0cm. 

1 '1は低い松台で 1 1 径7 . 8cm 、 M1l

部f子!10 . 0cm 、 悩l'li7 . Dem 

5 号周洲状辿構
（第3 19図）

調1t区の 南v..4側 で検川 した周沿Ii

状遺構で、 1 2 り賂穴{Jjtfに 切 ら れ

て お り 、 1/3が 欠 久 す る ． 、µ 而状

は不粘円 形 を 情 す る 規校はI�北

軸で3 . 110 m 、 深 さ 20cm を 測 る 。 i柑

の断 1f1iは逆台形を 'i'-す る 。 内側の

円形区圃には 1 木の村穴が あ る 。

I l l  I:: 逍物は粁熊である 。

6 号周糀状逍構
C弟319図）

5 り ）1'J 祁 と 近接 し て 設l1v,: さ れ た

},'d而状遣構で 、 l2 り·I怪火 11:J,i_;-に 一

部 IJJ ら れ て い る 。 'I勺fil 形 状 は 円

形、 断 ,,u逆台形を � Iし す る 。 規校は

h゚--1 ,.-, ,! 

12.o血

第 3 1 9図 5号、 6号周溝状遺情尖測図 ( I /60) 
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上 和

a
8
 NI

 

｀`＇
 

、し



束 ,,�軸で3. 30 rn 、 I加）船50. Ocm-65. Dem 、 深 さ 1 0 . 0cm を 測 り 、 Jfi {t状況は艮 く た い。 1 リ ）杉 l:><)I訥

に は 2 本の村 穴かある。

I l l  I 辿物は無い

7 り. J,�i 溝状辿構 （第320凶）

n 1 · 2 1.1. で検I l l し た/.'Jt,Yi :I犬辿構 で 、 59り 啜穴0 I, り を 切 り 、 1 5 IJ I 檄W V.」ら れ て し • ん 、杓(11

形�J:;.は桁 Iり 形 を 閲 し 、 間(11 /1�は V 'r状であ る 脱校はK釉4. 86m 、 知 軸3 . 65m 、 rlりの深 さ 70 . 0cm

を測 り 深 く 伽！ っ て い る 。 内 側 </) 、I'肌部には 5 飢 I)抹lグくがあ る が 、 '111t後逍構に f'r ·j か 否か ( ;t ,t,IJ)Jで

あ る ,,

I i i  L逍物は従 と 鉢がある
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川 J. 辿

物

土 器 （祁32[図）

3 は術の底邪J1 で、 ハ ケ と ナ デで(I: I -げる 。 胎 J .ほ粘製 さ れ 、 fり閃 ( I を多 く 含む。 底 径 1 0 . 3cm

を 測 る 。

1 1 号周 渦状辿構 （｛寸図 I )

F - 7 区で検IH し た J,',H,怜状逍構でJ.',J yJ_ の 令 て の I怪穴仕）1りにIJJ ら れて お り 、 遺ft'.状態が湛しい。 こ

こ では遥構の説りlば行略 す る ．

Hl .l逍物は肋製石鏃 JI があ る ，

1 1 1 士 辿

物

＼

八]

—
[

石 器 （第323凶）

恥製石鎌様の石-��月 かあ る 。 .ulfr:での メJ部か側 曲 と 北祁側に 研 き IH し て お

り 、 石剣その他の｛澤の 再利川 が杓 え ら れ る が、 ）―f l途は ,i,l]J J . 視((」�2. 2cm 、

l'f. さ 3 . 0rumを測る ， ［連竹砂社製 で あ る ．
0 2cm 
L ........___J 

1 2 号周洲状辿構 （付図 I )

第323図 1 1 号局溝状遺構
出 土石器実測図 ( 1 /2)

L - 3 区で検I l l し た /,'dt杓状遺構 であ る 。 ih) 期 の 小りJ t.s:. l tl U) I怪 穴 {1:1,りに りJ

られ 、 し か も 、 北側は削 ·vを受けて お り 辻tイ{- し な い 。 こ の ため詳細は小明 で

あ る。

tll I: 遣物は焦い。

13 号周洲状辿構 （付図 l )

V � 区で検1 11 し た /.'.1 沿�状遺構で あ る 耕作 に よ り 人 Y か 削 ヽVを受 け 惰l湿 （［ す る に 過 ぎ な

し 、． 
1 H  I 迅i物は無い。
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(4) 洛• し 穴状追構

1 号·落 し 穴状辿構 （ 図版29ー(4l UJ324図）

13 I · 2 IJ.. で検i l l し た l合 L i', C あ る . 'f什(ii形状は隅 I リ Jl(.J」 Ifれを ' 『1 す な 規校1よ長 釉 1 . 75m 、

短軸90. 0cm 、 深 さ 1 . 26 m 、 底tfl l の 此 紬は 1 . 08m 、 知釉 は82 .Oc:m {I'測る 悦 1 tよ黒已 1 のみか 卜 M

主 で址招 L て い は [Iり 小 l. l 部分はi / ス状 の o/-!11部かみられ 、 こ れ が必，，岱的にllil ら れ たのか崩冶

し た のかはIリJ ら かでtc い か 、 Hlli'f.のための施設の 11J能ヤL を 秘め て い る 他に ： の/,'J辺での 沿 し 穴

状遺構は見 ‘り ら な し 、．

1 1 1. L逍物は竹熊であ る。

2 り粘 し 穴状辿構 （凶版29 (4 ) 祁324図）

0 3 l;(
で検1ll し た1/ir し火 で 、 'V-1(1 1形態ば閥丸 J<);形、 間(11 は 逆 台 形 を ',' す か 脱 校 は 比 釉

1 . 1 6 m 、 知軸50. 0cm前後 、 沢 さ 80. 0cm、 底1(1 1のK釉90 . 0c..'111、 知れ1130 . 0cm を測 る 。 覆 I·は I け と 1,,J

様黒色 Iが允悩 し て い た。 蜘(1iに は逆刺） IJ 1/),uLを坤め -6 3 閥 の 小 ビ ッ ト が�� IIIJ� に 掘 ら れ て お

り 、 中火の ピ ッ ト は l.釉 か ら ややずれ て い か ピ ッ ト の伏 さ は 1 0 . Ocm- 1 5 .  0cm で あ る ） ,'JUJ1 に は

liiJ 様の 逍構＇はな く tr, 独で設 ta さ れて い る 。

Ill I 逍物は竹無であ る ．

3 り彬且 ノ 穴状辿構 （図I以30 ( t ) 第324図）

P 5 lメで検11 1 し た l合 し 穴で 、 平I佃l形状が桁l ' I 形 を 1 ;� し 、 断血逆台形 -c あ る 規校(;t l.;; 柚 1 . 42

m 、 短紬72. 0cm 、 即(1iのK 紬87. 0cm 、 知釉45. 0c.111、 探 さ は95 . 0cm を 測 る � ,  は他の佑 し 穴 と 1,iJ様

黒色 1 の J.jJ_l}\が必め ら れ る 。 即(11 には 3 俯の逆刺の bし を V て る た めの ヒ ッ ト か4ヽ規則に 掘 ら れ て

い る が、 中 央 ビ ッ ト はやや人 き し 、。 探 さ は LO. Ocm- 1 5 .  0cm で あ る ．

I H I逍物は仔焦であ る．

( 5) こI.: 痰

l漿は26 り代 で確必 し た か人小かあ り 、 し か も 確 ＇火に I·激の形態 を と っ て い る も の と そ う でな

い も の か あ る 。 こ こ では 8 J』し を図1Jヽ し たが不掲蔽の 1�旗について 出 {.逍物のあ る も のは遺物のみ
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の況りi ), rる 。

3 号 I: 挑 城 （凶版30一 lz) 初325図）

C 7 1メ で検II I し

た I J.$i で あ る " '杓(1 1
ノ・ ラ ソは4湘作」形に

近 い ）診状をぷ t 2 

役掘 り を い し 内 側 に

さ ら に 小J軋の桁l 'J 形

の I :服 を 掘込 ん で い

る ． 規 松 は 1t1 北 軸

3 . tlOm 、 束1'4柚3. �5

m ?'tJIII る テ ウ ス 剖＼

は級例(ti をtc:す 内

側の u廣は」と軸2 . 1 7

m 、 短 柚 l . 0 5  m ..... 

1 . 1 0 m 、 深 さ 55 . 0cm

前後 、 I :  面 か ら の 探

さ は J . 15m を汎IJ る U

1 1 1 1 .il'l物は、,1':, . りg

． 鉢 • 湘があ り 、 1 3

り . 1 9 リ イu.り と l 1 rJー II、� JUJ と 杓え られ る 機能につ い て は‘心かでな し 、

物
辿L」LI

 
．．．

 

1
2 .

50
111
 � 12. 印m

土 器 （図版65 約326図）

I はつ く り のtl l い 1t'1. 1 1 ,,1v て あ る ' i小部が 卜1脹れ の形状で安‘ぶ惑かあ る クtlfl lに は ．
．次加熱を受

け る • 1i1,J�1よ粗し 、 ハ ケ と 汎lりIJ り で( I I げ る 。 1及り,t 1 1  ff. l � .  5cm、 ?.紅Ii l G . 6cm .. 

2 · 3 は甕C、 1i1J れ は ほ は＇ん）Iク で あ る 。 以 り 気味のk\iい 1 1 粕を イ」 L WJI叫を なす． 瀾約切Lいハ

ヶ と 路削 り でイ I 1 け る I I f¥- 16 .  6cm 、 岱墳3 1 . 6cm を 測 る 。 � t.r 器l府の油い岱�(!) 1 1 絃）｝で復肱 1 1 径

23 . 3cm を 測 る ，9

4 は 1 1 秘 滞を �·, I ·  外）又 • 肥）リ す る 鉢 で あ る ． 胴 部はやや）L味をイjす 淵整ほ外面がハ ケ 、 内 1(11
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土 牡 cro32s凶）

7 · 8 の炭 の [ J舷祁）ヤ か あ る 。 7 は 「 < J • 四状 8 は逆 f L J 字状の 1 1 舷を h し 、 後 名け 1: 1 む 剖I

が肥lり す る 1,r,j l, と も 蚊 人·径が I I 舷部 に あ る 。 前 れ の II 径32 .0cm 、 後 れ は30 . 0cm を 測 る 。

8 け l湯貨 （第327図）

1) - 4 ↓メ で検11 1 し た L漿で 、 、f!. 1(11/f釘人は4溝仰JI杉 を り＇する 。 規俣 は l . 90 m X l . 75 m 、 深 さ は

35 . 0cm を 測 る 。 TM絃及び氏Ifill-こ ピ ッ ト がみ ら れ ん が、 ％以 l 頃に伴 う か令かは，，連りであ る ． 覆 J

は黒色 1 が�I秘 し て いた 。

1 1 1  I 逍物は無いが 、 集落に関係す る 遺構で あ ろ う 。

9 号 上痰川上追物

土 牡 （凶版65 切326図）

g IJ) r� り！ね I 器が あ る • 「l 絃は内糾 させ、 小 さ な底部をつ く る. 1r.� 1mは利 く ナ チ て い る , 1: 1 径

3. 3cm 、 底ff2 . 2cm 、 ?.:? ,1·�5 . 2cm を 測 る 。

1 1 号 し痰 （郊327図）

C 2 1メで検11 1 した6 1 り怒穴代},りの恥h ドで検11 1 し た l 漿 で あ る 。 ¥· 1(1i形状はl 'J 形状 を い し 、

規校は 東 114紬2 . 05m 、 ,ti北柚2 . 1 5 m 、 烈 さ 20. 0cm illl後を 測 か 底血には 2 ,t,. のH iく か あ る か 、 そ

の内の I ,t,. は61 り {1./,り の 文村穴である。

I J廣の川途は明 らかでな く 、 I ll I ill物か焦い こ と か らII、� JUJ も 小りJ で あ る 。

12 け L猥 （ 初327図）

C 2 区で検 Ill し た L披 で あ る か、 61 り 、 (32 IJ・ /1·屈 と 1f(視 し HfのイJJ1ば り も jl八 、。 北Mt と 内

咄の 郎は{l./けに よ り 1'11J、V を受け 逍イi し な い。 ·Iり(1 1 ブう ン は復屈し す る と 長）i形 と な る 。 脱校は火

ゆ と 1炉りか ,ti �l!Juf能で3 !O rn と 1 . 60 m を 柳l か

IH I遺物は咄1 • 梵 . J'J 玲 り ff�wr 1 �  か あ I.> .

I l l  + 辿
物
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土 器 （図版65 第328図）

I は 「 く 」 'i'.状 の 1 1 絃 を イIす咄iの 1 1 舷） ドで あ る 。 J, I 邪に は低い ・ 仰＂滞 を 貼 付す る 。 1: 1 舷I人1 1fil

に煤が付沿す る 。 1 1 径26 . 6cm を 測 る 6 ば布の底部） iで あ る 。 底径10. 4cm

甕は 2 ...... 5 があ る 。 1 1 絃は逆 「 L 」 字状に近い形状をな し 、 逆 r し」 字か ら 「 く 」 ‘や状に変化

す る 過渡的様 相 をぷす 1 1 絃綿に蚊人径 を イr t. 総体的に は i砂，？ を 油 く つ く る 。 2 の 復肱 f I 径

32 . 0cm 3 は27 .Ocm. '1 は25 . 0cm� 測 り 、 2 、 4 は1N し 、 ．次）JI I然を受け る 5 は底 祁 J I で外血の

み な らず此邪に も 粗 い ハ ケ を施す． 次）�I I熱を受け 黒 く く す む。 此径9 . '1cm をlJ{lj る 。

7 は ）憎 り If�・研 の I 器で、 小）｝ のた め松杯はIJJJ らかでtcい. 1 1  i+-l 部はJll'.!Jり し 、 [ I 秘 ドには．— ：:fり

,1 1滞 を 付 せ る 。 JJ(7 卜は粕製 さ れ た 粘 1 を使fl」 し つ く り の r·AJ�な I 器である

14 号 土披 （初329凶）

1 3  3 区で検Ill し た い廣で ‘杓(11形態か桁1 ' 1111 を 情 す る。 以校は及釉2. 1 8 m 、 知 釉95 . 0cm を 測

る IYJ • 北の小 1 1 部分 は テ ラ ス 状 と な し 、 中 央 滞か 役 と 深 く な り 、 紋深滞で60 . 0cm を 測 る

I l l  I ．ヽ逍物は無 く 、 機能 も 明 ら か て な い．

17 号土痰出 上辿物

土 器 （図版65 第328図）

8 は 科杯の朴罹切であ る 。 1 1舷 は中期の鋤先 I I 秘の系滸を引 く も の で 、 逆 I L 」 'f'.状 I I 舷 を ' ,�

す る 。 JJl1•J ;1flは）L味 を イiす． 洲将は内 外 1!u と も ）'J 玲 り ffり研である 。 復肱 r 1 ff:25 . 6cm を 測 か

9 Iま益Jft I ·  器で幣J:.な つ く り であ る ． 恥祁に は焼成前に HLを 外側か ら 穿つ． 脳柏はハ ケ と ナ

チでイI. Iげ る 。 社1湿径 1 5 . 6cm 、 i邸�3. 35cm を 測 る ．

23号上痰 （弟329図）

R - 4 似で検 I l l し た L激であ る 。 R - 3 · tl l;< と s - 4 Iべ 周 辺 は l彩 穴 (E l因 か 設 党 さ れ て お ら

ず、 -Miの中 央lぶあ的機能が窺 え る 。

I 激の 杓(ri形態は長）JI「ク を 情 し 、 即(n 2 筒I所 に 深い掘込み邪を設けて い る ． 炭伐は1H · 北1\t,か

95 . 0cm · 90 .  0cm 、 束 ・ 内 収 I . 88 m · I  . 95 m を測 か

I LJ I・，逍物は無い

24号土痰出 J::辿物
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土製品 （第330凶）

L製 k杓 fの9成）1 がある ，． 柄の断1(11 は比）j形を りしす る 。 全体に

次』II然を受け 淡 く 赤伐す る ．

25 り 上 堀 （図版30 /J) 弟329図）

ヽ ヽ

、9

0 5cm 
I I I I ·- ,...._J 

第330図 24号土攘 出 土
土骰品尖測図 ( I /2) T I 区で検11l し た 1 城であ る ビ ッ ト と 20 I I) I� i', 1t J, り に IJJ

叫l て お り 、 約 1/2が欠mす る、 'I什(11形状 、 脱揆た とは小明で 、 深 さ 20 . 0cm を 測 る ．

逍物は挑 と ）'J徐 り l料研の似ltf'があ り 、 そ の 傍 か ら は 1 0 . 0cm 前後の 河I泉石が111 I :  し た。

の関係遺構で あ ら う 。

物辿4

→
 

．．．
 

．．
 ーー

ー
．

 
_＿ •••

 

土 器 （第331図）

1 は 従 の 1 1 舷 部 Ji· で 、 逆

「 L 」 'i状の 1 1 舷祁をつ く る 。

1 1 牡 部 を肥)I) させ、 紋人径が 1 1

舷 に あ る 。 淵幣は外lfriに細い ハ

ケ 、 内 lfli は ナ チ る 。 似 原 1 1 径

3 1 .  Oc.111をm11 る 。

2 は粘製1
11
1
1 の 1\糾の恥邪 と 脚

剃r:1sJ : -c: 1, rJ一憫体であ る 。 恥邪

は鋤先状 1 1 絃 を イi し 、 /Jl11J部を汲

く つ く ん 。 1J.',I柏は 」 妍な }'J玲 り

lf�Wfで 、 口 舷 �I.JI 国 と 斯部に un
文状 のI衿 き jj:{を 残す。 復l如 1 径

28 . 0cm、 剃部径2 1 . 0cm を 測 る 。

26 U· ヒ披 （初329図）

集洛祭祀

---

炉＼
II

゜ 10cm 

〇
/
―-
u
/‘
 

＼ 
第33 1 図 25号土攘 出土土器尖測図 ( I /4) 

'I' i1 · 5  Iメ．で検Ill し た い廣で、 2 1 4 り怒穴11:1,りにVJ ら れ て い る か 、 ，J/,I介II、 L点 で,,,J 11,1· に 発 4�11 を

し た． 平1(11 は 4堺形 プ ラ ン セ イi し 、 南側にはテ ラ ス を設け る． 断面形は部分的に オ ー バ ー ハ ソ グ

気味に 伽 削 し て い る ． 脱校は 東内軸2. 90 rn 、 南北軸はテ ラ ス 部分 を 含め る と 3 . 1 5m 、 探 さ85 . 0cm
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第332図 26母土墳出 土土器尖測図 ( I /4) 

20cm ＝ 

,iii後セ�(I) る．

HI I 辿 物 は,�·v ・ 胞 ・ � - {/J� ' 松台があ り 、 岱��「［ も ��·1:1 で あ る

物辿•1
 
．．．

 
••••

 

••
 
．．．．

 
26 l 



廿

窃
（
さ
33
2
!f<J)

ニ
ag
令
二
雰
寺 '
Cl=-

g⇒芸
S
定一
け

全

茎芸
t
さ

や

杏

き
こ
逹
＾
‘

h
I
t-
2
竺
g.
r
,

11
f!J111
1

m
�
w
i1、一 ．｀

がo
hl
李で
S
妾

ミ
”
淫ぐヽ
．

茫l)i（
こ
/f:l
4 .
9
c

ヨ。

澤I
i
2
 
....

 
`

 S
tJ,
�
1.>
 

..
 

2
-...

 4 1
1
-r
x:
-c
 rnJ
 !J
 1
 
7"
r/)
澄
べ•
「
^
l

`
f

五を一
零
宍
1
」 i
L
�
J,..
ff

きl--
hき
fi
さ

が。

』
M
考k
kt ．．

 
交
』＝

逢るふt
<r

翌(11
IJ,
 {kl
涵i,
r
か

2
S
-

二さ
1
2� .
2
c
m .
 

3

召
2
5 .
5
c

ヨ0

4
←
 :t:2
0 .

 2
c

ヨ
介
1--＝

が
。

5
こ
竺
Kr
ヽ

湮
fr
c:
4i
→
澄
A

宅芸翠f

否．
o
g
代
i-―
ぷ

6
·

7

 H
�
l1.)
fiJ一

令
茫
Ul
)
菩
L
tr
¢
3
べ

冷ふ。

6
こ＝l-—―――
芸
b、
5
=-
h
g
K,
D、
H .
A
=＝l
ぽ

7
 l
.t.Jl
lol
fflS
1ゞ
Jt

弄
内
1i
L―

みを
と
『t-
l
J「
か
。

6
3
=-
f
竺
6 .
0
g‘
J.Lt
ff
5 .
5cm .

 
苓�,l'li9 .
3
g。
7
8
 
1
1
ftl
3 .
3
c
ヨ‘

U
念
5 .
0

g、
話
柔
l-,
O
c

ヨ

岱圭―
l

が
。

s1
:i:.

n1+
 

Sニエlュ
H .
A

冷ふ。
＿f

乏さ
い
L
t-
g
h
F
D
ぐ1
ハ

LC
t、

Byk
y
代
◇
〈
f
t。

茫
lg]
室
謡
⇒1
9 .
3
cヨ
令
芦
モ5
.

9
こい、l
JfK
3
話
オ
A
L
 f
�".f
葉
『）

斉李
笈
lた
代ヽ
J
午 ー
r.
――
寂
9 .
2
c

ヨ‘

空
李
苓�9 .
9
c

ヨ、

学
菩·
ril
0 .
3
c

ヨ
t
0-―l
が》●

ごき
i
→
入
A
}--
l
-―1

n、
E
s
=-
l.
Af
〗
心
。

(
6)
 

栄）
べ
浜
ig

h竺

忌一
）

[

|
6

文●
A
U=＝
L

を
栄ゞ

•
C
U
岩
芸
AP
と

3
61

Hrfi�·
零
S
』
[
A
0
kぃ
廷
1
ぶ
‘}
が
。

杢(=
7 .
7
<
-

とJJf
H:
d
,1;

L、

茫
注
芦
2 .
0
0
m
x
 2 .
2
0
m、

澄
c:
20 .

 0
 g
穴
菩l
か
。

浜
三i
k�
召
宅
ゞハ
fS
Fこ
け
奎
＾
．
）
1J
 l16
 f'i
-1
、

―
.}]

A？洋ふ。

二ぃ
蕊
ざ-
"
芯
9百
b̂

N)
か。

:-:-

臣

起

奎

Uにダr
が
A云
寺
X
fC
7

Fヽ
I

bk
芽
代I[i,
「
が
定
}=
2こ
さ
が。
j
ふ
ts
4 .

 3
cョ‘

� 

［芽; .

H
甦
邸
（
苫
妾
6
5

さ
3
3
3
1l'<!)

.A:
ft
2 .
3
c
ヨ

代室l
が
。

=？
�
l
9 .
0
g
"t'
t1.,
-Q
 

(
7

)
 

芸
浜
距
苓（
忌
l

)

滋
33
3
�

�
:i\
tl!
iA
�
 圧
廿

廿
甦
肋
湛il-l
回(-
]
2)

V
•

X
ー

l
-A. ,
e
窓
Iii
L
t.:.
 苓i
1k
i

4vre、

w
ー

ニ
x .
d
料
S
」1
か
。

令
S-l-

＝芝
kt

9 .
0
m·
�
m1J
J., .

 
1,tt.
 
妾
荘一 .
O
m
 -Cl11J'一ヽ

S
}1
fしfし
y

とゞ
J
{
fぃ
亡
茫こ
”
R
^
fh
r、。
24
5
1,;

{
l.),�\ 
(

Iー-
法-
キ-
¢
滓
吾）

-
ぃ
IJJ
I'::,
)-1..
 
2d
9
、

}1
;
'.'J �
II

H�
Sl
)
l
←
ぷ
5
e
jL
ぷ
bt、

彦
恙
h9-
2
i.
0-
e
D、
1
t
?‘•―-I
蔀
字
s
=-l
廷
～
L‘

さ
だ�J ,
'F.I―,}｛
夕
o

i定を
ぃ
fr
5
4}
逹
4
宝
睾'f �
心
i -{
←

8．
や
か
い
L
{)
A�
喝
．t
5
。

2
6
2
 



( 8) 低 地

淵11:1�内 で秘地を検出 し た の ほ 、 73 け略穴{_J:/,t; 内の中 世比は除 く と し て X - 2 区 の弥牛．時代の

3 ),� の み で あ る が 、 J/,',j介区の北束40 . 0m 付近では甕棺>i't:の {f. .(Eが/,\1 知の ・J(火 と して斗サげ ら れ る 。

I沖lの淵介で検1 1 \ し た Kし地はそ の 南限 と も受け取ら れ よ う 。

I l l  I し た 3 J,(のJi�地は各 々 火 っ た形態をAヽ し、 小ぷ I.lb1>iし 、 木晶 l JJi�>i't: 、 横 1 1 式人益 I廣Aしで

ぁ ん 。 し か も 、 近接 し たl'iしWt. をぷ し （ い る こ と か ら ‘ぶ族Ji\:的様相をぷ唆 し て い る 。

石蓋士痰� (図版31 -(2) 第33�図）

l·. 軸をはぽ束内に向げたィ滋 I 湯�.Atで、 2 段掘 り の此）｝ 形 の K砂質 を掘 っ て い る 。 K蒻魯の 規校 は

fti . 北必2 . 50 m · 2 . tlOm 、 東 ・ ittli/.J. l .  tl5m · 1 . 25m 、 テ ラ ス ま での深 さ35 . 0cm 前後であ る . � し漿

内に は絲泥Jl 'i' : (/)� 奴イ1 を鱗状 に 段 い 益石 と ナる 。 贔石は全1針に灰「 I 色の 粘 1 で I I 貼 り を施 L 、 被

り化りを J戚に判杵 し て い た． 被l¥れ を川IJ�す る I· 134:の1 11,j 小 1 1 に ば 絲泥J i 府 の 板 れ を 立 て て い る

が、 軋I府に は 板の艇跡す ら確認で き て い な い。 叫4F し た 1激の規校はjJ; さ 2 . 00m 、 幅 は 火小 1 1 部

で40. 0cm 、 西小 1 1 部で55 . 0cm を 測 り 、 Vり側が軒駆 と な る 。 し か もL畑iには 多 く の 朱 の 散 布が確認

で き た こ と か らiJJi位 を 西 側 と す る 。 被�.ti· を哩葬 し た後に頭祁か ら 脚滞にかけて燐状に 益 を 覆 っ

た こ と がJlll，解 で き る。 な おll知 の 部分に も 朱力＼認め ら れ た。 休面には全I面に灰 白 色 の 粘 I · を 舟底状

に 貼 り 詰め て い る 。

I .JJ如 内 に は約 l/2ほ ど I.I沙が流人 し て お り 、 中 か ら は 人'l'J·は1限論の こ と i1!Uり糾"" も II I I: し て い な
し 、゜

1 号 J:!l翼� (図版30- (4) 祁334図）

石益 I:城Aの北側傍で検Il l した木ぷ l· 披凡であ る 。 炭役は 長陪が 1 . 90m · 1 . 95m 、 t1M府が28.0

cm、 60. 0cm 、 深 さ 35 . 0cm を測 り 、 イ は岱L城��11,j様西 側が幅広 と な る ..: と か らJil�位は西 側 と な る 。

恥川には朱ll) 散布は確，Ltで き て お らず、 人'l'l' も 辿イi し て い な い． 被り化名 の右側腰部か ら 約 K製

の 竹 Eか/I J I し たが 、 残念な か ら移動11.'tに紛失 し た"

2 け L:易紗益 （図）収31 (l) 第335図）

わ 益 I、激 A と l り 」ガ糾心に挟 ま れた状隈で検出 し に小邸のL吸htであ る。 前品の��を 犬婦ふい と

すれば七0) f-供 を雌りい し た こ と が サ慮 さ れ る。 地地の形隙ほI即I'/ 横 rl 式木森 J:漿ぶtで 卜 祁が崩壊

-263-



1
2.0
0m
 

1姻m

go 、
CIIL

12,00m 

l り. f:J,W �\ 

,_,_,....i= 

第334図 石荒土墳墓、 1 号土墳茅尖測図 ( 1 / 40)

26� 

� ― 

{1 �1 1:1楕 .�\

ー

dm 



L9

A
L
、

fい

注

念

石

知

含
l
、
2
0

m
 
ご(=
Si
三

室
3
0 .

0

cm、

滋

さ
，

C:'
6
0 .

0
c
m、

森
�
3
5 .

O

cm

{!'
 

宰l

か
テl
hl-

2

1lI/

忌
u-1

Lい
iu

fビ）
テ
t
歪（一it·
n、
fい

二
廷
さ
A
U
A、
l'
J·

こ

[)
°¥
1{
(

r

A
L
.

f
r
ぐ
‘

•

3
 

t-
}

」ぃ
滋
裟

(
t.{!
3
3
5
[;;<1
)
 

E

4-x .
A溶＝＝
L
f
い
7
3
1

;

妾
)
パ
{-
l-＿
零
ヱ-ぃ
u-＿
に
4rい
一．

浜
A- .
c
き

か

）、
竺2-
S
定一

~,`
室
応
A
dr
‘

f

g
r

gざfu

}r
d
奎
一
全
f

せ
き
・『e
圭 ．一
蕊
L

f
い
ー

、
V-（＝
）
芯

J←
竺

姦一—
j

」とj
M

t-『
二、．
注
志一
と
を一,;
t,
,
I.
 70
 

m、

芭＝
き”」
g-―-
fぇ、
6
0 .

0
c

ヨ

lfJ
 011)
11、
'1
0 .

0

cm、

g←

{;
 (!)
fA!
 “ 

8 .

0
 g
 -
1
5 .

0
c
m

�
 

奎
9
A
t

室

D、

突
＾

fC
が

恒（

さ"r
乏―-l
Iと
ド

lC

か
」

g=-r1i,
H
J
 "
こ
1
j

二五
4
竺
L

A
3̀
.

f
し
K

8

や
5
J-

4

落
苓
h

s

l『会き
い

『
t
r
‘

fい

Wt
い
←
t
- -l
l
氏j
H
r
、」
ノ――ll

tJ、id-l

茶
a
it
,

代

ぷ

X
5
h
か
l
11.
JJ
/J、-＝
L
L
 t.:.’
 

← ー← -
1200m 

1
2
0
0
 3
 

2
-）
i[
l葦
gt

1
2
,7
0
m
 ヽ

ヽ` ‘̀ ｀``
 

‘̀
 1

m
 

ヨ
3
3
5
�

泊`

至
因
(I
/
J
O
)

2
ふa
3

如叩
什
葦

uim-
W)
 

==―
廷念
忠
ふ一．
涵
A
U

Sl
�

H
/h
:t
1
3I
 ＝[
だ
i-l
1`
biに
代

ぷ

やEJ
h

4_-

臣

ミ4

廿

森

（

さ
3
3
6
1>4
)

ご
i

k

娑n
�
t.r
さ

r--i
hu
s-fo
f→
{、
Pm
s

沃）
一｀ー―――-

「e
4
へ。
ut
⇒-

k

kt

)
ぽ
＾
l-
｝
し

選
困
臨

翌
3
3
6
�

0
 

1
0
c
m
 

rr卜LLL.

L

3

中

廿

嫡

演
圧

H
廿

吐kki
翌
日
(
-
l
d
)

竺、一

とぶ．．
 
陸{-l
S

P
O＝
←
Lヽ

il=――
Jl、
�

r.
�
i?
bii.fl:I―
や

L、、
Lt

i
{•一
踪←
i

t5l
h

a

2iん

斗．
）手
一ぃ←
i.

th

溶
ん
;t1-c

 1o
 

2
6
5
 



り 、 微 ltlの（少Iり を 含む。 ( 1 舷色1/)色関をtc す。 I . I /f 16  . 1Jcm 、 ,·:� 台 径7 . 6

rm、 }紅1』 6 . 4cm を 測 る 。

土師雑 小別の 1111の��形1品があ る。 此 滞は 糸 り）糾か残る . 1 1  ti8 . 5cm 、

此rf6 . 8cm、 松 tl':i0 . 9cm と 低 し • ,

鉄 器 （第337図）

I J廣Aの恥(11 か ら Il l j しに知））の ＇必形1
11111であ る ↑休に 鞘 と 北部の木

flか残 り ↑容は把掘 L に く し 、. }) 滞と i4f部はl関 付 近 吋w な り 、 りJ� 部

に延が’ 従 っ て 収 り をf,lrつ。 メJ 部は中 央 部でfi)f ヽ’減 り か II ,1. つ. ,� 沿りを

な し 、 年滞には I 1-Lの n 釘穴を穿つ。 r 1 釘穴には釘か破拍 し て 残 っ て い

/.) .  JI. の先は 木門が伐 り 不IリJ瞭であ る か 、 尖 る ク イ プの も のであろ う ．

介1..i:35 . 0cm. 絆の船6. 0mm、 斗此9 . 6cml,.,,測 る

(9) そ の 他 の追物

P - 3 1 1 1 1 辿

物

（図版66 節338 · 339図）

2 · 4 の砥hかある 仙j r.· と も 砥fi 砂府のイ i材 を （史） IIす る 2 の研頂l

は 5 ''" 、 4 は 4 1fri を 数 え る 。 2 の視l>i:: 6 . 5cm 、 3 は約 I, 4 を 欠 久 し て お

- 0  

り 、 !Jl.k 1 2 .  5c.'!11を測 る 第337図 3 号土墳墓出土
飲甜尖測図 ( 1 /3)

P - 281 1 1  I辿

物

（図版66 切338凶）

l (/)火/lJJけ'}別の 円盤があ る 。 /,',1*tは図ぶ し た ト カ の み を/if っ て お り 、 木咄品の感を受け る 。

紡錘11 (の 木製品の 1,J能性があ る 径4 . 6cm 、 I'/- さ 5 . 0mmを 測 る ,n さ は2 1 . 7 g であ る

P - 3UII I· 辿

物

（図版66 郊339図）

5 の化/kn'}fi砂府の ( I: I·. け砥わ か あ る が 、 約 1/2を 欠失 す る 研 曲 は 4 r(uを放え る 。 必 白 色 の 色

調を なす。 現.N: 1 2 .  0cm 
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各 ピ ッ ト 出 土石器

実 測図 ( 1 /2)

多―̀ 

鴫
第338図

10crn 
J = 

各 ピッ ト 出土石器尖測図 ( I /3) 第339図

一般的に砥石に 使

P - 1 27 1 1 1  I: 辿物 （第338凶）

3 の フ リ ン I・ 状の細此い石��がある 。 図小 し た L ド 2 ITiiを｝陪 り 'V 州 と な る 。

用 さ れ る わ 材 では な く 、 ） IJ途は叫 らかでない。 以此9.0cm を 測 る ．

部敲打 し j)部を形づ く る 。 ）日UIJ

祁 339凶）

6 の サ ヌ カ イ ト の 石材を使）Tl L た4 ‘ヽ必JT�イ 灌 S が あ る 。 Ji 1(1 1を

に は A 部状を IIIJ き I l l し て い る ． 視J� I I .  0cm を 抑l な

-267-

r - l391 1 1  I .  辿物 （図版66



P - 146 1 1 1  Iこ辿物 （図版66 第339図）

8 の粗悪な絲泥JI 料 を 使J I] し た砥石か あ る 。 IJ)f-面はK汲の 2 lfiiで 、 ».1:t ,p粕で尖而ほざ らつい

て い る

P - 2 1 3 1 1 1  I .  辿物 （図版66 郊339図）

7 の絲泥）i府製 の砥イ i)l が あ る 。 ftlf 1r1iは 2 1fiiで、 K頂iは 2 )」 佑］ に{J/f ざ込 ん で お り 1湘 と な る ，

必面は一部に研 面 を 残す• I 部側 面 に は ｝） 部で敲打 し た艇跡が残る 視此 1 1 . 2cm、 fl/. さ は 1 . 2cm と

油 し ‘•
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森 ノ 木 m 期の集落

％淡期に も広場 A 、 B ェ リ ア は n 期の規制ケ踏襲 し て お り 、 円窄訓か ら 逸脱 し て 設党 し た惑穴

(l J,i;1t.tc く 秋/�•Ii保たれ て い る ． 視況でIt)ム場 A �中核と し て D JV! よ り も 仏範判な分布状況をぷ

し て お り 、 集 治の -Jり の払 人が ，認め られ る 払 人rる に も 拘らず設閻規制か ら逸脱 し て お ら す 、

Jtl 1 り 、Q磁の凱イI 化が窺われ る 。

こ れに 対 し て p -. y の 範Ull 内 で検 Ill し た ）1、あH に 対比す る ・群は 、 u、.ij.} /\ を中核 と す る 肝に

比較 し て ほ識的な没 位か必め ら れ な い こ と か指摘で き 、 Jム� 13 か当該期に機能 し に 確、、』 は必め雉

し 、゜
似 々 の/LJ.1;で は U 期で必、め ら れ た 大別の/l· J,1;か 1Il 期で も 確認 で き 、 こ の は向 も U 期 を節提 し た

形をJJヽ唆 L て い る Lか も 、 広ゎの tli/ 1「I l lこn� 1t,· さ れ て い る こ と はtl l=I さ れ よ う , 58 り/tf,t; に 見 ら

れ る 必 り I l l L 部は祁穴ll:I,� の 11 1 人 り 「l と 杓 え られ る が、 山 り 11 1 L 部をt\ つ(l:J.りは 1 期か ら V1 期 ま

で 紺承 さ れ て い る しか し 、 Iム場 と は1(凶�,.. る ）j 向 に 成げ ら れて お り 、 I H 人 り I I か必ず L も 中 火

u、ij.} ); 向 に 付 設 さ れ て い た い。 イ LJ.1}内の性内 u腐 を 1 11 人 り II と す る 杓 え ）j も あ る が 、 人 'I'が代）,,; 

の 1tJ 束 側 に 成 ,n し て お り 、 Jム出に対応す る 設 lt,' h払は採川 し て い な い。 ま た 、 97 り 、 159 り 0:),りか

州内 I吸の成 tnJ;位を異にす る た と 、 似にM内 l 城が11 1 人 り 「I と 似定 し て も 中央Jムi.,}に 対↓心 した

形 は と ら な い．

IH I: I t.{では 、 34 り住村の 一群 は 1Il 期 と L た か 、 掲収 し た 1 の炭合 [J 舷4他 の 日 舷 IJ)/tll折 部の検

はりj瞭であ る に も 拘 ら ず 、 鋤先 I I 舷泊fか残 る な と. D J間の余韻を 継 い で い る . 58 り {l」，り て は JしIfす

る 甕は 占 札Iの感を残 L 、 U 期内の a , h の 、r と も ガえ ら れ る か、 IIりIIIH��祁介か ら検吋は別の機会

に 譲 り た し ‘•

森 ノ 木 IV 期の集落

N 期の 集 治 は 、 1 期か ら 111 期のIム出をUl1統す ん 形でh謹'tかな さ れ た の に 対 し 、 (l.f,りの設'/灼規制

にtしれが牛 じ93 り /U,r; の Iム
・
場 A 内の設党を 見 る 限 り 1ぶ勘A は無視 さ れた形 と な り 、 集団内の規制

綬和の兆似か窺わ れ る ． 規制のJ仰頃か何に起囚す る のか定かでな い。 仮にそ う でなければ 、 広�l

A の T リ ア 内に1�·¥,トな祁火(t),りを設'H し た こ と に な る が 、 4 11 }JIJ な 規揆や形隙を 1」 し た(LI.り で も な

く 、 tり出的な(U.り形態をがす こ と か ら 巣治の 設rn形態か変化 L た こ と に な る

11 1  I I �:.; では 、 44 り(13) と 61 り {IE},); 1 1 1  . I. の』1位は l11J 形u.. を 畠 し 、 蔽人径が胤·�ffil中 火1こ イiす。 脚台付

さ の 促はJH11J と な る 。

64 り・(1./,りの 括 f·7.iは 、 怪穴 (l./,りか貌久 し て お り そ の 後放1n さ れ て いた こ と か らHft料か得ら

れた。 介'"'は(f細な検吋は）�II え な いが、 •,/yは 5 ク イ プがJt (r'. し て お り 1 の 仮 介 I I 舷咄fの n舷はfl.fl

27 1 -



ー

折 剖1の使がヽjlリlで、 h I 部か ら ）11••1 I: 'I'部が1ll1 11JW 比ぺ て 曲 る 。 4 、 6 、 7 (/) ク イ ブ1/)i;約.t 1 1 秘を知

< I村 灼 さ せ祝 介 1 1 舷?')杉づ く り 、 111部はItri ,{., iv. し ·。 こ の ク イ プの 1 1 贔点 を イ J t•::':1ば 、 筑後地）Jでは

野I J 逍跡に1 1 1 I 例が あ る か、 小｝りで心iJ 整 了ょ 怯 も やや}'i!な る 。 ‘りぷl'J,1} 1 1  \ I: r:!y;:': 校の関柏 f払;ft 、 外

1(1iに擦過状の 削 り 狼か 見 ら れ 、 D1 期に な い fl払かJJJ.れ る

促 の I I fJ/. は r < , 字 状 と な る か 、 1!1 部和(1 1の使がlリJI旗な も の と 4ヽ1リJ I旗な も のかりもfl l ク イ フが

附 砂 外 1(1 1 底 剖1 イ l 近には咄枷J� 削 り 狼か1 1 \ JJl 以 ） か 、 1 5の 従 は 新mの悩かあ る 外1(11此淵外J 虹
1/) 削 り 似 は小肌IJJ/)甕しや名トに も JI) し 、 られ る よ う に な か

森 ノ 木 V 期の集落

＼ 期に介る と 中核 と な る lム�} A ば';(;.,,.に 9允れ 、 I�火fUりは 2 分 し て ，没H さ れ た こ と が絞 え る 。

-J )と り 、 A ..... I•' 区に 集中す る グA ー ノ と I、 � WI人r成1玲 さ れ る グ ル ー プ と に区分 さ れ， る 附 愧 さ

れC さ に 11渇か崩壊 し た，』）＇ と し C 、 n 期か ら r,. JUJ Iこかげ て の {l割はU渇 如＼ を 中 核 と L C棟,l-.h

{,', か1(t 父 す /.> ); 1i,J を採JI J する場介か 多 い のに 対 L 、 叩繹jのイl / ,  りは設付）） 位か汎tc 1., こ と でJll\鮒

で き 、 ＇ 日炉 リ r か移動 Lた ·J1 か り胤 さ れ 今

1 1 1  I I �  怜では 、 62り1 1 /氾）•,/1, 1 は fv JU]の よ う な 反 り 気味 に 人 き く 外l又 r る の に 対 L 、 1 1 f炉）外

収JQは鈍 く な る 炭 介 I. I象必浙では 1 1 裏なの//H折かWl'I 界で ス マ ー ト な頸滞を {J t 

地は l ぶ祁か此 ＜ 、 しか も 此胴の史か1叫比ー「 か 此 部 の 径は 小 さ く 、 レ ン ス状 を 'i' し 1,安定 と

な る N 期で /Jl!Jl し た 底滞外1ln 付 近の 削 り 糾 け継水 さ れ て い る 。

森 ノ 木 V1 期 の集落

VI WJl' "'i' る と ( I;/、りの 分 (IJ状況は 東側に移動 t ·c い 1.., I 部 I平 ．に 見 ら れ る か 、 人 平 が し V Iメ

で成1玲 L C い か お 七 ら く 、 ,J',1 1tlメ外の北側LI}.、 か り 犯I ・J Iを構成 し て し 、た と り え られ る 。 北側の

調 fl:にJリJ r、り し に い

li l l l tl:fは 、 1 02り作訊に 一括狩料かあ る か 、 比を火'/It.ヤ ん。 ',:':�は知 く 内柏す る 1 1 秘 を イj し 、 伽l

部は球状t-- ,ili L 、 形状を な す、． 底祁は 小安定と な り 、 小 さ な 'V此か）L底 と な る 、 137 り{lliり / 1 \ I .U)脚

台 付 さ 焦!JI·�':, も Ji rJ l l,'t Wl で あ ら う ）し{f す � �は」文し 、 1 1 舷 を -{j L 、 郡釣ltll折 は 小釘 IリJな も の も あ

も w伽l 、 )tbtに近 い形状を ． ＼げ る と かえ ら れ る 。 190り(l:}.1; 1 1 1  I I 岱rつ い て は 、 W 期の範l!t·c:
かえ に げ う か 妥 ％ と も 、思 え る が 、 一↓t, VI JVJ I.- (1'1 lti'1Jけ て お く ， その他 、 人 り/JI/) i:; 台か 3 1.1.WI I: し

て い る。
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を小 し 、 布WI 系 I 'l.:iに後 I Iげ る 一肝 と い え よ う 。

森 ノ 木 IX 期の集落

oc JUJrl)�:.,
』
({U.りは、 1 1 - v 区に かけ て 分布 す る か 、 総9「数は 少 な く 6 � I を 数 え る に過 ぎ な い。

分布状況を 見 る 限 り で は \10 JUJの よ う な柏 然 と した没党は必め られず分 散1't! ,; •J に あ る" 6 +1の (l訓

の 内 1 99 川l:J.りは特に 人 利 を r,し し 、 突 Ill し た 規供を イj し て い る こ と がtl. 1 1 さ れ る

閥別l・）.� で は 、 1 辺 (J) !� 憫際に カ マ ドが付 設 さ れ 、 森 ノ 木遺跡では カ マ ドの 初JJlが必め ら れ る ，

jこ器では 、 杯を除けば粗い作 り と な り 、 I 器製作の1簡略化が H ［ゞつ よ う にな る と 共に各i!JJ.盛の

共伴が忍め ら れ る 。

森 ノ 木 X 期の集落

IX 期の集治 と はややII,) 阻l凡をな し X 期の 集洛か形成 さ れ な X 期でのl怪穴fl.Jiりはlム範Uりの 分イfJ

状況をポ し 、 JI! ft. 区内では集治の払人が 1認め ら れ る 、 カ イ ド は北側か北内側に付股 さ れ る ‘り該

期の作）i.1.fは各逍跡の火例 か ら カ マ ド に 対的する 閻l所に1 1 1人 り n を設ける こ と が平IJりj し て お り 、 l打

側低湿地が ‘り時の恰好の 水稲耕fr地·litであ る こ と を 引県すれ は ‘り然の仙粘 と も い え る 。

以 I.が 森 ） 木遺跡の 集粘変迫であ る が 、 先に も述ぺた よ う に短期間 内 で の 報1'訂り作成のため洋

細 な 分 析が な さ れ て い な い。 11 1 I: し た弥生 ビ器は、 lfi筑後地力における指採 と な る べ き 咬料 で あ

り 、 知WWりでの検討は 不 叶能であ っ た． 別の機会に 内検討 を期 し た い。
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付図2 森ノ木遺跡纂菟時期別変遷図 (1/800)
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